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一章　境きよう界かい線せん、狼おおかみと少女の婚こん姻いん





　寿じゆ命みようが訪れたから、死ぬ。

　病やまいに冒されたから、死ぬ。

　車に轢ひかれたから、死ぬ。

　毒薬を飲んだから、死ぬ。

　首をくくったから、死ぬ。

　死ぬすべはいくらでもある。

　けれど生まれるすべは一つしかない。

　なんて不公平なんだろうか。

　きっと、生と死をつくった誰だれかは高くから私たちを見下ろして叫んでいるのだ。



　――どいつもこいつも死んでしまえばいい――



　私も、死ぬ。



　狼おおかみに食べられたから、死ぬ。



　さようなら。言うべき相手はいないのだけれど。





　丁ちよう度ど、森と街の狭間はざまを私は歩いていた。

　九月の夜の冷えた空気に包まれ広大な森の傍そばを歩いていた。

　右手には森に背を向けた家々の塀、左手には暗黒の森。

　街よりも遥はるか昔から存在する森は過ぎ去った幾いく千せんの夜と変わらず深く、人を拒むように静せい謐ひつで、あまりにも暗く、何も見えない。

　一度もその中に入ったことはなかった。入るなと言われていた。私は街に生きていた。

　アスファルトの上には私の小さな影かげ、森の暗黒と比せば人の手による街灯はあまりにも頼りなかった。

　新月のためか、細い道は普段よりもさらに人通りが少なく、静かで冷たい夜だった。

　そこへ突然、その静けさを乱さぬ影のような足取りで白はく銀ぎんの狼が現れた。

　とても綺き麗れいで少し寂しい狼だった。真っ白の体毛は闇やみの中にうっすらと輝き、黒い瞳ひとみは見つめていると呑のみ込まれそうになるほどに深く、その体たい躯くは大型犬よりさらに一回りは大きく逞たくましい。

　向こうが白ならば私は黒だ。

　目の高さで切り揃そろえた前まえ髪がみも、腰こしまで伸びた後ろ髪がみも、大きな瞳も、古めかしいセーラー服に脚あしを包むストッキングすら黒く、肌だけは病人か、気取って自賛するならば初雪のように白い。

　黒と、白。二重のコントラスト、同じ色で構成されながら私たちは正反対の色を纏まとう。

　唯一、私の唇くちびるだけがぬらりとした生暖かい赤さを持っていた。

　ひどく目を惹ひく赤色、狼の眼まな差ざしが唇にあるのを感じる。

　赤は容易たやすく血と肉を、餌えさを、連想させた。

　紅べにでもつけるように己の唇をなぞる、そこに血の味を錯覚する。

　私は血と肉の果実。

　果たして狼は私を食べたいと思うのか。

　それとも、私が誘っているのか。

　抵抗のすべを考えるが何一つ思いつかなかった、何をしても無意味だと理解していた。

　狼が一歩だけ近付き距離がさらに縮まる。

　私はここで死ぬ。

　どこまでも冷れい静せいに、そして冷ややかに、私は思った。誰だれの顔もどんな思い出も浮かんでこない。死に抵抗はあれど生に未練もない。別れがたい家族も友人も心当たりがない。

　あるのは、空くう虚きよだけだ。

「つまらない終わり方」

　呟つぶやきは夜風よりもよほどに冷たい声だった。

　そして、きっと狼おおかみには届かなかった。

「こんばんは、夜色の目をしたお嬢さん」

　低く静かな声で狼は告げた。

「こんな真っ暗な夜に一人歩きは危ない。よければ私が家まで送ろう」

　文字通りの送り狼だった。

　狼が喋しやべる珍事を私は自然と受け入れていた。

　きっと、刃やいばのように冴さえた白があまりにも幻想めいていたせいだろう。

　喋る狼の存在が何一つおかしくはないように思えたのだ。

　気き障ざを気取った澄まし顔の狼は、街灯の灯あかりを反射して白はく銀ぎんに煌きらめいていた。

　本当に、綺き麗れいだった。

　私は一度目を閉じて、開ける。顔を傾け笑みをつくり言葉を返す。



    

  
    
      



    

  
    
      「ありがとう素敵な狼おおかみさん。でも平気です、家はすぐ近くですから」

　大おお嘘うそだ。私の家までここから三十分はかかる。しかし、素直に従うほどこの狼を信用できるはずもない。

「なにより、初対面の殿方にそこまでしていただくわけにもいきません」

　口元に左手を添そえて一段笑顔を深くする。どこまでも作り物めいて、演技めいて、儀ぎ礼れいめいて、少し、楽しい。

「それはそれは」口元が少し歪ゆがみ、ちらと牙きばが見えた、微笑ほほえんだのだろう。「失礼を詫わびよう、若いに似合わず立派な淑しゆく女じよぶりだ」

「ありがとう。でも、実はただの見せかけです。本当の私はもっと残ざん酷こくな女だったりしますのよ」

　これは嘘ではない。

「なに、女性はそれぐらいの方が魅力的だ」肩をすくめ、たのだろうか。前足の付け根の辺りが微かすかに動いた。

　口元に添えた手を少しずらして唇くちびるを見せ、誘うように少しだけ緩ゆるめる。

「お上手ですね」

「嘘が吐つけない性格だと、よく言われる」

　しれっとした口調で、それがまたよく似合っていた。

　私はまた少し笑い、彼も少しだけ笑って、互いに表情を消した。

　私は唇をなぞる。夜の風が髪かみを撫なでる。視線が混ざり合う。

　狼が、何かを言おうとしていた。

「私と結婚してもらえないだろうか」

　数秒かかって申し出の意味が脳に辿たどり着き、理解した瞬間に頬ほおが赤く染まるのを自覚した。左手を頬に添え、目線を逸そらし、風が揺らす長い髪に顔を隠す。

　出会ったばかりだった。突然の求婚だった。

　しかも相手は狼。人語を解す、現実の……私が知る現実にはない、存在だ。

　なのにどうして、私の心はこんなにも揺れるのか。

　運命、陳ちん腐ぷな言葉が脳裏を過よぎって打ち消す。

　理性が疑問を提示し、本能が受け入れろと囁ささやく。心の一番深い場所が、この狼に惹ひかれていた。

　影かげが語りかけてきたような、己が半身を取り戻したような、世界の反対側で自分自身を見たような、共感ですらない共感。

　果たして、他人である自分自身が、どこにいるのか。

　ここにいる。

　幻まぼろしか、現実か、ここにいた。

　予感、予言に等しい予想、何かが変わる。私を包む世界が変わる。

　ひときわ強い風が吹く、さざめく森の葉、むせび泣く声のよう、人の嘆なげきのよう、私の周囲を囲む。

「お断りしたらどうなるんですか？」驚きよう愕がくから立ち直った口が時間稼ぎの言葉を放った。

　断ろうなんて気は、実際のところない。

「君をさらう」

　顔を上げ、少し困ったように唇くちびるの両端を上げて微笑ほほえんだ。

　彼の眼まな差ざしが不安げに一瞬揺れた。

　その瞬間に、スカートを掴つかみ優雅を装い頭を下げる。音もせず、長い髪かみが服の上を滑すべり緩ゆるい弧を描いて揺れた。

「でしたら、お受けいたしますわ」

　白はく銀ぎんの狼おおかみは安あん堵どの息を吐いた。

「それはよかった。では、早さつ速そく我が住すみ処かへと案内しよう」

「その前に、大切なことを忘れていますよ」

　彼は不ふ思し議ぎそうに首をかしげた。きょとんとしたその仕草は子犬がそのまま大きくなったようで妙みように可愛かわいらしい。

　唇を吊つり上げた笑みのまま、髪をかき上げ身を屈かがめる。

　まったく事態を理解しない狼の唇に、赤い唇を添そえた。

　ほんの一瞬、風が触れたような微かすかさ、儀ぎ礼れいと、少しばかりの情愛を込めて。

「塚つか木ぎ咲さ希きです。不束ふつつか者ものですがよろしくおねがいしますわ、真っ白な狼さん」

「これはこれは」目線をさまよわせ、必死に言葉を探しているようだった。

　笑みを崩さぬ私の顔を見て、困こん惑わくは苦笑いの混ざった長い溜ため息いきに変わる。

「私は『月つき喰くい』」

　月喰い、と口の中で呟つぶやいて、空を見上げた。

　風の止やんだ空、雲のない空、漆黒の空。静せい寂じやくと清せい冽れつが混ざった夜、静かな夜。

　新月に『月喰い』、実に似合いだった。

「変わった名前ですね」

「呼びづらければ、別に呼び名を決めてくれて構かまわない」

「いいんですか？」

「勿もち論ろんだ。遠えん慮りよすることはない、君は私の妻なのだから」

「では」

　不意に、悪戯いたずら心が芽生えた。意地悪く目を細める。

「シロ、と」

　私が結婚の申し込みを受けたときの倍の沈黙が訪れた。

　器用に後ろ足で耳の裏を掻かき、躊躇とまどいがちに彼は言う。

「……一応、私は狼おおかみなのだが」

「そんなわかりきったことを言わないで下さい。一目見た瞬間にわかりました。あなたは犬にしては立派すぎます。実際、とても素敵ですよ」

「ありがとう。できれば思い直して別の名前で呼んでもらいたいな」

「嫌です」

　つん、とそっぽを向いた。

　目に見えて白はく銀ぎんの狼がうろたえる、白銀の輝きが心なしか弱く見え、尻尾しつぽが力なく落ちる。私は表情をそのままに胸中でこっそりと笑った。

「『シロ』可愛かわいくていいじゃないですか」

「だが……」なおも渋る狼、私は髪かみをかき上げ、言葉を重ねる。

「新にい妻づまのちょっとした我わが侭ままです」

　悪戯いたずらっぽく、愛らしく、甘えるような、とっておきの――今まで誰だれにも見せたことがないぐらいとっておきの――笑顔。

　一瞬彼が呆ほうけたような顔をして、諦あきらめ混じりに答えた。

「何な故ぜだろうね、私は凄すさまじいまでの敗北感に打ちのめされているよ」

　私は両りよう膝ひざを少し曲げて目線の高さを彼と合わす。真っ黒な瞳ひとみの中に映る私の姿はまるきり普通の女の子のように見えた。安らいでいて、楽しそうだったのだ。

「でも、本当に素敵な名前だと思いますよ。それに、白は私の好きな色なんです」

　困り果てたように喉のどの奥で白銀の狼が唸うなる。

　私は指先で狼の頬ほおをそっと撫なでた。

　柔らかくもなく硬くもなく、不ふ思し議ぎな感触の毛に私の指が埋まる。その先に感じるのは締まった肉と鋭するどい牙きばの感触。

　獣の強きよう靭じんさ、命の感覚、確固たる熱。

　鼓こ動どう。

「そう言われたら悪い気はしない」

「ふふっ、単純ですね」

　唇くちびるを尖とがらせて彼の鼻はな先さきにふっ、と息を吹きかける。

　彼はくすぐったそうに身を捩よじり、すぐに戻った。

「成る程、確かに君は残ざん酷こくだ」

　苦笑いと微笑の中間のような顔でシロは呟つぶやき、身を伏せてさらに続ける。

「では咲さ希き、私の背に乗ってくれ」

　言われた通り、彼の背にまたがり首の辺りに両手を回して抱きつく。

　自然、私たちの体は密着し、心しん臓ぞうの音が二つ、微かすかに聞こえる。

　補うような鼓こ動どうのリズム。

「どこに行くんですか？」

「私の里へ、未いまだ夜と闇やみに沈む、深い森の中へ」

　告げて、弓から放たれた矢のように猛もう然ぜんと走り始めた。

　なびく黒くろ髪かみ、風に逆らう白はく銀ぎんの毛、セーラー服の裾すそが横倒しの花みたいに広がる。

　足音はなく、ただ風を切る音だけが、後に残っていた。

　アスファルトの道を過ぎて、土の道へ、そこはもう今まで私がいた場所とは空気さえも違っていた。

　黒い穴のようにぽっかりと開いて待ち構かまえる森の入り口へと飛び込み、

　私たちの姿が、森の中へと消えていく。

　暗く、暗く、暗く――皮ひ膚ふの感触以外の全てが消えた闇の中へ。

　私は少しだけ腕うでに力を込めた。

　離されぬように、離さぬように。

　闇と風音の中で無意味な闘争を思う、無意味な死を思う。

　その中で、彼は私に何を求めるのだろうか。

　全ては深い森のように謎なぞに包まれている。

　だが、一つだけ確実なことがあった。

　私を囲むくそったれた世界が、確実に、壊れ始めた。

　果たして、何を失い、何を得るのか。



　無限に続くように思えた暗い森は不意に開けた。

　目を開ける。

　そこは丁ちよう度ど円形の広場のようで、周囲は高い常じよう緑りよく樹じゆに囲まれ、地は薄く草に覆おおわれていて、他ほかにはなにもない。

　集会場、そんな言葉が風景によく似合った。

　遮さえぎるものはなく、星明かりだけでも広場の様子はわかる。

　わかるからこそ――シロが異物なのだと、この風景にふさわしくない存在なのだと克明に理解できた。淡い光と深い闇が彼の姿を際立たせていた。

　草を踏む音もなく、シロは中央で足を止めた。私も背から降りて傍らに立つ。

　闇の中にある白は、残ざん酷こくなまでに孤独を感じさせた。

　どこにも居場所がないのだと、全てから指摘されているようだった。

「今、同どう胞ほうを呼ぶ」シロが吼ほえた。

　遠く、遠くへと続く咆ほう哮こう。

　それは森に木霊こだまし、長い時間が経たち、ゆっくりと地面に染み込んでいくように消えた。

　やがて、小さな風切り音がいくつも聞こえてきた。

　広場の周囲、木を背にして包むように続々と姿を現す狼おおかみたち。

　街に隣接した森とはいえ、その内に踏み込んだことはなかった。

　ここまで、別の世界だとは思わなかった。

　狼たちの王国だった。

　全員が――シロとは違い――灰色の毛をしていた。ほとんどの狼からは艶つやが失われていて、脚あしが悪い狼も何匹かいるようだった。

　三十ぐらい、か、数のわりに覇気に欠ける集団だった。疲ひ弊へいがこびりつき、もはや拭ぬぐえぬほどに一体化しているように見えた。

　正面に、一際目立つ狼が一匹、艶が落ちた灰の毛にシロよりもさらに二回りは大きな体をしていた。瞳ひとみはつぶらだが倦けん怠たい感かんが満ちていて、どこか遠くを見ているようだった。

　老いと、疲労、その二つを見るものに強く匂におわせた。

　老狼のすぐ横にはシロと同じぐらいの灰色狼がいた。群れの中では若い方なのか、毛にはまだ艶が残り、生命力を感じさせた。目つきは鋭するどく、明確な敵意をこめて今も私たちを――正しくはシロを睨にらみつけている。

　親子なのだろうか、どこか似たような顔立ちをしているような気がした。

「父上よ、兄上よ、同どう胞ほうたちよ」シロが例の二匹を正面に捉とらえながら叫ぶ。「紹介しよう、傍らに立つ者が私の妻だ！」

　どよめきだす灰色狼たち、ちらちらと探るような視線が飛ぶ。

「名を咲さ希き、見ての通り、人間だ！」

　続けての叫びで、狼たちの困こん惑わくはさらに大きくなった。

　まあ、狼と人間の結婚話なんて聞かされたのだ。当然だろう。

　ずい、と老狼が一歩前に出て、ぐるりと周囲を眺めた。

　それだけで灰色狼たちの騒ぎが収まり、視線が老狼に集まる。

　静まり返ったのを確認し、老狼は厳おごそかに口を開く。

「我が息子よ、それは真まことか」

「嘘うそなど申しませぬよ、父上。彼女こそ、紛れもない私の妻です」

　笑いを抑えるような口調。ちらとシロの顔を見た。

　今にも笑い出しそうな顔で、目が爛らん々らんと輝いていた。

　嫌な光だ。

　見覚えがある、攻撃色の光だ。

「如何いかがか父上。あなたの望み通り私は妻を娶めとった。だが、あなたの目もく論ろ見みどおりにはいかない。宣言しよう、私は同胞を増やし、衰すい退たいに歯止めをかけ、かつての栄光を取り戻す――そんなくだらない理由で子をなすつもりはないぞ！」

　シロが笑う。端正な顔を歪ゆがめて笑う。

　大きく、高く、強く、声を上げて笑う。

　凱がい歌かのように、勝かち鬨どきのように、哄こう笑しようが響く。

　目に喜き悦えつの色を湛たたえて、それに倍するような悪意と敵意を込めて、ひたすらに。

「如何いかがか！」

　シロは嘲あざ笑わらう。

　私が覚えたのは少しばかりの失望と落胆、そして大きな怒り。

　もし、彼がこのためだけに私を妻としたなら……必ずその首を切り落としてやる。

　表情にも眼まな差ざしにも態度にも皮ひ膚ふにも出さず胸中で誓った。

　次に、老狼の横に立つ鋭するどい目の狼おおかみが吼ほえた。

「いい加減にしろ『月つき喰くい』！　それでも父上の子か、私の弟か、まるで駄々っ子だ。狼だけではなく他ほかの獣たちも数を減らし、森は消えていき、人は横おう暴ぼうに振る舞うばかりだというのに、お前に危機感はないのか、いや危機感でなくともいい、同どう胞ほうへの愛はないのか！」

「ありませぬよ、そんなもの」

　さらりとシロは答えた。

　目つきの鋭い狼――シロの兄は絶句し、

　問答無用で、襲おそいかかった。

　私の目には大きな影かげが飛び込んできたようにしか見えなかった。

　シロの兄は何の音もなく一瞬で眼前に現れ、鋭い牙きばを振るう。

　迎え撃つようにシロが爪つめを繰り出し、牙と爪がぶつかる硬こう質しつな音が響く。

　跳び下がるシロの兄。

　睨にらみ合う二匹。

　牙を剥むき出だしにして唸うなるシロの兄と、どこか悠然とその殺気を受け止めるシロ。

「如何なされましたか兄上」

　皮肉であることを隠そうともしない小こ馬ば鹿かにした声音で続ける。

「そんなに殺気を込めて跳びかかってこられるとは、まるで殺し合いではないですか。とてもではありませんが兄弟のじゃれ合いには見えませぬ。数少ない同胞が無意味な殺し合いに興ずるなどは許されることではありますまい。父上に怒られますぞ」

　シロの兄はそれに構かまわず口を開く。

「『音おと無なき歩あゆみ』が精せい霊れいに告げる」りん、とした空気が張りつめる。「故郷よりの風は我が息吹、轟ごう々ごうと吹く風は我が体。我が爪、我が牙、我が叫び、全て風なれば我もまた、風となり――」

　時折舌打ちのような音が混ざったリズミカルな声、まるで呪じゆ文もん、否いな、呪文そのものなのだろう。

　彼の言葉に応こたえるように風の音が鳴り響き始めた。

　ひどく嬉うれしげなシロ、戦意の混ざった凶暴な笑み。

「なんとお優しい。兄上、私に殺されてくれるのですか。いやはや、今ほど兄上が兄上でよかったと思った瞬間はありません」

　シロの影かげが蠢うごめいた。

　足元から伸び上がった影がシロを包むように周囲で揺らぐ。

　生物のようにゆらめく影は白はく銀ぎんの体たい躯くに比べてあまりに禍まが々まがしく、私は思わず自身の胸元を押さえた。

「やはり、お前は生まれたときに殺しておくべきだった」

『音おと無なき歩あゆみ』はどこまでも非道な台詞せりふを極めて冷れい静せいに呟つぶやく。

「お前は何なのだ？　我々は狼おおかみだ、森で生きて森で死ぬ狼なのだ。狼に奇形や白子は生まれない。血は混じらずただ脈みやく々みやくと受け継がれ、定められた道から外れることはない。我々はずっと世界のルールに従って生きている。安定し確立し、それ故に人間に敗北し衰すい退たいし続けている狼なのだ」

　溜ため息いきを吐ついて、さらに続けた。

「本当に、お前は何なのだ」

「さて？　私は私でしょうよ」

「陳ちん腐ぷな、答えだ！」

　叫びと同時の踏み切り。

　名前どおりの音のない突進。遅れて風切り音、草がまくれ上がり、木々が揺れ、葉がさんざめく。

　私は反射的に足を踏ん張り、手で顔を庇かばった。長い髪かみが旗はたのようにはためく。

『音無き歩み』は速く、愚ぐ直ちよくなまでの直線を描く。

　細めた視界の中でかわされる一瞬の攻防、

　引きつけて横にステップ、すれ違いにシロが右前足を振るう。

　影が風に切り込み皮を裂き、風が影を切り裂いて肉を抉えぐる。

　交こう錯さくする兄弟、一瞬の空白、シロの右前足と『音無き歩み』の肩から血が噴出した。

「それまで！」

　沈黙していた老狼が叫んだ。

　二匹が揃そろって彼の顔を見て、シロは平然と、兄は不ふ承しよう不ぶ承しように頷うなずいた。『音無き歩み』の体から風が散り、シロの体を覆おおう影が溶けるように落ち、再び白と灰の毛皮が露あらわになる。

　ふん、と互いに鼻はなを鳴らし顔を背けた。

「父上の言うことは意外と素直に受け入れるのだな」

　今度は『音おと無なき歩あゆみ』が小こ馬ば鹿かにしたように言った。

「ええ、父上を殺すには力が足りませんから」

　私は皮肉をさらりと受け流したシロに近寄り、前足を取って傷口を見た。

　深い、傷口はてらてらと粘ねん液えきで濡ぬれ桃色の肉からは未いまだに赤い血が流れている。私はほんの少し顔をしかめた。

「大丈夫ですか？」小声で尋ねる。

　シロが小さく頷うなずいたので私は手を離してこっそり用意していたハンカチを握りこんだ。

　切り口自体は綺き麗れいなもので治りはそう遅くはないように思えた。

　視線を感じて顔を上げる。

　シロの父は静かに、『音無き歩み』とそれ以外の狼おおかみが忌いま々いましげに私たちを見ていた。

　集団から向けられる敵意、私は怯ひるまない。慣れた状況だ。

　腕うで組ぐみをして群れの中心らしき老狼、シロの父を睨にらみつけた。

　戦いに関する経験則。無事でいたいなら服従し、敗北が嫌ならば睨みつければいい。

「我が息子よ、お前を森から追放する」視線を私たちから周囲へ。「以後、森に害なさぬ限り我々は関かかわりを持たぬこととする」

　父が全員を見回しながら呟つぶやいた。

　反論の声は一つもない。

　つまらなさそうにシロが鼻はなを鳴らし、前足で地を叩たたいた。

「承知した父上よ」

　言って、シロは背を向けて歩き出した。乱れた髪かみを手て櫛ぐしで直しながら私も傍らに続く。

「息子よ、その人間と本当に添そい遂げるのか」

　背せ中なか越しの問いに彼は振り向きもせず答えた。

「世界が滅びるその瞬間すら私は彼女の傍そばにいる」

「そうか」声に漏もれる喜び。「よい妻を見つけたな」

　私は足を止め、振り返って老狼を見た。笑っていた、父親の顔をして、笑っていた。それは多分、家族愛と呼ばれるものなのだろう。私にはないものだった。

「あなた」老狼に問う。「名前は？」

　不ぶ躾しつけな物言いに周囲を囲む狼たちが唸うなりを上げる。私は嘲ちよう弄ろうを浮かべて笑う。

　風に揺れる長い髪をそのままに、狼たちに一いち瞥べつを飛ばす。

　敵意を募つのらせながらも、襲おそいかかってくる狼はいなかった。凄せい絶ぜつな目をして睨む『音無き歩み』すらも同じだった。

「『森の王』と呼ばれている」自じ嘲ちようの色をした声。

「私は塚つか木ぎ咲さ希き、お見知りおきを」

「……魂たましいの強い娘だな。人間にしておくのはもったいない」

　冗談なのか本気なのかわからない言葉だった。私は肩をすくめ、髪かみをかき上げながら改めて背を向けた。

「私はお前たちの婚こん姻いんを祝おう」

　シロは何も答えなかった。私は何も言わなかった。

　広場から森の木々の中に戻ると私は何も言わずにシロの背に抱きついた。

　白い毛が私を優しく受け止めるその感触に安あん堵どを覚え、すぐに気を引き締めた。気を許す前に、一つ聞くべきことがあるが、どう切り出すのかわからなかった。

　無言のまま、シロは私を乗せて深い森の中を駆ける。

「いいんですか？」背せ中なかの上で、私は呟つぶやく。

「構かまわない」あくまで淡々と。「私は異い端たんだ、もとより、森に居場所はない」

　狼おおかみの孤独。一頭だけの白はく銀ぎん。

　速度を増す狼の四足、風の音は行きと同じく強く、闇やみは深かった。前者は迷惑で後者はありがたい、たった今はこのときだけは。

「シロ、少しスピード落としてくれませんか」しがみついたまま、体を前に動かし唇くちびるを耳元に近付けた。

「気分でも悪くなったのかね？」

「違います、話がしたいんです」

「森を出たらいくらでも」

「いえ、ここで」

　シロは頷うなずいてスピードを落とした。比例して風切り音も静かになっていく。

「妻である私に、あなたは何を求めるんですか」

「ただ普通に、妻であることを」

「その普通を知りません、私には縁のないものでした」

「私もわからない、が、そうだね……」

　シロは少し黙って考えて、小さく唸うなる。

「裏切らない、信じる、愛して、愛される」

　悲しい言葉だった。惨めな願いだった。触れたことはなかった。

　それはもはや、蜃しん気き楼ろうに似ている。

「難むずかしいですね」

「ああ、とても難しい」

「頑張らないといけません」

　狼が苦笑して頷く、銀の毛が頬ほおを擦こする。

「なら、私から一つ謝ります。シロが私と結婚したのはお父さんへの嫌がらせのためだけで、用が済んだらさようなら、なんだろうかな、と少し疑いました、ごめんなさい」

　回りくどく、私は言いたかったことに辿たどり着いた。

　短い沈黙があり、申し訳なさそうにシロが答えた。

「そういう意味もあった」

「残りは何ですか？」

「霊感だ。君を一目見た瞬間に悟った、私は君といるべきだ、とね」

「一ひと目め惚ぼれ」短く、熱を込めて呟つぶやく。「人間はその霊感とやらをそう呼ぶんですよ」

　顔をうずめた銀毛の温度、脈打つ筋肉と、血ち潮しおの流れ。

「私は森と決別した」

　唐とう突とつにシロが話題を変える。

「私は森の敵てきとなるだろう」

　それは、宣言だった。私への言葉であり、私以外への言葉だった。

　森への宣言だった。

　答えはなかった。ただ、風の音が、森のざわめきが、大きくなったように思えた。

「そして私は」小さな呟き、届かない声、白はく銀ぎんの狼おおかみと森への言葉。「あなたの傍そばに立つ」

　裏切らない、信じる、愛して、愛される。

　誓いの言葉が鎖くさりのように私たちを結ぶ。

　愛することを知らないものが愛を求めるのは、滑こつ稽けいだ。

　いっそ、この世界が私とシロの二人だけならばよかった、他ほかに何もなければよかった。

　蜂はち蜜みつよりも甘い想像は、唇くちびるを綻ほころばせ笑みの形をつくる。

「滅びの匂においがする、腐ふ敗はいした魂たましいの匂いがする」

　シロの呟き、私は体のどこか深い場所にある獣的な部分で、戦いの予よ兆ちようを感じていた。

　彼方かなたから狼の遠とお吠ぼえが聞こえた。



　家に辿り着き、門の前で溜ため息いきを一つ吐ついて鍵かぎを取り出す。

　小さな庭がある、普通の家だ。周囲には似たような住宅が並んでいて、街灯が等間隔で立っていた。二階は暗く、一階のリビングからはガラス扉越しに明かりが漏もれていた。

　静かな、家だった。黙り込んでしゃがんでいるような家だった。

　私は、好きになれずにいた。

「咲さ希きの部屋は？」

　問われて、二階の部屋を指差す。

「わかった」シロが頷うなずく。「屋根の上にいる、用があったら呼んでくれ」

　アスファルトの道を蹴けり、塀から屋根の上へと跳躍する。

　屋根の上で寝るつもりなのだろうか、昔テレビで見た狼は土に穴を掘って眠っていたような気がする。

　それ以前に、私の部屋で寝ればいいのだ。

　紳しん士しなのか、天然なのか、それとも、森を警戒しているのか。

　私はもう一度溜ため息いきを吐ついてドアを開けた。灯あかりのない薄暗い玄関が出迎えた。

　ただいま、は言わない。我知らず顔に憂ゆう鬱うつが映る。

　そのまま二階へ上がる階段に向かった。

　階段脇わきにあるリビングから光が漏もれていた。

　両親がいるのだろう。私は以前から、リビングにドアをつけてくれと義ぎ父ふに言っていたが未いまだに放置されたままだ。

　足音を殺して、通り過ぎる。

　声をかけられなかったことにほっとして気が緩ゆるんだ。それがよくなかったのだろう。ぎしり、と床板が鳴った。

「あら、おかえりなさい」

「ただいま」母の声に反射的に挨あい拶さつを返してしまう。

　内心で舌打ちをし自分の迂う闊かつさを呪のろう。久しぶりにやってしまった。

　何かが倒れる音、多分、椅い子すを倒す音。母の叫び。

「咲さ希き！　咲希！　みさとちゃんをどこにやったの！　みさとちゃんを返しなさい咲希！　私のみさとちゃんを返しなさい！　本当に、本当に嫌な子！　みさとちゃんに嫉しつ妬としてるのね、ああ、なんて心が狭くて厭いやらしくて、あの男にそっくりで、本当に、本当に、あ、ああ――――！」

　半狂乱になって喚わめきたてる母の声を聞きながら、階段を駆け上った。

　ああなってしまったらしばらくは止まらない。まあ、義父が上う手まくやるだろう。

　まったく、いつまでも死んだ子どものことを引きずっていて煩わずらわしいことだ。

　そんなにも新しい男との子どもが大事だったのならば、最初から鍵かぎ付きの箱にでもいれておけばよかったのだ。



　部屋に駆け込んで背せ中なかで扉を閉め、鍵をかけて、そのままずり落ちるようにして腰こしを下ろし、鞄かばんを放ほうり投げ、息を吐いた。

　飾り気のないガラス窓、壁に沿ってパイプベッドと学習机、ほとんど空っぽのウォークインクローゼットにカラーボックスが二つ、壁際に姿見が一つの殺風景な部屋。

　そこは、私にとって唯一の聖域だった。

　ここには、誰だれもいない。外の声も、届かない。

　孤独と静せい寂じやく、私に必要な全て。

　膝ひざを抱えて顔をうずめ、黒い髪かみに十の指を絡めて何度もゆっくりと息を吐く。

　表情を消し、架か空くうの仮面で覆おおい、顔を上げた。

　窓を見る、シロを呼ぼうかと考え、先に着替えることにした。

　胸元のスカーフを解き、黒いセーラー服の上を脱いで、スカートを落とし、姿見の隣となりにあるハンガーにかけた。

　黒地に金魚柄の浴衣に着替え、入浴の準備をし、時刻を確認する。

　母が寝るまではとりあえず部屋の中にいるしかなかった。

　読書かさもなくば勉強ぐらいしかやることはない。数日前に図書館から借りてきた本を読むことにした。

　アルベール・カミュ『異邦人』。悪くない小説だった。同じ言葉を話していながらも意思が通じない世界というものがそこにはあった。

「そういえば、夕食を食べ損ねましたね」

　丁ちよう度ど、太陽の眩まぶしさが原因でアラブ人が殺されてしまったとき、思い出したように呟つぶやく。被かぶさるように怯おびえの混ざった控えめなノックの音がした。

　どうせ義ぎ父ふだ。少し待たせて、扉を開ける。案の定だった。

「ごめんね咲さ希きさん。まだ律りつ子こさん……その、あれでさ」

　気き弱よわな愛あい想そ笑わらいを浮かべていつもの言い訳めいた台詞せりふを吐いた。

　何の変哲もない男だ、母がどうして再婚相手に選んだのか理解できないほど、平凡な男だ――だからこそ、母は選んだのかもしれない――私は、好きになれなかった。

　平凡な顔、平凡なサラリーマン、スーツを着て街を歩けば誰だれも振り返らないだろう平均的な偉人。

「気にしないでください」軽く首を振り、部屋の中へ招き入れる。

　万が一、立ち話をしている姿を母に見つかったら面めん倒どうだからだ。もっとも、義父がここを訪ねてきたということは母が眠ったということなので慎重すぎともいえた。

　実際、そう神経質になる必要はないのだろう。

　けれども、義父はわざわざ部屋の中に入ってきたがる。

　内側から鍵かぎをかけることができるこの部屋に。

「どうしたんですか」

　浴衣から覗のぞく胸元や足先に蛇へびみたいにまとわりつく義父の視線、気付かないふりをするのにも慣れている。

「いや、気にしてるかな、と思って」

　欠片かけらも気にしてはいない。気にする必要もない。

「ありがとうございます。義父おとうさん」儀ぎ礼れい的に答える。

　互いに口数が多い方ではない、それで喋しやべることがなくなってしまう。

　居心地の悪い空気が流れ、それを振り払うように義父が頭を掻かいてポケットから財布を取り出し紙し幣へいを二枚差し出した。

「ごめんね、いつも食事一人で済ませてもらって」

「いえ、仕方ないことですから」言って人差し指と中指で挟むようにして食事代を受け取る。

　指先に絡む義ぎ父ふの視線、後ろめたさと媚こびが混ざった爬は虫ちゆう類るいを連想させる気持ちの悪い表情、私は売春という単語を思い出す。

　血の繋つながらない娘が相手、とはまた背徳的なことだ。

　平凡さの裏に隠れた醜悪、それすらも平凡で、実にくだらない、心底から興味の抱けない相手だった。

　再び途切れる会話、さり気なく義父が私の肩に手を置く。なれなれしい態度と視線。

「それにしても、咲さ希きさんは成長したねえ」

　浴衣の胸元を上から、覗のぞき込む淀よどんだ一対の目、反へ吐どが出そうな醜悪さ。

「話は終わりですか」一いち瞥べつし、鋭するどく告げる。「お風呂に行きたいので」

　面食らったような顔、一瞬だけ浮かぶ怒りの色、すぐにまた、気き弱よわげな愛あい想そ笑わらいが浮かび、物わかりよさ気に頷うなずいた。

「じゃあ、おやすみ」

　ちらちらと私の顔を見ながら義父が出て行く。

　私は無表情のまま、視線を逸そらさず、返事はしなかった。

　姿が見えなくなり、鍵かぎをかけなおし、紙し幣へいを投げ捨る。

　あの男から貰もらったと思うと触れるのすらおぞましい、本音を言えば破り捨ててしまいたかった。しかし、受け取らなければどうしようもない、私は生活力のない小娘だ。

　口惜しさに歯は噛がみし苛いら立だちが募つのる。

　この敗北感！

　腹立たしかった、豚ぶたのような男に頼らなければ生きられない己自身が。

　苛立ちを抑えこむように髪かみをかき上げ、浴衣の合わせをしっかりと直す。

「シロ、いますか」ガラス窓を開け、小声で呼びかける。

「無論」短い答え、刹せつ那なの風切り音、静かにベランダの柵さくに立つ。

　細い柵の上に危なげなく立つバランス感覚に素直に感心し、ついでに、汚れた足で部屋に入ろうとしないのにも感心した。今度は彼用にタオルを用意しておこう。

「ほう」私を見るなりシロは左右の目を吊つり上げて、溜ため息いきを吐ついた。

「美しいな。あの洋服も似合ったが、今の姿もとてもいい、君の白い肌には闇やみが映える」

　私は俯うつむく、長い髪が垂れて顔を隠す。真っ向からの褒ほめ言葉を受けるのは少々照れくさいものがあった。

「因ちなみに自分で作りました」無意味なアピール。

「素晴らしい、私が狼おおかみでなければ迷わず一着作ってくれと頼むところだよ」

「作ってもいいですよ。シロ用に……首輪、とか？」

　布製の首輪が果たして首輪としての用をなすのか、私にはわからない。

「いや、それだけはお断りさせてくれ」

　真剣に言うので、おかしくなって少し笑った。義ぎ父ふとの会話で募つのった苛いら立だちも消え、気持ちよく入浴できそうだった。

「それで」と、シロが窓枠の上で首をかしげる。「何かあったのか？」

「いえ、ちょっと顔を見たくなっただけです」

　思わず素直に答えてしまった。

「私でよければいつでも会いに来よう」苦笑い混じりにシロが言う。

　恥ずかしさに頬ほおが染まった。どうにも、慣れない。向けられる好意に、慣れない。

　髪かみをかき上げ、気を取り直して私は問う。

「これからお風呂に入りますけど、シロも一緒にどうです」

　ぴたりとシロの顔から表情が消えた。恐る恐るという感じでシロが聞き返す。

「風呂、というと熱い湯に浸つかって千数えるアレかな？」

「千数えるのかどうかはわかりませんけど、大体そんな感じです」

「私は結構だ」耳がぱたりと閉じて、尻尾しつぽが垂れた。

「わかりました。じゃあ一人で行きます。寂しいですけど」

　シロと目線を合わせる。黒い瞳ひとみの中で、私は人形めいた微笑を浮かべていた。

　窓枠の上に立ったまま、上下に視線をさまよわせ、何度も後ろ足で耳の後ろを掻かいて苦しげに呻うめく。

「冗談ですよ」指先を唇くちびるの上にあて、くすくすと無邪気に笑う。シロは露ろ骨こつにほっとした様子で息を吐いた。

　しおれていた耳は立ち上がり、尻尾は俄にわかに元気よく動いて左右に振れる。

　可愛かわいらしい仕草で思わず抱きしめたくなってしまう。

「お風呂が苦手なんですか」

「昔、父上にな……あれは辛つらかった」

　遠い目をして、呟つぶやいた。

　少しぐらいはシロも家族とのよい思い出があるのだろうか。

　何も知らずに無邪気に跳ね回っていた頃があるのだろうか。

　あるのだろう、私にだってほんの少しはそういう思い出があったように。

　何も知らなければ、よかったのだ。

　何も知らないまま、死ねばよかった。

　私たちは生きていて、憎しみを心の糧に日々を過ごしている。

「いつ、なんでしょうか」

　白はく銀ぎんの狼おおかみ、遠い目が私を映す。

「いつになれば、戦いは起こるんでしょうか」

　この退屈な日々は終わるんでしょうか。私を包む倦けん怠たいは、消えてくれるのか。

「そんなに遠いことではないだろうね」

　シロの口元に微かすかな笑み、覗のぞく牙きばが刃物の鋭するどさで光る。

「何も起こらないはずがない、人と狼が結ばれ、何も起こらないはずがない」

　奇妙なほどの確信。きっと、そのとおりなのだろう。

　私にはわからないルールが動いている感覚、予よ兆ちよう。

　森、もう一つの世界の、もう一つのルール。

「闘争とは必然だ。街が森を忘れ、森が街を拒んだ今であってすらそれは変わらない」

「もし」私は問う、もはや確認に近い疑問を。

「私が人間を敵てきに回して戦うならば、あなたは傍そばにいてくれるんでしょうか」

「たとえ君が嫌だと言ったとしても」

　即座の答え、私は目を閉じ、小さく頷うなずく。

　私たちは待っている。

　この憎しみが解放されるべき戦場を。

「咲さ希きは、何を憎む」

　いびつに笑う。シロの目の中に、苦しんでいるのか悲しんでいるのか怒っているのか判別のつかない私の顔がある。

「あなたと同じく、己が属する世界の全てを」

　この小さく狭い世界を。

「君は、そんな恐ろしい言葉ですらも美しくする」

　白銀の狼が目を細めて呟つぶやいた。

　それから、私は一人でお風呂に入り、一人で寝た。

　窓を開けてシロを呼んだが、今度は入ってこなかった。

　きっと、屋根の上で森を睨にらんでいるのだろう。

　一晩中、そうしているのだろう。

　憎しみを駆り立てなければ、私たちは生きていけない。

　泳ぐのを止やめた瞬間に死ぬ鮫さめのようなものだった。



　学校へは一応通っている。自分でさえ忘れてしまいそうになるが私は中学三年の受験生で、今は受験勉強も真っ盛りの九月だ。

　それが、どうしたというのか。

　人間として生きるなら必要であることは理解できていても価値を見み出いだすことはできなかった。

　憎悪に身をさらして生きる私に、世せ俗ぞく的な栄えい達たつは虚むなしさしか見えない。

　まさしく、惰だ性せいだけで私は学校にいた。

　にぎわうグラウンドを通り過ぎ、昇降口で上履きに履き替え、教室の扉を開ける。

　今日はマーガリンで、その上に砕いたガラスがまぶしてあった。

　いつものことだ。

　机一面に塗りたくったマーガリン、植物油脂のぬめりの中でガラスの欠片かけらが鋭するどく自己主張していた。

　果たして、この大量のマーガリンをどこから調達したのだろうか。

　小学校ならいざ知らず、中学校では余った給食用のマーガリンを集めることもできやしない。

　では、自宅からわざわざ持ってきているのだろうか？

　ご苦労なことだ。

　私はポケットティッシュを取り出して丁寧にガラス片とマーガリンを拭ぬぐい、ゴミをゴミ箱に放ほうり込む。

　私の一いつ挙きよ一いち動どうに起こる、小さな笑い声、教室の一体感。

　群れの強さを誇こ示じするような態度だった。

　声のする方に視線を向ける、偶然目の合った名前も知らない生徒は微かすかな恐怖を浮かべ、引きつったような愛あい想そ笑わらいとともに目線を逸そらした。

　あまりに、つまらない連中だった。

　退屈を瞳ひとみに宿し、教室の後方、丁ちよう度ど中央の辺りに視線を向ける。

　主犯格の三人組が、いつもどおりそこにいた。

　教師受けのよい優等生で同時に野球部のエースという絵に描いたような男子生徒、顔立ちもそこそこに整っていて身長もある。ふざけた言葉を使えば王子さまのようだ。

　もてるらしいが、まったく興味がない。

　その隣となりに、女子のリーダー格ともいうべき茶色がかったショートカットの女生徒。目つきがきついがパーツの一つ一つがくっきりとしていて印象的な顔立ちをしている。いつも白いニーソックスをはいていて、寒さに強い性た質ちらしく九月も終わりに近いのにまだ夏服を着ていた。

　行動的な外見そのままにボーイッシュで気が強い少女だ。

　私は彼女のことを青あお虫むしと呼んでいた、本当の名前は覚えていない。

　その陰、二人に付き従うように別の少女もいた。腰こし巾ぎん着ちやくという言葉がよく似合い実際に腰巾着をやっていて、かなり小柄だ。自信なさそうに目を伏せ、背を丸めているからますます小さく見えた。人によって苛いら立だち、人によっては庇ひ護ご欲をそそられるだろう。

　顔のつくりは全体的に地味だがパーツを見れば意外に整っている。青あお虫むしの陰を出れば、案外と見違えてしまうかもしれない。

　古臭い三つ編みが、唯一特徴といえば特徴だった。

　雰ふん囲い気きから、私は小こ鼠ねずみと勝手に呼んでいる。

「ご苦労さまです」

　にこやかに微笑ほほえみかけ、声に出さず、唇くちびるの動きだけで伝えた。

　彼らは気付かないふりをして談笑していた。

　否いな。

　ただ一人、青虫、彼女だけは、鋭するどい目に炎ほのおを浮かべ、私を睨にらみ返してきた。

　綺き麗れいな目だ、綺麗で、強い目だ。

　唯一、彼女だけは真っ向から私を見ていた。

　この仕打ちに、思うことはなかった。

　彼らは彼らの仕事をしているに過ぎない。

　未熟な集団を纏まとめ上げるには共通の敵てきをつくるのが最も簡単で、その生いけ贄にえに選ばれたのがたまたま私だった。それだけの話だ。

　たまたま？

　笑い話だ。実際、他人と打ち解けない私にも多少の問題はあるのだろう。



    

  
    
      



    

  
    
      　だが、どんなに攻撃されても、そちら側には行かないだろう。楽しく笑って気に食わない奴をいびり受験をやり過ごして恋人見つけて結婚して、そんな風にはできない。

　その生き方も一つの幸福だとはわかっていたが、好きにはなれない。

　実際のところ彼らに興味はない。だが、憎む理由を与えてくれることには感謝していた。些さ細さいな価値だが、抱え込んでいる憎しみに方向性が生まれるのは心地よかった。

　シロと出会い、森に入り、狼おおかみを見た私にとって、その些細な価値すら失いかけていた。

　結局、どうでもいいことばかりなのだ。

　私は授業の準備をする。

　そのうちにチャイムが鳴り、担任の教師がやってきてホームルームが始まった。

　教師は入ってくると、最初に不安そうに私を見る。

　そして、思いつめた様子だったり、何かを言いたそうにしていないことを確認して、安あん堵どしたように目線を逸そらすのだった。

　いわゆる、いじめが起きていることをこの教師は知っているが、手を出しかねていた。

　この手の問題は飴あめ細工よりもデリケートで、銀食器のように面めん倒どう臭い。

　ただでさえ日々の授業と煩はん雑ざつな事務手続きで忙しい教師にとっては迷惑極まりないし、そもそも解決する責任はない。

　なにより、誰だれも期待してはいない。

　本質的に教師と生徒は相あい容いれない。教師にとっては生活のための仕事で、生徒にとっては生活の大体全て、視点がまったく違うのだ。

　故に、私が何も言わないならば放置しておくのは楽で利口なやり方だ。

　褒ほめさえすれど、責める理由はない。

　それに、担任の授業は上う手まく、少なくとも退屈ではない。有能な教師がくだらないことで神経をすり減らして退屈な授業をするようになってしまったら嘆なげく生徒もいよう。

　何事もなく出欠を取り、連絡事項を告げるとホームルーム終了のチャイムが鳴った。

　教師は去り際にもやはり私をちらりと見た。

　今日は機き嫌げんがよかったので、教師に向けて微笑ほほえんでみた。普段はしないことだ。

　驚いたような顔をする教師、そそくさと文字通り逃げるみたいに去って行く。

　見送り、それから一時間目の古文の準備をした。



　五時間目、体育が終了し、更衣室に戻った。

　着替えがなかった。

　溜ため息いきを一つ。

「まさかスパッツ姿で授業を受けるわけにもいきませんしね」

　更衣室の中はくまなく探したが、まったく見当たらなかった。

　室外となると探す場所が広すぎてどうしようもない。大体何が起こっているのかはわかるが、どうしたものだろうか。

　とりあえず、見つからなかった場合、制服の弁べん償しようはさせるべきだろう。

　家庭環境が特殊な分、多少はお金を持っているが制服というのは何しろ高い。

　黒いセーラー服を私自身も気に入っていたし、私には闇やみが映えるとシロも褒ほめてくれただけに惜しかった。

　更衣室を出ると、外には青あお虫むしがいた。当たり前のようにその背後で、守られるように小こ鼠ねずみがいる。

「あんた、制服探してんでしょ」

　私が頷うなずくと青虫が勝ち誇ほこったように笑った。

「トイレに落ちてたよ」

　と、顎あごをしゃくり、私を先導するように歩き出したので続く。

　私のさらに後ろから、小鼠は肩をすぼめておどおどとついて歩く。

　伏せた目から時折不安そうな光が零こぼれ、三つ編みが力なく揺れていた。

　彼女の言葉通り、制服はトイレにあった。

　より正しく言うならば便器に沈んでいた。

　クリーニングに出せばいいか。

　何も喋しやべらずにその段取りを考えていると、その沈黙をどう受け取ったのか、青虫がやたらと嬉うれしげに喋りだした。

「ほら、あれよ天罰、可哀かわい想そうにね。でも、しょうがないか、あんた生なま意い気きだしね。皆、あんたのことが気に食わないってさ」

　くすくすと時折笑い声が混ざっていて、耳みみ障ざわりだった。

　勢いをつけて振り返る、横波のように髪かみがなびく、彼女たちを見み据すえる。

「ひっ……」小鼠の怯おびえたような声、肩を震わせ、両手で自分を抱いて目線を逸そらす。

「何だよ」

　青虫は私を睨にらみながら、両手を広げ、小鼠を庇かばうように体の位置をずらした。

　髪をかき上げて、私は冷たく微笑ほほえむ。

「あまり、私を退屈させないでください」

「……はあ？　あんた、何を」

　怪け訝げんそうな青虫を無視して、私は続ける。

「くだらない、と言っているんですよ。この程度で、こんな愚にもつかない攻撃で、この私をどうにかできると思っているんですか」

　宣言、宣告、宣戦布告。

「あなた、その程度で終わりなんですか」

　顔を真っ赤にした青あお虫むしが、鋭するどい目をさらに吊つり上げて拳こぶしを振り上げる。

　その刹せつ那なにガラスが割れる音がした。

　風のように躍り出る白はく銀ぎんの姿、ガラスの破片をものともせずに、床に立つ。

「犬？」反射的にシロを見て青虫が呟つぶやく。

　翻る銀の輝き、爪つめの一いつ閃せんが青虫の顔面を切り裂いた。

　一拍遅れ噴き上がる血、次いで二人分の悲鳴。

「いやああああ！」

　小こ鼠ねずみが一際甲高い悲鳴を上げながら転げるようにトイレから飛び出した。

　顔を裂かれた青虫よりも大声での叫びに耳が痛くなりそうだ。

　見捨てられた形になった青虫は顔を押さえてトイレの床でじたばたともがいていた。

　仕留めるつもりなのか、シロがゆっくりと青虫に近寄る。

　カツン、カツンとヒールの音が外から迫ってきていた。

　シロはそれを敏びん感かんに察し、青虫を放置して窓から逃げる。

　入れ替わるようにトイレに駆け込んできた女教師、その陰に隠れて小鼠がいた。

　小鼠の顔色は青を通り越して白に近く、気き弱よわな目には大粒の涙を溜ためて血を浴びて床に転がる青虫を見ていた。

　女教師は状況を見ると、ぽかんと口を開け馬ば鹿かみたいな顔をした。

「先生」私が声をかける。

　我に返った女教師が悲鳴を上げた。

　連続して三度も悲鳴を聞かされる身になって欲しい。

　耳の奥がじんじんと痺しびれるように痛んだ。

　私は髪かみをかき上げ、首を振る。

「面めん倒どうですね」

　本当に、この世界は煩わずらわしい。



　学校は大騒ぎになり、六時間目は自習になった。

　やることのない私は青虫を運ぶ救急車を教室の窓からのんびりと眺めていた。スパッツ姿のままなのでまったく格好はつかないけれど、誰だれも何も言わない。

　大半の連中は後ろの方で小鼠を慰めつつ、好奇心を満たしていた。

　一部の生き真面目まじめな連中は本当に自習をしていた。

　私に語りかけるものはいなかった。当たり前のことだった。

　何気なく足を組み、指先で窓ガラスを撫なでる。

　見えない、壁。



　放課後、ほとんどヒステリーをおこしている女性教師に代わり、私が事情を説明することになった。

　校長室の革張りソファーの上、二人組の警官と校長を前に、私は素直に答える。

「わかりません。突然舞い込んできた大きな犬が、彼女たちを襲おそいました」

「どうして君は無事だったんだろうね」警官の一人、若い優男が何気なく問う。

「わかりません」私は同じ言葉を繰り返す。

「ただの、偶然でしょう」

　それ以上、警官はなにも問わなかった。

　我ながら、正直な受け応こたえだった。



　帰り道、私はいつも通り森と街の境目にある道を歩いていた。

　塀と森の狭間はざまで街灯の光が落ちるアスファルトの上を、一人で歩いていた。

　トイレは閉鎖されているので制服を回収できずスパッツ姿のままだ。

　正直な話、私はこの格好が好きじゃなかった。似合う、似合わないはさておいて、好きではない。苛いら立だち、何度か髪かみをかき上げた。

　秋風の冷れい気きが、首筋に心地よかった。

　歩いて、時折立ち止まって、また歩く。

　同じリズムで止まる、もう一つの足音。わかりやすい尾行だった。

　何度目かで、付き合うのにも飽きた。

　私は振り向いて声をかける。

「何か用ですか？」

　一人きりの小こ鼠ねずみ、三つ編みの小さな顔には怯おびえと媚こびが混ざっていた。

　寒いのか、怖いのか、細い足が微かすかに震えている。

「え、あの、はい、うん……」

　何かを探すようにあちらこちらに視線を飛ばしながら、意味のない呟つぶやきを漏もらし、二、三分経たって、ようやく本題に入った。

「塚つか木ぎさん、その」強まる恐怖。「あの、犬は？」

「犬？　見ての通り、この辺りにはいませんよ」

「そうじゃなくて、その、えっと、あの犬は塚木さんの犬、ですよね？」

「さあ？」私は唇くちびるだけ歪ゆがめて笑みをつくり小首をかしげる。「偶然迷い込んだ野良犬では？」

「嘘うそ！」

　彼女にしては珍しくはっきりとした口調で、そのまま堰せきをきったように喋しやべりだす。

「だって、タイミングがよすぎます。それに今日は塚木さんの様子もおかしかった。自信満々……違いますね、塚つか木ぎさんはいつもそうですから」

　一瞬途切れる言葉。

「そう、です、嬉うれしくて嬉しくて、しょうがない。そんな感じでした。普段なら何をされても冷たく見てるだけなのに今日に限って挑発的に笑って。ぶたれそうになったときにあの犬が飛び込んできて、助けを呼んで戻ってきたらいなくて、塚木さんは傷一つなくて、次は私の番じゃないのかと、あの、ごめんなさい、私たちを許してください！」

　叫び、大きく頭を下げた。

　なるほど、身の危険を感じて保身に走ったのか。

　私は歩み寄り、優しく彼女の肩を叩たたく。

「いいんですよ。私は全然気にしてませんから」

「許してくれるんですか」言いながら彼女は顔を上げる。

　気き弱よわな顔を満面の笑顔に変えて、心底から安あん堵どしているのがわかった。

「許すとか許さないとか、好きとか嫌いとか、そういう問題じゃないんです。私はただ煩わずらわしいだけです、何もかも、この手に触れる全てが」

　硬直する小こ鼠ねずみ、明るい笑顔は沈み、再び怯おびえに取って代わる。

「安心してください、私は憎むことには慣れてます、憎まれることと同じぐらいに慣れています。つまらない真ま似ねはしません」

　がたがたと、小鼠が震えだす。

「だから、今はさようなら、いつかまたどこかで」

　彼女に背を向け、歩き出す、ほとんど間をおかずの悲鳴。

　苦笑を浮かべて振り返る。

「どうしたの、シロ？」

　自身を影かげで覆おおいカモフラージュし建物や木々の陰に紛れていたシロ、その口元には噛かみ千切った小鼠の右みぎ腕うでがあった。

　噛み千切られた腕の先には鋭えい利りで細身の折りたたみ式ナイフが握られている。

　シロが小鼠の腕を咥くわえたまま、私を見て、首を振る。

　私は黙って頷うなずいた。

　噴出した血がアスファルトの上に血ち溜だまりをつくっていた。小鼠がもがくたびに血が飛び散り、ぴちゃぴちゃと子どもが水溜まりで遊んでいるような音がしている。

　いっそ、気絶してしまった方が楽になるだろう。

　歩を進め、血の匂においに絡みつかれながら私は小鼠を見下ろす。

「私を殺そうとしたんですか？」

　小鼠は答えない。唐とう突とつに動くのを止やめ傷きず痕あとを押さえもせず何かぶつぶつと呟つぶやいている。

　私は身を屈かがめ、傷口の少し上、右肩の止血点を押さえ、耳を澄ませた。

「死にたくない、死にたくない、死にたくない、殺さないと、殺さないと、殺さないと、殺される、殺される、何で？　何で？　上う手まくやってたのに、目立たないけど苛いじめられないように、上手くやってたのに、何で死ぬの？　死にたくないよ、死にたくない、まだ死にたくない、まだまだまだまだまだまだまだまだ助けて助けて誰だれかお願い助けて見捨てないで見捨てないで死にたくない助けて助けて、たすけて、たすけてよ」

「逃げれば、よかったんですよ」

　考えはしたのだろう、だが、彼女はしなかった。

　彼女は逃げなかったのだ。はたして、誰のためか。

　私は無性に彼女の名前を知りたくなったし、彼女と話をしたかった。

「押さえてなさい」平手で軽く小こ鼠ねずみの頬ほおを叩たたく。わずかに小鼠の瞳ひとみに光が戻る。

「死にたくないよ、死にたく、」

　彼女の左手を掴つかんで、右肩を押さえさせ、私は立ち上がった。

「あ、あ、ああ」小鼠が見上げる。

　夕日を遮さえぎる影かげ、長い髪かみと体が落とす影、小さな闇やみ。

　そこに何を見たのか、小鼠の表情が変わる。

　恐怖と、陶とう酔すいと。

「なん、て、綺、麗な……」

　私は何も応こたえず、ほど近い場所にあった公衆電話で救急車を呼んだ。

　名乗らず場所だけ告げた、しばらくして救急車のサイレンが聞こえ、私とシロはその場を離れた。

　シロは小鼠の腕うでを咥くわえたままだった。ナイフを握った右手を咥えたままだった。

　小鼠から充分に離れて、シロはようやっと腕を落とした。

　黙ったまま、何も言わなかった。

　私はその右手からナイフを奪った。鋭するどい、三角の刃やいばを持つ折りたたみナイフ。

　殺人の武器。

　鈍く光る先端で、指先を軽く突いた。切っ先は触れるだけで肌を切り裂き、赤く丸く、血が零こぼれた。

　指先の血を、唇くちびるに塗り、刃を収めた。

　一連の動作すら、シロはぼうっとしたまま私を見ていた。

　歩き出しても、ついてこなかった。

「帰りましょう」

　促すが、返事はない。どうやら、私の声は聞こえていないようだった。

「シロ」返事はない。

　三度呼びかけて、ようやく反応があった。

「……ああ、すまない。何だ？」

「どうしたんですか、ぼうっとして？」

「いや、何でもない」決して、何でもなくない顔で言って、歩き出した。「行こう。万が一にでも見み咎とがめられては面めん倒どうだ」

「そうですね」

　シロは下ばかり見て歩いている。白はく銀ぎんの毛は輝きを失い、尾は力なく垂れていて耳も倒れていた。

　何だか体が一回り縮んでしまったような、そんな錯覚さえした。

「晩御飯、どうします」

「何でも構かまわない。少々食べなくても平気だ」

「お肉にしましょうか、ステーキとか」

「気を使わなくてもいいよ、食べたいものを食べたまえ」

「使いますよ」目ま蓋ぶたを落とし、首を振る。「私はあなたの妻ですから」

「そうだな」深く、重い溜ため息いき、黒い瞳ひとみが迷いに揺れていた。

「何で落ち込んでるんですか」

「何でも――」

「ない、なんて言わせませんから」

　私はシロの上に飛び乗った。

　突然の行動に、シロは上う手まく支えきれずよろめいて、私は落ちそうになった。

「私たちは二人です、一緒に食べて、ベッドに入って、お話をしましょう」

　スマートなやり方ではない、それでも、私なりに気を使っているのだ。

　彼にだってそれはわかっている、と思う。

「そうだね、話をしよう」

　弱く、彼は言った。

　結婚して二日目、知り合うというにはあまりにも短い時間だった。

　どれほど時間が経たったとて、全てはわからないだろう。

　それは、幻まぼろしを追うようなものだ。



　ビニール袋三つ分、一人と一匹では食べきれないほどに食料を買い込んだ。

　ほとんどが肉を使った調理済みの惣そう菜ざいでお酒も少し。家に持ち込むのは少々面倒だったが幸い母はリビングにいなかった。義ぎ父ふと寝室にでもいるのだろう。

　部屋に入り、食べ物はまとめて隅に置き、いつものように義父がやってくるまで待ち、入浴して、それからシロを呼んだ。

　昨日と同じように屋根の上から窓枠へ。

　床が汚れるから、と躊躇とまどうシロの脚あしを用意していたタオルで丁寧に拭ふいて、部屋の中へ強引に引っ張り込む。

　買い込んだ食べ物を床に広げて、グラスを二つその近くに置き、一つを赤ワインで満たす。

「飲みますか」

「いただこう」答えたのでグラスをもう一つ満たした。

　私は二つのグラスを軽くぶつけて、一人で乾杯を演じる。

　シロは口で器用にグラスを咥くわえ、首筋を反らしてそのまま一息で飲み干した。

　真ま似ねをしたらむせてしまいそうな飲み方だった。

「不ふ思し議ぎな味だ」

　フルボディの赤ワイン。

　深い、血の色をしていた。

　強い苦味とワインの匂におい、私はあまり好きになれなかったが白はく銀ぎんの狼おおかみは随分と気に入ったようだった。

　空のグラスにもう一杯注ぐと、それもすぐに飲み干してしまう。

「気に入りました？」

「悪くない」

「そうですか」

　二人してろくに喋しやべりもせずに食べた。

　私もシロも無理をして沢山食べたけど、結局全部は食べきれなかった。

　ワインの方は一瓶全て空になった。ほとんどシロが飲んだがまるっきり酔っている様子はない。一方の私はグラス一杯分飲み干しただけでふらふらだ。

　ごろん、と行ぎよう儀ぎ悪く転がり天井を仰ぐ。

　回る天井、揺れる床、髪かみは波打ち、脈みやく拍はくが妙みように大きく聞こえる。

「食べすぎて気持ち悪いです」熱い吐息、アルコールの微かすかな香り。

「私もだ」いつもどおり、静かに飄ひよう々ひようと狼は同意する。「こんなにたらふく食べたのは生まれて初めてだよ。堕だ落らくだな」

　五分ぐらいぼうっと天井を眺め、少しましになった酔いの中で私は切り出す。

「なにを、考えていたんですか？」

「殺そうと、思ったのだ」

　何十秒かして小こ鼠ねずみのことを言っているのだとわかった。ポケットの中には小鼠のナイフ、捨ててきた彼女の右みぎ腕うで、おそらく、死にはしなかっただろう。

「殺せなかった。食うためでもない狩りは許されない。敵てきだと思うにはあまりにか弱い少女だった」

「死は、死です、どんな死に方をしても同じです。そこに意味を見み出いだすから、死を死だと思えなくなる」

　短く首を振って、髪かみをかき上げる。

　人は死んで、土に返る、全て同じだ。

「違う」シロが言い募つのる。「魂たましいが穢けがれてしまう。食らうことはそのまま弔とむらいだ、肉を食らい、骨と皮を埋めれば魂は森に還かえる。正しい死は、新しい命につながる。必要のない殺さつ戮りくは野や蛮ばんで救いがなく、どうしようもないほどに森と袂たもとを分かつ行いだ」

「それが、狼おおかみのルールですか」

「森のルールで、獣のルールで、もう一つの世界のルールだ」

「森を捨ててなお、縛られるんですか」

　白はく銀ぎんの毛を揺らし、戸惑う瞳ひとみを隠しもせずシロは頷うなずく。

「覚悟はしていた。こうなるだろうとは思っていた。だが、だがね……上う手まく言えない、ただ、重い」

　狼と人間。森と街。シロと私。

「ようこそ、人間の傍そばへ」

　私は言った、まるで皮肉のようだった。

「あなたはもう、戻れません」

　それだけは、私にもわかった。人と暮らすというのは、そういうことなのだ。

「後悔をしてるわけではないんだ」シロが頷く。「ただ、重い」

　それでもなお、重いと思うのは、森を捨て、捨てきれずにいるのならば。

「単に、新しい場所に飛び込むのが不安なだけですよ」

　何が、未練になっているんですか。

　私は体を起こして立ち上がりベッドに飛び込む。半分をシロのために空けて、おいでおいでと手で招く。

　素直にシロは私の横に寝た。

「私が一緒にいます」

　白銀の狼、つぶらな黒い瞳、石を投げられた湖面のように揺れている。

　瞳はまるで鏡だった。相手を通して、己を映す。

「それ以上、なにが必要です」

　手を伸ばして狼の顎あごに添そえ、顔を近付ける。

　目を開けたまま、口付けを交わした。

　シロの瞳は揺れていた。

　不安そうに、揺れていた。

　信じるのは難むずかしい。愛するのも難しい。

　信じられるものがなく、愛されることがなかった私たちには一際難むずかしい。

　憎しみだけは溢あふれるほどにあるというのに。

「……君の体は冷たいな、冬を人の形に整えたようだ」

「なら、あなたが暖めてください」

　白はく銀ぎんの毛皮に鼻はな先さきを埋めるようにして目を閉じた。

　肉の温かさ、皮の弾力、血流の音に、森の匂におい。

　穏やかだった。とても、心地のよい静せい謐ひつだった。



　結局、制服は戻ってこないままで、しばらくは夏服で過ごすことになった。

　なりゆきで持って帰った小こ鼠ねずみのナイフは持ち歩くことにした。

　持っていて困るものでもないし、鋼はがねの手触りはひやりとしていて心が落ち着いた。

　救急車を呼んだせいか、小鼠のことは必要以上の騒ぎになりわざわざ全校集会が開かれた。

　事件は、野犬のしわざとされ重傷を負った彼女はどこぞに入院したらしい。

　できるだけ複数名で登下校するように、との注意があった。

　私のクラスは水の満ちた皿のように静まり返っていた。

　連続して二人も怪け我が人にんが出たせいだろう。

　こんな風に雰ふん囲い気きが暗いときこそ青あお虫むしたちの出番なのに、よりにもよって当の怪我人が彼女たちだ。

　一人残された優等生は、なんとも落ち着かない様子だった。

　彼女たちへの見舞いも計画されているらしいが、私が参加するはずもない。

　実に静かで、私の存在など忘れ去られたようだった。しばらくは悪くない日々が続きそうだった。

　たまたま見たテレビニュースによると、行政が動き出し山狩りを行うことになったらしい。

　罪のない女生徒を襲おそった大型の野犬を安全のために殺す、そうだ。

　どっちもどっちのくだらない話だ。罪のない女生徒も狼おおかみも、等しく、知ったことではなかった。



　と、感想を抱いた三日後。

　山狩りは一応の成果を出したようだ。

　灰色の毛をした大型の野犬が二匹捕獲された。

　私は片っ端から新聞を買い、授業をサボり学校近くの公園で読んだ。狭い公園で、植え込みに囲まれていて中心に一本大きな桜の木がある。

　花も葉もない侘わびしい時期で、風が強く肌寒いこともあり、人ひと気けはなかった。

　やたらと吹く風に揺れる髪かみを押さえながら新聞を読むのは、なかなかに面めん倒どうだった。

　最後の一紙を読み終え、ベンチ脇わきのゴミ箱に投げ捨て、乱れた髪をかき上げる。

「狼おおかみたちは、どうするつもりでしょうね」

「取り戻すために何らかの手を打つだろう」白はく銀ぎんの狼は大きく鼻はなを鳴らした。「恐らく、我々のところにも来るだろう」

「私たちは関係ありません」山狩りを行ったのは、無機質な人間社会というシステムだ。

「私は森を捨てた狼だ、言い換えれば人間の世界に通じた狼でもある」

「助力を請う、と？」

「そんな平和的な話になればいいがね」

　シロの呟つぶやき、風が混じった声はいつもよりさらに静かで、どこかざらついて聞こえた。

「身勝手な話ですね」

『森の王』の言葉を、思い出す。



　――我が息子よ、お前を森から追放する――

　――以後、森に害なさぬ限り我々は関かかわりを持たぬこととする――



　私は森の方向を見た。

　物言わぬ森はいつものように大きく、静かにそこに在るのだろう。

　闘争の予感が胸を満たし、傍らの狼が高く吼ほえ、強い風が吹いた。

　一瞬の風に、思わず目を閉じて顔を庇かばう。

　髪がなびき、夏服のスカーフは襟元にはりついてスカートの裾すそが乱れる。

　風の終わりと同時に、敵てきが、その姿を見せた。

　私たちの前に、堂々と立つ灰色の狼、生命力に満ちた強い目が睨にらむように射る。

「兄上……」驚いたようなシロの呟き。

　森に生きる狼がさすがに、こんな街中に現れるとは思わなかった。

『音おと無なき歩あゆみ』は何も言わず、低く地を蹴けった。

　狙ねらいは、私だった。

　予想外の事態に反応が遅れる。『音無き歩み』の顎あごが迫り、脚あしを噛かんで引き倒す。

「咲さ希き！」

　シロの悲痛な叫び、『音無き歩み』は脚を噛んだまま背を向けて走り去る。私は引きずられ反射的に『音無き歩み』の胴体に腕うでを回して地面から体を離す。

　追いすがるシロを遮さえぎるように植え込みの向こうから四匹の狼が飛び出して囲む。

　あっという間に私とシロの距離は開く。

『音おと無なき歩あゆみ』は、民家の屋根を渡り、電柱から電柱へと跳躍し、一路、広大な森へと突き進み、そのまま暗い森の中を駆けていく。

　街から森への特急便のようだった。二度と乗りたいとは思わなかった。

　悲鳴を上げることすらできない、舌を噛かまないようにするのに精一杯で、腕うでが痺しびれて落ちそうにすらなった。

　小枝や小石が髪かみにひっかかって痛く、髪を伸ばしていたのを少し後悔した。

『音無き歩み』が脚あしを止めたのは、森のどこか、としかいいようがない場所だった。

　乾いた土の匂においと、常じよう緑りよく樹じゆ特有の香り、濃密な影かげ、寒い、というよりは冷たい空気、

　人工物のない、旧ふるい世界。

　ほとんど投げ捨てるように『音無き歩み』は私の脚を離した。痺れる両手を離し、土の上に大の字で転がる。

「悪いが」そんなことは欠片かけらも思っていないだろう平板さで『音無き歩み』は告げる。

「しばらく大人しくしてもらう」

「乱暴な扱いですね、お義に兄いさん」確実に嫌がると思ったので言ってみた。

　案の定『音無き歩み』は嫌そうに顔をしかめ、私がにやりと笑ったのに気付いて表情を引っ込め、咳せき払ばらいを一つした。

　私は痺れた両手を軽く振り、上体を起こし、髪についた土や小枝を丁寧にとり手て櫛ぐしですく。

「それで、私をどうするつもりですか」

　髪の手入れを終え、ポケットティッシュで脚についた唾だ液えきを拭ぬぐい、制服の汚れを払う。

　夏服まで駄目になったら学校に着て行く服がない。

「どうもせん。『月つき喰くい』が人間に捕らえられた同どう胞ほうを奪い返せば解放しよう」

「もし奪い返せなかったら？」

「ありえん仮定だ。人間では『月喰い』を止められぬ」

「だとしても、捕まった人たちを取り戻すなら私がやった方が確実だと思います」

「人ではない、狼おおかみだ」律りち儀ぎな訂正、やはり、譲れない一線なのだろう。

「失礼しました」皮肉っぽく、唇くちびるだけ歪ゆがめて微笑を浮かべる。「捕まった私の親しん戚せきにあたる狼たちは帰ってくると思いますけど？」

　苛いら立だたしそうに首を振り『音無き歩み』が言う。

「彼らは狼として帰ってこなければならない。狼のやり方で帰ってこなければならない。人間のやり方で帰ってきてはいけない。遥はるか昔のように人と獣が混じり合っていた時代ならば、人のやり方で戻ってきてもよかったかもしれない」

　溜ため息いき、生命力に満ちた『音無き歩み』の顔に浮かぶ翳かげり。

「獣は人に感謝をし、人は感謝を受け入れ、人と獣は共に生きていけた。しかし、今は違う……人と獣は相あい容いれないものになってしまった」

　初めて、この狼おおかみが見せた疲れは、ひどく物悲しかった。

　自らの手ではどうしようもない現実への悲ひ哀あいは、私が抱くものとよく似ていた。

　一日ごとに高くなる壁に囲まれて生きるような、その閉へい塞そく感かん、絶望に諦てい念ねん。

「ままならないものだ、いつのまにか、世界はこんなにも残ざん酷こくなものになっていた」

「私にとって、世界は最初からそうでした」

　己のものとは思えないぞっとするような声が、自然と、言葉を紡いだ。

「私は緩かん慢まんに殺される。世界は理解不可能な論理をもって嬲なぶるようにひき潰つぶしていく」

　なぜ、『音おと無なき歩あゆみ』の前でこんなことを言っているのか。

「抗あらがわねば、殺されてしまう、だから、私は、全てを切り捨ててでも、遠くへ――」

　鳥とり籠かごの世界、終わらない絶望、無意味な倦けん怠たい、全てを壊して、その先に行きたかった。

　私は、きっと、生まれてくる時代も場所も、間違えたのだ。

　くつくつ、と小さく『音無き歩み』が笑う。

「『月つき喰くい』と同じようなことを言う。あれもそうだ、いつも森の外を見ていた。森に生まれながら、森を憎んでいた……なぜだ？」

「なぜ、とは？」

「外に、なにがあるというのだ。ここではだめなのか？　人の世界に我々の居場所はない、遥はるかな過去とは違うのだ。それはすでに過ぎ去ったものだ」半ば独白のようだった。

　少し、私はこの狼を理解した。

「あなたは、シロに戻ってきて欲しいんですか」

　だから、わざわざ、街までやってきて、私をさらって、選択を迫ったのか。

　森に戻るか、街で生きるか、私と生きるか、群れと生きるか。

　それは結果のわかりきった問いだ。

　根本的な部分で、『音無き歩み』は間違えている。

　異い端たんであるということが、どういうことなのかを理解していない。

　理解されないからこそ、異端であると考えたら救いがない。

『音無き歩み』は沈黙していた。

「教えてくれますか」私は話題を変えた。「人と獣が混じり合っていた時代を」

　遠くを見ている『音無き歩み』、とつとつと言葉を放つ。

「消えうせた神話の時代だ。人が獣になり、獣が人になった時代。街と森は共存し、神と妖よう精せいと精せい霊れいが至るところに在り、人と獣は同じ言葉を話していた。全て魂たましいは正しく森へと還かえり、肉は正しく胃の腑ふに落ちていた。無意味な殺さつ戮りくは恥ずべきことだとされていた」

　なるほど、それは、文字通り、

「夢の時代だ。いまでは話に聞くことしかできない時代だ。森しん羅ら万ばん象しように備わっていた意味すら、失われつつある」

「そんな時代が今も続いていれば、私はシロと結婚をしなかったでしょうね」

「その方が君は幸せだったかもしれない」

　似つかわしくない優しい声に私はひどい戸惑いを感じる。

「『月つき喰くい』の歳としを知っているかな？」

　首を振る。知らなかった。

「君よりも若い。ようやく十をこえたところだ。それなのに奴は三桁けたも後半を数える私と肩を並べるほど強い。群れでただ一匹影かげを使い、風を使わず、白い毛を持ち、灰の毛を持たぬ。何かに愛されているのか憎まれているのか、果たして、君とさえ理解しあえるモノなのか」

　今度は地面を、影を、じっと見つめる。

　暗い影の中に、白はく銀ぎんの狼おおかみの姿を見たような気がした。

「生まれたときに殺しておくべきだった」顔を上げて小さく苦笑、冗談めかした口調で続ける。「そうすれば、私も死ぬことはなかっただろうに」

　突然、全ての音が消えた。

　森から、空気から、空から、全ての音が消えた。

　私自身の心しん臓ぞうの音さえも消えてしまいそうだった。

　凍りついた時間の中で、何かが近付くのが、わかった。

　憎悪を塗り固めたような気け配はいが、ゆっくりと、こちらへと歩んでいた。

「なあ、お前もそう思うだろう？」

『音おと無なき歩あゆみ』が、それを見た。

　白い闇やみ。

　ありえない言葉が、脳裏を過よぎった。

　それはシロだった。シロでないように見えた。

　ただ、歩いているだけのそれは、王の姿を思わせた。

　あまりにも孤独で、あまりにも遠く、あまりにも冷たく。

　全てが、畏い怖ふしていた。

「殺す」血の底から響くような重い、だが平板な『月喰い』の声。

　それは聞いた方の胸が痛くなるようなささくれだった響きで、私は思わず自分を抱きしめた。急に、悲しくなってしまった。

「ほう、できるかな」

　殺意を受け流すように、飄ひよう々ひようと『音無き歩み』は答え、一歩、前に出た。

「黙れ」

『音無き歩み』は黙らない。

「おまえを殺し、心の臓を食らって弔とむらおう、次は灰色に生まれることを祈れ『月つき喰くい』」

「無意味に死ね」

　シロはひたすらに『音おと無なき歩あゆみ』を退け、それでも『音無き歩み』は語りかける。

「おまえの元に残した四匹はどうした」

「殺した」シロは面白くもなさそうに言い捨てる。

「あれは交渉役に残したのだがね」

「無意味だ」

「無意味か」

「咲さ希きを奪おうとした、咲希を傷つけようとした、咲希を奪った。何より、私たちの前に立ち塞ふさがった。どこに交渉の余地があった」

　悲しそうに、弱く、『音無き歩み』が笑う。

「まるで人間だな」

　一歩、闇やみを纏まとった『月喰い』が前に。

「それがどうした、もう貴様と話すことなど何一つ残っていない」

「残念だ、私はずっとお前と話がしたかった」

「異い端たんと何を話す」あまりにも冷たく、シロの言葉が突き放す。「牙きばを振るえ、他ほかにはなにも望まん」

「本当に、ままならないものだ」

　シロの冷えた憎悪を、真っ向から見返す『音無き歩み』。

　私は数歩、後ろに下がり、常じよう緑りよく樹じゆの幹に背を預けた。

　もっと離れるべきだ。危険なのはわかりきっていた。

　だが、私はそこに留まり、両の目でしかと二匹を捉とらえる。

「死ね、我が兄」

　氷の響きの中に、溶岩よりも熱い憎悪を閉じ込めて『月喰い』が跳んだ。

「さえずるなよ若わか造ぞう！」

　迎え撃つ『音無き歩み』、素早く呪じゆ文もんを唱える。

　だが、シロは、言葉よりも速い。

　呪文の完成を待たず、突進の勢いを乗せて上から下へと叩たたき潰つぶすような一撃。

　首を捻ひねり『音無き歩み』が避よける。

　肩口が浅く切り裂かれ、血が滲にじみ、肉が見える。同時に完成する呪文が風を呼び起こし、鎧よろいのようにまとわりつく。

「遅い、脆もろい、他た愛あいない、その程度か兄上！」

　シロの足元から影かげが伸び、踊る。

　影の刃やいばは蛇へびのように揺れ、風の鎧を容易たやすく貫き『音無き歩み』の顔を切り裂く。

　深い一撃が顔面を抉えぐり視界を奪う。

　以前の小競り合いが嘘うそのように圧倒的だった。

　それでも『音おと無なき歩あゆみ』は引かない。

　傷を負いながらなお、牙きばを突き立てようと前に出た。

　それを狙ねらっていたかのように、シロは一歩引いた。

『音無き歩み』がシロの影かげを踏む。

　蠢うごめく足元の影、その形を、巨大な顎あごに変える。

　トラバサミのように、死の顎は『音無き歩み』を呑のみ込んだ。

　呑まれながら、『音無き歩み』が叫んだ。

「『音無き歩み』が精せい霊れいに告げる――！」

　キン、と耳が痛くなるような短い静せい寂じやく、次の瞬間、『音無き歩み』を中心にして風が吹きすさび、竜巻と化した。

　暴れ狂う風が、影を吹き飛ばし、轟ごう々ごうと鳴り響く。

　堅い木は柳のように揺れ、葉は散り、草は倒れ土つち埃ぼこりが巻き起こる。

　髪かみとスカートを押さえ、吹き飛ばされないように歯を食い縛り目を細めた。

　吹き飛ばされそうな体を、背にした木で支えていた。

　一瞬たりとも目を離せなかった。

　これが狼おおかみの力、なんと逞たくましいのか、なんと強いのか。

「綺き麗れい」

　恍こう惚こつと呟つぶやく。

　突き詰めれば暴力。

　壊すだけの力、傷つける力、殺すための力。

　ただそれだけ、そこに余計なものはない、だから、綺麗だった。

　いつのまにか、スカートのポケットに入れたナイフを握り締めていた。

　暴風の中では、攻防が繰り返されていた。

『月つき喰くい』と『音無き歩み』の牙はぶつかり合って火花散り、跳びのいては距離を取る。

　風はますます力強く、影は乱されることなく。

　シロは影を伸ばす、槍やりのように刃やいばのように鞭むちのように四方八方から攻め立てる。

　傷を負いながらもそれらを潰つぶし、『音無き歩み』は前に出る。風の勢いを利用して、ただ、ただ、速く、愚ぐ直ちよくに、正面から爪つめを振るう。

　ひたすらにそれを繰り返し、少しずつ、命を削っていく。

　じわり、じわりと、決着に近付いていき、ある瞬間に全てが変わった。

『音無き歩み』が仕掛ける。

　上下同時に吹いた風、上からは木の葉、下からは土が舞い上がり、緑と茶で視界を覆おおい、視界を封じた。

　シロは何もしない。

　影かげを広げ、ただ、待つ。

　前か、後ろか、左か右か、どこかから来る攻撃を待ち構かまえる。

　奇き襲しゆう、搦からめ手て、相手の隙すき、死角をつく。

　灰色の毛が、ちらり、と木の葉の間に、見えた。

　上！　気付いたときにはすでに遅い。

　未いまだ濁にごる視界の中、一メートルもない距離を顎あごを開き噛かみ殺そうと落下する灰色の影。

　かわせない。閉じそうになる目をこじ開け、私は見た。

　幕を引くように滴したたる鮮せん血けつと、貫かれて宙に浮く灰色狼おおかみ。

　シロの足元から、たった一本だけ伸びた影の槍やりが『音おと無なき歩あゆみ』を貫いていた。

　ぐちゃりと重たく、湿った音を立て『音無き歩み』が地に落ち、たった一つの傷きず痕あとからゆっくりと血が流れていく。

　絶えそうな呼吸の中で『音無き歩み』は最さい期ごの力を振り絞るように口を開く。

「ふ、はは、は、強く、なった、さすがは、私の――」

　ごぼり、と血を吐き、それに溺おぼれそうになりながら『音無き歩み』がシロを見て、何か、言おうとして、言葉にならず、けど、どこか満足そうに微笑ほほえんで、目を閉じた。

「さようなら、兄上」

　唐とう突とつに静まり返った森、暴風で吹き散らかされた葉の隙すき間まから差し込む夕日に輝く白はく銀ぎんの狼、空を見上げ静かに立ち尽くす。

　乱れた髪かみを直し、服装を正して、表情を消し、私は孤独なシロの傍そばへと歩む。

「シロ」呼びかけたが、返答はなかった。

　私は手を伸ばし、シロの頬ほおを撫なでた。こんなときですら、シロの体は温かかった。

「あなたが食べないのならば、私が食べます」

　シロが私を見上げた。感情のない目をしていた。

　白銀の中にある黒い目が黒衣の私を映していた。私は悲しそうだった。

　何を悲しんでいるのか、わからなかった。

「シロは人間の街で生きて、人間のベッドで寝て、人間の食べ物を食べて、人間のように殺して、人間に近付きました。けれども人間にはなれません、あなたは狼だから。それはどうしようもないことです。人間でなく、狼でなく、あなたは孤独です」

　未だ、シロは言葉を発さない。

「では、私は？　人間のように生きる、人間でしかない私は？」

「君は……」

　シロがやっと口にした言葉、驚きと、予感と、恐れとが混ざっていた。

　白はく銀ぎんの毛に、指先を絡ませる。

「ねえ、シロ。私はあなたに近付きたい」

　私は白銀の毛から手を離し、『音おと無なき歩あゆみ』の死し骸がいの傍そばに跪ひざまずく。

　見開いている『音無き歩み』の目を閉じ、失われていく熱を掌てのひらに感じた。

　弔とむらいの言葉は知らない。だから、何も言わない。

　それに、こうすることが何よりの弔いになるのだから。

　私は影かげの槍やりに貫かれた傷口に顔を近付け、狼おおかみのように噛かみついた。

　硬く、歯が立たず、血の匂においは強烈だった。

　一度口を離して、大きく息を吸って、勢いをつけて、もう一度。

「無茶をする」シロの前足が、私の額ひたいを押さえた。

「離してください」

　素直に離しながらも、シロは否定する。

「牙きばも爪つめもない君では無理だ」

「持っています、牙も爪も、私は持っています」ただ、あまりに脆ぜい弱じやくなだけだ。

　震える手でスカートの中からナイフを取り出す、うまくブレードが起こせない。

「君の気持ちは嬉うれしい。君が傍にいてくれてよかった、心底から思う」

　言って、『音無き歩み』の骸むくろに牙を立てた。

　皮を裂き、肉を切り、骨を剥はがし、骸を切り開いていく。

　その手つきは、とても優しいものだった。

「私は孤独ではない。君がいる」

　白銀の狼が骸から、何かを噛み千切り、私の手の上に置いた。

　それは、心しん臓ぞうだった。

　触れた指は燃え尽きてしまいそうに熱く、未いまだ脈打っているかのように感じた。

　拳こぶしに余る肉の塊。命の残ざん滓しを誇こ示じするように震えるそれを、私は、

　食べた。

　朱色の唇くちびるを添そえ、白の歯が桃色の肉を噛み千切る。

　肉の林りん檎ごはゆっくりと胃の腑ふに沈み、体を熱くする。

　どうしてか、私の目からは涙が流れてきた。

　涙を流しながら心臓を食べ、私はこらえきれなくなって、倒れた。

　炎ほのおを呑のみ込んでしまったかのように、私の体は熱く、心は騒いだ。

　指一本動かせないほどの疲労が、のしかかってきた。

　私を見ながら、シロは呟つぶやく。

「兄上は正しく死んだ。いつかまた、別の肉を纏まとってこの地を訪れるだろう」

　それは祈りのようだった、だが決して、祈りではなかった。

　シロが、言葉の末尾に咆ほう哮こうする。

　応こたえるように無数の叫びが上がり、木々の狭間はざまから数匹の狼おおかみが現れた。

　老いた艶つやのない毛をした灰色の狼たちは口々に嘆なげきの声を上げる。

　そのうちの一匹を、私は知っていた。

『森の王』。シロの父であり、ここで死んでいる『音おと無なき歩あゆみ』の父だった。

「殺したのか、『月つき喰くい』」

　悲しい声、どこかこうなることを予想していただろう声。

「我々は同どう胞ほう殺しを許すことはできない。おまえは、森を敵てきに回した」

　無言のまま、シロは私を庇かばって前に出た。

「『森の王』に問う、今すぐ私と戦うか」

　緊張を感じさせない、何かを吹っ切ってしまった態度をして、白はく銀ぎんの狼は灰色の狼たちを見み据すえる。

「行け」『森の王』は首を振り、顎あごで森の外を指した。

「我々は『音無き歩み』を弔とむらわねばならない」

　シロは素直に頷うなずき、口と前足を使って器用に私を背せ中なかに乗せ、狼たちに背を向け駆け出した。

　どこに行くの、と問いたかったが声を出す余力すらなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　一歩も動けずにいた。

　正直な話、背せ中なかに揺られる振動すら耐え難いものがあったが、幸いシロは近場で足を止めた。

　森と街の境きよう界かい線せん、私たちが最初に出会ったアスファルトの道の傍そば、シロは私を乗せたままそこに浅い穴を作った。

　その上に、彼は私を下ろして横たえる。

　柔らかく、少し湿った土は思ったよりも心地よく私を包んだ。

「狼おおかみのベッドだ」

　シロが悪戯いたずらっぽく告げて、私の隣となりに身を伏せる。

　私は何も言わず、身を捩よじってシロに寄り添そった。

　血と、土と、夜と、愛いとしき狼の匂においに包まれて目を閉じる。

　もし私が死んだら――

「もし君が死んだら、私は君の肉を食べる。骨も皮も魂たましいすら残さず食べる」

　そして森から外れた白い狼と、街から外れた黒の少女は、ずっと一緒に生きるのです。

　敵てきにぐるりと囲まれてはいるけれど、二人ぼっちで生きるのです。

　めでたし、めでたし。

　これが昔話ならば、そんな風に、終わっただろう。

　何一つ、終わりはしないのだ。

　やっと、始まるのだ。



    

  
    
      


二章　発はつ達たつ過か程てい、自立において必要な儀式





　僕は逃げていた。馬車を運ぶ馬に鞭むちを与え、ひたすらに星の海を進む。地上を足元にぐるぐる、ぐるぐる、ぐるぐると、円環の上を追われ、逃げる。

　僕を追うのは『白き憎悪』、星すら呑のみ込むほどに巨大な顎あごだけの化け物だ。

　一応、神の端くれである僕でも、真っ向から戦えば危ない。

　ちら、と背後を振り返り『白き憎悪』の姿を確認する。

　気の遠くなるような時間をただ僕を追うことだけに費やす『白き憎悪』は当たり前のようにこの瞬間も僕の後ろにいた。

　思わず、肩をすくめた。

「どう考えてもこれって外れくじだよなあ。そっちも思わないか、ぐるぐるぐる、馬ば鹿かみたいだ、少しは休みが欲しいよ、なあ？」

　肩越しに声をかける。どうせ返事は返ってこないだろうと思っていた。

「うつけめが」

　と、予想外に『白き憎悪』が巨大な顎の奥から言葉を返した。

「汝なんじを追う、それが我の生まれし意味だ」

「それさ、楽しい？　僕はもうそろそろ飽きてるんだけどね」

　僕は茶色の髪かみをがしがしと掻かく。

「生に飽いだならば死ぬがよい『月の御者』、我が貪むさぼり喰くろうてやる」

「うわあ、微妙に会話が噛かみ合ってないなあ。他ほかにもいろいろ楽しいことあると思うんだよ、こんなところで追いかけっこしてるよりさ」

　返事はなかった。ただ、向こうは追う速度を上げた。

　僕はもう一度、肩をすくめて馬に鞭を入れた。

　が、動かない。

　顔が青ざめた。このままでは殺される。

　慌てて何度も鞭を振るうが馬はぴくりとも動きもしない。

　一体何が起きているのか、周囲を見渡すが僕を除いて何一つ動くものはなかった。

　背後に迫っていた『白き憎悪』すら動きを止めていた。

　そこまで確認し安あん堵どの溜ため息いきを吐ついた。

「時間停止……と、なると、彼女か」

「正解だわ『月の御者』」

　声は僕のすぐ傍そばからした。

　ふと目を逸そらした隙すきに彼女は僕の膝ひざの上に座っていた。ふわりとした金糸のような髪かみを揺らしながら青い瞳ひとみで僕を覗のぞき込み、口元にはいつもの柔和な笑みを浮かべている。

　薄い絹の衣越しに触れる肌の感触は柔らかで暖かく、思わずどぎまぎとしてしまった。

　僕自身、御者という役目に相応ふさわしいラフな格好――短いズボンと目の粗いシャツだけだ――をしているので彼女の体温と感触がはっきりと伝わってくる。

「ごきげんよう『月の御者』、ごきげんよう『月の御者』、ごきげんよう『月の御者』」

　彼女はいつものように挨あい拶さつを三度繰り返す。

　苦笑いを噛かみ殺しながら僕は軽く手を上げて挨拶を返した。

　御者台は確かに狭いのだが何も膝の上に乗らないでも、とは思うものの口には出さない。そんなことを言えば、彼女は素直に僕の上に座るのを止やめるだろうから。

　はっきりと言おう、僕にとって彼女の訪問は結構嬉うれしいことなのだ。

「それで、今日は……」

　問いかけようとすると、突然、矢や車ぐるま菊ぎくで染めたような青い瞳に奇妙な光が浮かぶ。

　嫌な予感がする。

「何の用ですか、運命の女神」

　形のよい人差し指が僕の唇くちびるを塞ふさぐ。

「ヴェル、でしょう。何度も言ってるのに、もう」

「わかりましたよ、ヴェル」僕は軽く肩をすくめた。

　満足そうにヴェルは頷うなずいて、別の話題に入った。

「未来に生きているある女の子のために、ちょっと死ぬ気で戦ってくれないかしら？」

「帰ってください」

　言葉と同時に思い切り突き飛ばしたが、見慣れた優しい笑顔のヴェルが素早く両りよう腕うでを回して抱きついたのでどうにもならなかった。

　柔らかい胸が胸板の上に押しつけられ、僕の頬ほおが少し赤くなる。

「ごめんなさい」申し訳なさそうに、少し目を伏せる。長いまつげが影かげを落とす。「でも都合を考えるとあなたしか適役がいないのよ」

「意味がわかりません」所しよ詮せん、僕に理解できるのは過去と現在、それも極狭い範囲だけだ。

「ところで、僕に拒否権はありますか？」

「一応あるけど、使わせる気はないわよ」

　ヴェルが悪戯いたずらっぽく光る青い目を細めて微笑ほほえんだ。

　溜ため息いきを吐つく。本当にまったく、彼女には敵かなわない。

「好きにしてください。どうせあなたが本気を出したら僕ではどうにもなりません」

　嬉しげに一つ手を叩たたいて笑うヴェル。

「ありがとう、いつも私の我わが侭ままを聞いてくれて」思わず好きになってしまいそうに綺き麗れいな笑顔。「だからあなたって好きよ『月の御者』」

　言うと同時に、僕が手に持っていた鞭むちが光り、見る間に作り替えられていく、鉄のような光沢でありながら明らかに鉄ではない手触りの黒い鞭。

　軽く振るう、鞭は素晴らしくしなり、光のような速度で舞い、イメージどおりの軌跡を描いて手元に戻る。

「あなたのためにね、小人さんに頼んで作ってもらったの。月の影かげに銀の水を溶かし獣の皮で編み上げ、楡にれの若木を柄にした『弦げん月げつの影かげ』」

　小人たちの作る道具は総じて優秀だけど、偏屈な彼らに道具を作らせるのは結構面めん倒どうなことのはずだ。僕は素直に彼女にお礼を言った。

「喜んでもらえて嬉うれしいわ」

　彼女が膝ひざの上から立つ。柔らかな感触が消え、甘い残り香が薄く鼻はなをくすぐる。

「ところで」

　星海の上を踊るように彼女が歩む。誘うように揺れる金の髪かみを思わず目で追っていた。

「下で何が起こっているかあなたは知ってる？」

　知るわけがない、僕はずっと月を引いて空の上をぐるぐると回っているのだから。

　首を振る、彼女が髪を揺らしながらくるりとターンする。

「下ではね、世界が終わろうとしているの。大きな世界の、終わり」

　眉根を寄せ、細かい話を聞こうとした、その瞬間に、

　時が、動き出す。

　一瞬の間かん隙げきに『白き憎悪』が間合いを詰める。手の触れそうな距離で開かれる巨大な白い顎あご。

「やれやれ、余韻を楽しむ暇もない、か」

　ぼやきながら、僕は貰もらったばかりの『弦月の影』を握る手に力を込めた。

　眼前の『白き憎悪』がどこか楽しげに叫ぶ。

「それが汝なんじの武器か！　ようやくやる気になったか『月の御者』！」

「まあ、成り行き上だけどね」

　言葉と同時に『弦月の影』を振るう。

　空を切り裂き、迫り来る白の顎を打ち、切り裂く。

　反撃の隙すきを与えず、手首をひねり何十度と打ち据え、砕き、刻む。

　だが、『白き憎悪』は攻撃した端から再生していく。

「ああもう、きりがないな」空いた手で、茶色の髪を強く掻かく。

「諦あきらめるならば楽に殺してやるぞ」

　どれだけ打たれようとも『白き憎悪』は怯ひるみもしない。ひたすらに、ひたすらに、僕を殺そうと迫ってくる。

　これじゃあジリ貧だ。

　執念深い、とはまったく『白き憎悪』のためにある言葉だ。

　ひょっとしてこいつ、僕が死んだら地獄へでも追いかけてくるんじゃなかろうか。

　笑えない話だと思った。

　この状況にまったくそぐわない、ふわりとした美しい声が告げる。

「あなたがここで死ぬことを私は知っているけれど、一応言っておくわ、怪け我がをしないように気をつけて、また会いましょう」

　ほとんど嫌がらせめいた不吉な台詞せりふだけど、きっと彼女に悪気は……ないのか？

　まあ、でも、そんなところも、彼女らしくて可愛かわいいとも思うのだ。

「ごきげんよう『月の御者』、ごきげんよう『月の御者』、ごきげんよう『月の御者』」

　それが、僕が最後に聞いた彼女の声で、僕が彼女と再会するのは随分先になる。



　奇妙な夢を見たな、と思って目を覚ましたらまだ夢の中だった。

　白だけが広がる空間、遮さえぎるものは一つもなく、地の果ても見えなければ空の果ても見えやしない。

　あるのは、ただ二つ、黒いセーラー服を着た私と、夢の中の夢で見た金髪の女。

　ヴェル、と呼ばれた女。運命の女神とも呼ばれた女。『月の御者』を名乗る少年に絡んでいた女。

　実際に目の当たりにすると溜ため息いきが出そうなほどに美しかった。

　軽いウェーブのかかった柔らかそうな金髪と、深く神秘的な青い瞳ひとみ、薄うす絹ぎぬの服一枚でスタイルのよい体を覆おおい、足元には編み上げのサンダル、優しげだが、底の見えない笑顔。

　纏まとう空気すら、星を散りばめたように輝いていた。

　女神、その呼称もあながち間違いではないように思えた。

　私が見み惚ほれていると彼女は口元だけで笑った。

　どうということのない仕草すら、ひどく神秘的で、洗練されていた。

「……誰だれ？」問いかけを遮るように彼女の手が動いた。

「ヴェルザンディ、ヴェルと呼んでくれて結構よ」

　気品の溢あふれる無駄のない動き、細い指先がどこからともなく取り出したのは、

　クラッカー？

　パーン、彼女が紐ひもを引くと同時にクラッカーが鳴り、紙テープが私に絡んで、小さな紙吹雪が舞う。

　あまりに馬ば鹿からしく気が抜けてしまった。

　神秘的な容貌をぶち壊すようなおふざけだった。

「結婚おめでとう、結婚おめでとう、結婚おめでとう」

　軽い拍手、軽すぎて音すら鳴らなかった。

「ぱちぱちぱちぱちー」

　だから、というわけでもないのだろうが、彼女はわざわざ効果音を自分で喋しやべった。

　少し考え、無視することにした。

　寝よう、夢の中でそう思うのも変な話だけれど、目を閉じた。

　拍手は、正しくはぱちぱちという声はまったく止やむ気け配はいを見せない。

　根比べになり、結局、私が負けた。

　溜ため息いきを一つ、私は髪かみをかき上げ不ふ機き嫌げんを隠そうともせず聞く。

「ありがとうございます。それではさようなら」

「折角お祝いに来たのにまったく歓迎の意を感じられない挨あい拶さつね」

　私の対応にヴェルは目に見えてしょんぼりし、肩を落とす。

　微かすかに揺れて波打つ金の髪、きらきらと輝いて見えて、私はかき上げた黒髪を指先で弄いじくる。ざらついた感触、少し、傷んでいた。

「歓迎する理由がありません、ついでにお祝いされる理由もありません」

　少し困ったようにヴェルは微笑ほほえんで、その細い指を伸ばし、優しい手つきで肩にかかった私の髪を一房掴つかむ。



    

  
    
      



    

  
    
      　腰こしまで伸びた髪かみを上から下へ、指を滑すべらせ、軽く、口付ける。

「綺き麗れいな髪をしてるわね、憧れるわ」

　輝くような金髪をした女はそんなくだらないことを言った。

　彼女が手を引く、私が手を伸ばす。

　ふわふわとしたとらえどころのない金の髪を強く握り締めた。傷んだところのない丁寧に手入れされた髪だった。

「世辞はけっこうです。本題に入ってもらえますか」

　金の髪から手を放さないまま問う。

「さっきも言わなかったかしら？」冷たい態度を気にしたようすもなく、金の髪を掴つかんだ私の指に己の指を添そえる。

「結婚のお祝いに」

　冷たさと暖かさが混じった肌の感触は生きた絹のようだ。

　近付く顔、底の見えないブルーの瞳ひとみ、表情を消した私の顔、強く引き結んだ赤い唇くちびる。

　口付けの距離で、彼女は嫣えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

　女の私ですらぞくりとしてしまうぐらいに美しく、微かすかな毒の色が見えた。

　それは何もかもを見透かして、その上で戯たわむれているような、童どう女じよの無邪気さと、老婆の悪意を兼ね備えた笑顔だった。

　私は反射的に空いている手をポケットに入れた。

　小こ鼠ねずみの右みぎ腕うでから奪ったナイフを探すが、夢の中には持ち込めていなかった。

　振りほどこうと身を捩よじるが、私を掴む彼女の力は思った以上に強く、空いた手が私の背を抱いた。

　まるでラブシーンだ。

「拒まないで咲さ希き」言葉までも、そう聞こえた。

「私は、あなたの望みを叶かなえに来たのだから」

　望み。その言葉はひどく寒々しい。私の望みなどろくなものではなかった。

　ブルーの瞳が、私の深い場所へと入り込んでいく。

「あなたは夢を見た」

　細い指で背せ中なかの髪を撫なでながら歌うようにヴェルが告げる。

「天を駆ける馬車の夢、月の御者たる少年の夢、人の世界を生きるにはあまりにも不必要な力の夢を」

「それが、贈り物だと」

　ヴェルの口の端がわずかに上がる、私はますます強く唇を引き結び、真正面、鼓こ動どうすら聞こえそうな距離で彼女を睨にらむ。

「夢をもらって、どうしろと」

「夢ではないわ」緩ゆるく首を振る、ふわふわの金髪が揺れる。「贈り物は、過去」

　理解の範はん疇ちゆうを超えていた。意味がわからなかった。しかし、彼女は気に留めず一方的に喋しやべり続ける。

「あなたは人間だった」

　しかし、と、彼女は続ける。

「狼おおかみの妻となり、狼の肉を食った。あなたは人間を捨てこちら側へと踏み込んだ」

　私は頷うなずく。彼女も頷く。

「ようこそ、誇ほこりと意味で作られし旧ふるき世界へ。妖よう精せいが歌い、精せい霊れいが踊り、騎き士しが跳ちよう梁りようし魔ま法ほう使つかいが跋ばつ扈こする、滅びつつある永遠へ」

　狼たちの姿を思い浮かべる。風と影かげ、圧倒的なる暴力の残像。

「私には力がありません」それは厳然たる事実だ。

「人を捨てたのならば捨てたものに等しい力を得なければならない」

　彼女が絡めた指をほどき、背を撫なでる手を落とす。

「無限に等しい欠落と永遠に等しい彷ほう徨こうを代償に、私が差し出すのは『月の御者』という過去。今より遡さかのぼり、過去を改変し、今のあなたを作り替える」

　左手を果てのない白空へと掲げ、何かを掴つかんだ。

　無から、何かを掴み出した。

「食べなさい」

　そう言って私の鼻はな先さきに突きつけられたのは、血の滴したたる、赤い心しん臓ぞう。

　私は両手でそれを包み込むようにして受け取る。

「狼の心臓を食べたように、神の心臓を食べなさい。あなたは、生まれ変わる」

　誘われるように、私は引き結んだ唇くちびるを開き、心臓を口に運んだ。

「永遠の孤児に力を」

　彼女は歌う。

「血の道歩き屍しかばね積み上げる人の世の忌み子に相応ふさわしい業ごうを――あなたに」

　舌と歯が肉の欠片かけらを胃の腑ふに落とす。

　焼けるように熱い体、激しく脈打つ心臓、視界が赤に染まる。

　全てをぶち壊すような、ジリリリ、と目覚ましの音がして、彼女の姿が薄れていく。

　白い世界が壊れていく。

「ごきげんよう塚つか木ぎ咲さ希き、ごきげんよう塚木咲希、ごきげんよう塚木咲希」

　全てが黒に塗りつぶされていくなかで、ヴェルの美しい声だけが響く。

「全てのしがらみを捨て、本当の意味で人をやめたとき、また会いましょう」

　夢は砕け散り、私は暗くら闇やみへと落ちていく。



　目を覚ます、見慣れたベッドの上、私はすぐ隣となりに眠るシロを見る。

　白はく銀ぎんの狼おおかみはすでに目覚めていたようだった。

「おはよう」シロは軽い調子で言う。

「おはようございます」と、私は返した。

　私は音量をかなり低めに設定してある目覚ましを軽く叩たたいて止めた。

「シロ、白人の美女に知り合いっていますか？」

　突然何を聞くんだ、と言わんばかりの顔をして彼は首を振る。

「自慢ではないが、私は白人の実物を見たことすらない」

　ついこの間まで森で暮らしていた狼なのだから、当然といえば当然の答えだ。

　変な夢だが、やはり夢は夢だったのだろう。

「それで、白人の美女がどうかしたのか？」

「何でもありません」

　答えてベッドから出て、姿見の前に立ち、夏服を手に取った。

　浴衣の帯を解いて、ハンガーの首に引っかける。

「頼むから」背せ中なかから、ぼやくようにシロが言う。「私が後ろを向いたのを確認してから服を脱いでくれ」

「私は気にしません、減るものじゃありませんから」

　わざとらしく盛大な溜ため息いき。

「こっちは気になってしょうがない」

「ずいぶん初う心ぶなことを言いますね。この程度のサービスシーンでどぎまぎしていてはやっていけませんよ」

「やっていけなくて結構だよ」

　軽い冗談のつもりだったのだが、シロは呆あきれたように答えて背を向けた。

　私は髪かみをかき上げ、少しからかいすぎたかな、と思いながら浴衣を落とし……そのまま下着も外した。

「シロ」冷えた声をしていた。「こっちを向いてくれますか」

「どうした？」

　姿見の向こうで振り返るシロが見えた。

　私は両手を広げて、ゆっくりと一回転する。

「何事だね、それは」

　冷れい静せいな口調とは裏腹に、耳はぴんと立って驚きを表していた。

「私が知りたいぐらいです」

　肌に走る、帯状の黒い痣あざのような何か。足の先から、肘ひじの辺りまで広がっている。

　まるで、黒いリボンでラッピングされた白い箱のようだった。

　ラッピング、プレゼント、贈り物。

　夢を思い出す、美しい女を思い出す、私に触れた手の柔らかさを思い出す。

　現実を侵食する夢、その証明、力を与えたと、ヴェルは言っていた。

　しばらく、私は黒いリボンに触れていたが、手触りはまるきり肌のものだった。

　結局、諦あきらめて夏服に着替えた。

「体に不調は？」

「全然ありません」だが、調子がよいわけでもない。

　ヴェルが言った力、どこにあるのかはさっぱりわからない。

　そっと、己の胸を撫なでる。薄い胸の奥で、心しん臓ぞうが淡々と脈打つ。

　狼おおかみの心臓、神の心臓、そして、人の心臓。

　何も起こらず、ただ、静かだ。

「全てのしがらみを捨て、か」私は呟つぶやいて、鞄かばんを手に取り、時計を見た。

　普段通り起きたにもかかわらず遅刻しそうな時間帯だったが、遅刻をしたところで私になにがあるわけでもなかった。

　一階に下りる。母の気け配はいはなく、義ぎ父ふはすでに出勤したようだった。

　リビングではテレビがつけっぱなしで、朝のニュースが流れていた。

　学校近くの公園で死んだ大型犬について、謎なぞの侵入者が保健所で保護されていた動物たちを虐ぎやく殺さつしたことについて、野犬に襲おそわれた少女について。

　犬尽くしのニュースだった。

　猿顔のコメンテーターがしたり顔でもっともらしいコメントを述べていた。

　てんで的外れなコメントだったが他ほかの出演者たちは感心したように頷うなずいていた。

　私は真実を知っていたが告げたところで誰だれも信じないだろう。

　そもそも理解できないだろう。

　真実とは、その程度のものだ。見たいものだけを見ていればいい。

「いってきます」

　テレビを消し、小さく呟いた。

　返事はなかった。今日も寒い日だった。

　雲のない空にあってなお、太陽の光はあまりにか細い。



　校門に辿たどり着いた時点で予鈴まで五分と残っておらず、遅刻すれすれで教室に入り込んだ。

　教室は恐ろしく静かだった。何かに怯おびえているようだった。青あお虫むしが戻ってきていた。

　茶色がかった乱れたショートカット、短いスカートに白いニーソックス。シロに切り裂かれた左目の辺りを包帯で覆おおい、余った部分を垂らして肩にかけている。

　胸元のスカーフはぞんざいな結び方で上から見たら胸が見えそうだった。

　少し、痩やせたか。

　ぎらぎらと敵意に光る右目は強く私を睨にらみつけていた。

　冷えた秋の日には不ふ釣つり合あいな黒の光は、鋭するどい剣を思わせた。

　私はつかつかと彼女の前まで歩いて行った。

「おはようございます」

　返事はなかった。彼女は独り言のように口を開く。

「会いたくない、って、言われたんだ」

　必要な情報が欠落しすぎていた。何が言いたいのかさっぱりわからない。

「誰だれに言われたんです？」

「彩あやに」

「……誰です、それ」

　ぎしり、と、青あお虫むしの口元から歯の軋きしむ音がした。

「彩。夏なつ目め彩。あたしの傍そばにいた、あの子だ、忘れたなんて言わせない！」

「ああ」小こ鼠ねずみのことか。

「――ッ！」

　唐とう突とつな激げつ昂こう、立ち上がり私の胸倉を掴つかみ上げる。

　震える手、食いしばった歯、ぎらつく右の瞳ひとみ。

　悲ひ哀あい、憤ふん怒ぬ、憎悪、苦く悶もん、悔かい悟ご、混こん沌とんとした負の感情の渦うず。

「ねえ」私は胸倉を掴む手を逆に掴んだ。

「あなた、私にそれを言って、どうしたいんですか」

　文節ごとに区切り、言い聞かせる。青虫は、口の端に苦笑いを浮かべ、胸倉を掴む手を離し、席に着いた。

　そのまま、両りよう肘ひじをついて組んだ掌てのひらの中に顔をうずめた。

「おまえなんか、大嫌いだ」

　ひどく弱々しい声だった、傷ついた女の子の声だった。

「それで？」

　返事はなかった。結局、青虫が何を言いたいのかはわからなかった。

　髪かみをかき上げ、溜ため息いきを一つ。

「では、失礼します」

　告げて、自分の席に着いた。丁ちよう度ど、そのときチャイムが鳴った。

　ふと、青虫の名前を知らないことを思い出した。



　昼休みに新しい制服を受け取りに行った。

　以前トイレに沈められた制服はあの騒ぎのどさくさで処分されて帰ってこず、新しい制服を注文した。指定の服飾店は配達サービスをやっていたのでそれも利用した。

　服飾店から、学校へ、学校から担任、担任から私、と、段階を経て届くそうだった。

　届いたと連絡があったので職員室に入り、担任の机を探す。

　担任の顔が思い出せず困っていると、一人の教師が手招きしながら私を呼んだ。

　濃のう紺こんのジャージ姿である他ほかには特徴のない中年男性だった。

「こっちだ塚つか木ぎ、新しい制服届いてるぞ」

　そちらに向かうと机にもたれるようにして大きな紙袋が二つ置いてあるのが見えた。

　そのうち一つを渡され、中身を確認する。黒いセーラー服の上下、スカーフ、余り布、ついでに領収書、全て揃そろっていた。

「ありがとうございます」教師相手に礼を言う理由はないが、一応言っておいた。

　満足気に教師は頷うなずき、少し口くち篭ごもって言葉を続ける。

「それで、だ。塚木、学校は楽しいか」

「楽しいですよ」

「そうか、ならいいんだ」見え見えの愛あい想そ笑わらい。「でも、もし困ったことがあったら何でも先生に言ってくれ」

「先生は、私の味方だから」台詞せりふの先を奪って言った。

　一瞬だけきょとんとして、それから決まりが悪そうに咳せき払ばらいをした。

　私は儀ぎ礼れい的な笑みを浮かべて言う。

「頼りにしてます」

「いやいや、気にするな。これが仕事だからな」

　ええ、そうですね。

　いじめのようなありきたりな行為は放置するが、無駄に注目を集めかねない大事件は御免だ。自殺なんてされたら自分の出世と給料に差しさわりがある。

　と、いったところか。

　教師がそう考えるのは自然だ。なにも思わないが、この欺ぎ瞞まん的な態度は気持ちが悪い。

「はい」何も気付かない従順な生徒のふりをして頷いた。

　扉が開く音がしたので何気なくそちらを見た。

　枯葉色のブレザーを着た少女がいた。濃緑のネクタイと同じ色のスカート。胸に『椎しい名な』と名前の刺し繍しゆうがあった。

　零こぼれ落ちそうなまん丸で大きな目、少し癖くせのついた柔らかそうな短い髪かみ、向日葵ひまわりを連想させる人懐っこそうな笑顔。

　彼女はオーバーな動きで首を動かし周囲を見渡す。

　視線が私の顔の上で留まり、友達にするみたいに軽く手を挙げ、早足でこちらへと歩き出す。

「お、来たか」と、担任が呟つぶやき、私の方を見て続ける。「転校生だ。今日はその手続きに来たんだ。仲良くしてやってくれ」

　嫌です。「わかりました」

　私たちの前に立った少女は柔らかい笑顔のまま、頭を下げる。

「すいません、道に迷ってちょっと遅れちゃいました」

　水のような声だった。すっ、と体に沈み込むような優しい声だった。

「そうだったのか、連絡してくれたら迎えに行ったのに」

「いえいえ、おかげでこの辺りの道を覚えられましたから」

　何が可お笑かしいのか、二人は声を揃そろえて笑った。

　それから転校生の彼女は私を見て、右手を差し出した。

　私は何も言わず、それを見下ろす。何秒かして、彼女はまた口を開く。

「椎しい名な司つかさです。つかちゃん、って呼んでね」

「わかりました、司さん」

　気のない声で答えて差し出された手を握る。

「あれかな、クラス委員の誰だれ々だれさんが不慣れな転校生のために学校を二人きりで案内してくれる、とかそういう展開？」

　妙みように嬉うれしそうに、彼女はぶんぶんと握った手を上下に振る。

「二重の意味で違います」

　指の拘こう束そくが緩ゆるんだ瞬間を見計らい、すっ、と手を引き抜く。

　司は丸い目をさらに丸くして引き抜かれた私の手を見つめる。

　表情を変えぬまま、胸中でこっそりと溜ため息いきを吐ついた。

　どうにも、苦手なタイプだった。見ていると目を逸そらしたくなる。

「なんだ、早さつ速そく友達ができたのか」

　場の空気を盛り上げるように、担任は似合いもしない明るい声で告げた。

「はい、もう明日から親友ですよ」

　と、司も合わせる。私はにこりともしない、静かに二人を見る。

　ははは、と二人の笑い声が薄れ、やがて凍りつく。私の態度にもめげず、笑顔のまま司が話しかけてくる。

「名前、教えてくれるかな」

「塚つか木ぎ咲さ希き」

「綺き麗れいな名前だね」

「似合わない名前ですよ」

「似合うよ、とっても」

　ほんの一瞬、彼女は寂しげな表情を見せた。手の届かない星を見るような、どうにも感かん傷しよう的な顔だった。

「さっちゃん、って呼んでいい？」

　魔法のように、彼女は笑顔で覆おおわれる。

「お断りします」

「ううん、手て強ごわいなあ」

　指の先で癖くせのついた髪かみを弄もてあそび、曖あい昧まいな笑顔でぼやいた。

　私は何も言わない。目は逸そらさない。

　助け舟を出すように、担任が苦笑いを浮かべて口を挟む。

「まあまあ、塚つか木ぎはちょっと……特別だからな、それだけ話ができるだけでも珍しいもんだ」

　それは恐ろしく控えめな評価で、半分程度までは正解だった。

「ミステリアスな女の子ってやつですね」

　興味深そうな司つかさの相あい槌づち、ともすれば不ぶ躾しつけな態度だが、そうと感じさせないのはその人懐っこい雰ふん囲い気き故か。

　付き合いきれない。

「失礼します」

　二人を残し、背を向けて、そのまま立ち去る。

「あ――」と、椎しい名な司が髪を掴つかんだ。

　首だけで振り返り、彼女の目を見る。熟れた林りん檎ごのように彼女が頬ほおを赤く染める。

「明日からよろしく、って言おうと思ったんだけど……」

「手、離してくれますか」

「凄すごく綺き麗れいな髪だね、さらさらで、とっておきのドレスみたいな手触り」

　自身の髪にしたように、指の先で私の髪を弄ぶ。

「手」私は重ねて言った。

　それでやっと、司は手を離し、私は歩き出す。

「クールで美人……うーん、なんだかずるいなあ」

　言葉ほどにはそう思っていない声を背後で聞きながら職員室を出た。

　雲の隙すき間まから零こぼれる光がちょうど目に当たり、一瞬だけ眉根を寄せて顔を逸らす。

　腕うで時計を見ると昼休憩はまだ随分と残っていた。

　私は廊下の端まで行き、薄暗く目立たない場所で手すりに頬ほお杖づえをつく。

　グラウンドでは生徒たちがバレーやサッカーに興じていた。

　ぼんやりと、それを眺めるが面白くもなんともなかった。

　ただ、スポーツをしている、としか見えなかった。

「シロ」

　呼んだが、シロは現れない。

　日中は常にこうだった。

『音おと無なき歩あゆみ』を殺した日から、こうだった。

　森と戦っているのだと、私にはわかっていた。狼おおかみたちは同どう胞ほう殺しを決して許さない。

　下校する時刻になるとまた、どこからともなくやってくる。

　彼は気付かれていないつもりなのだろうか。

　ここは安全だ。命の危機はない。たとえば、狼に襲おそわれたりはしない。

　でも、それだけ。

　この時間、この場所にいる限り、私はどうしようもなく独りだった。

　残り三時間十六分と四十八秒。

　私はどうしようもなく独りのまま、狼を、待っている。

　新鮮な血の匂においを漂わせた白はく銀ぎんの狼を待っている。

「……馬ば鹿か」

　呟つぶやいて、乱暴に壁を蹴けり飛ばした。

　足先に鈍痛、苛いら立だちを加速させる。

　シロに会いたかった。この場所は落ち着かなかった。陸に棲すむ魚になった気分だった。

「ずるいなあ、そんな風に物に当たり散らしてる姿まで綺き麗れいってのは、本当にずるいよ」

　唐とう突とつに朗らかな声がした。さっき別れたばかりの声だった。

　唇くちびるを噛かみ、振り向きもせず答える。

「盗み見ですか？」

「話しかけようと思ったら、さっちゃんが突然壁を蹴ったんですよー、ってね」

　答え、横に並び、私の顔を下から覗のぞき込む。

　きらきらと光る子どものような大きな目、暗い中にいて、なお明るい。

「引っ越す前の話なんだけどね」と、司つかさは目を細め、私の顔越しに遠くを見た。「家の近くに、一匹の痩やせた犬がいたの」

　遠い司の目には私が映っていた。犬には見えない、氷のような私の顔。

「いつも、同じ電柱の下に立ってた。他ほかの犬とか、市役所の人とかが、その犬をどけようとしたけど、痩せた犬はいつもそれに勝って、そこに立ち続けていた」

　言葉を切り、私の唇に指をあてた。

「ここで問題です。その犬はどうなったでしょうか」

　私は答えた。

「飢えて死んだ」

「正解」彼女が指を離す。「なんだかな、さっちゃんを見てるとその犬を思い出すの。痩せて、ぼろぼろで、傷ついていたのに、凄すごく綺き麗れいな犬だった」

「それで？」

「それだけ、そこで終わり」遠い司つかさの目が、再び私を見た。変わらない笑顔。

「さよなら」

　私は告げて、その場を離れる。

「ねえ、さっちゃん」

　今度は、髪かみを掴つかんではこなかった。

「辛つらくないかな、そういう生き方」

　彼女に似合わない、真剣で、悲しそうな声だった。

　私は答えない、振り返らない。

　どこかで買ったばかりの冬服に着替えようと思っていた。

　椎しい名な司のことなんて、頭の片隅にもなかった。



　夕焼けにはまだ早い時刻、帰り道をシロと歩いていた。最近起きた一連の事件のせいか、シロの巨大な姿は道行く人々の注目を集めたが私は気にしなかった。

　多少煩わずらわしい、その程度だった。

　夏服から冬服にしたおかげで、寒さが和らいだように感じた。

　他た愛あいのない会話の中、私はシロの体にそっと手を伸ばし、絡んでいた灰色の毛を抜き取って捨てた。

　狼おおかみの毛。戦いの証あかし。死者の欠片かけら。

「どうした？」

「何でもないです」

「そうか」

　進むうちに、ふと、私たちは足を止めた。

　そこはシロと出会った場所の近くで、森と街の狭間はざまに位置する道の上だった。

　今日になって突然現れたそれは多分、屋台と呼ばれるものなのだろう。

　それ自体とは別にテーブルが一つと椅い子すが六脚。木材の地にニスを塗っただけの素朴な作りをしたそれらは森のとなり、というシチュエーションにはよく似合っていた。

　屋台の脇わきには立て札のような看板が立っていた。ここからだとよく見えないのでなんと書いてあるのかはわからない。

　だが、これだけなら私たちは足を止めなかっただろう。

　付属物が強力だった。

　アクアブルーのアロハシャツにショッキングピンクのバンダナ、そこから覗のぞく髪は脱色しすぎてもはや白に近く、顔には金縁のサングラスという狂った出いで立ちの男がいた。

　バンダナ男はご丁寧にバンダナと揃そろいのピンクのエプロンをして口の端にへらへらした笑みを浮かべ、屋台の中でお湯を沸かしている。

　色々疑問を感じるが、最大の疑問はおおよそ人通りに縁のないこの道で屋台を開いてどうするのか、ということだろう。道沿いに民家ぐらいは存在するけれど、どれも森には背を向けるような格好で建てられているので、こちら側を住人が歩くことは少ないはずだ。

「……何だあれは」

「私が聞きたいです」

　互いに目を合わせ、小さく肩をすくめた。

　何事もなかったかのように通り過ぎようとする。

「おーい、ちょっとそこ行くお二人さん。無視はひどいんじゃないのかな」

　私たちは仕方なく立ち止まった。

　セーラー服の少女に、巨大な白い狼おおかみ。

　我がことながら、こんな怪しい組み合わせを相手に平然と声をかけてくる人間がいるとは思わなかった。

　格好といい、態度といい、頭がおかしいのか、度胸があるのか、奇妙な男だった。

　いっそ別の世界からの旅人だと言われたら納得したかもしれない――直感だが、そう間違いでもあるまい。



    

  
    
      



    

  
    
      　顔だけそちらに向け、髪かみをかき上げながら言い捨てる。

「お金がありませんから」

「あ、奢おごり。開店記念特別サービス」

　落ちかけた日を反射してサングラスが光る。

　向こうの方が一枚上手のようだ。

　金がないというのを理由にした以上、それでもいりません、とは言えない。

　しぶしぶ屋台の方へと近寄る。

　先ほどは読めなかった看板だが、やっぱり読めなかった。

　横書きで喫茶店、その隣となりに……メガホンみたいな形の記号が書いてあった。

「ペオーク、古い文字さ」

『喫茶店ペオーク』悪い響きではないような気がした。

「そうですか」言いながらカウンターに着いた。横の席に、ひょいとシロが飛び乗る。

　バンダナ男は嫌そうな素振りも見せず、鮮やかな手つきで二人分の紅茶を淹いれて、私たちの前に置く。

　暖かそうな湯気と柔らかいお茶の香りがふんわりと立ち上り、冷えた風の中に混じりながら散っていく。

　両手でカップを包み込むようにして持ち上げると、陶器越しの熱がゆっくりと指に染み込み、無意識のうちに安あん堵どするような息を吐いた。

　ダークオレンジの水みず溜たまりの中には相変わらずの冷えた無表情が映っている。

　唇くちびるを尖とがらせ、ふっ、と息を吹きかける。お茶の表面は小波のように揺れ虚像は消えた。

「しかし、でっかい狼おおかみだね。お嬢ちゃんの彼氏かい」

　……でっかい狼、か。

「夫です」

「ふうん、なるほど」あっさりと納得したようだった。「お嬢ちゃんにはお似合いの立派な狼だね、ずっと北の国にいる赤い狼を思い出したよ」

「赤い狼？」

「面白いけどなかなか凶暴な奴で、前に噛かみ殺されそうになった。この辺りにいるって聞いたんでちょっと会いに来たんだけど、見つかりやしないよ」

「そうですか」気のない相あい槌づちを打ちながら、紅茶を一口啜すすった。

　驚くほどよい味だった。

　ミルクも砂糖もなしで充分に飲める。いや、入れようと思わないほどの絶妙な苦味、甘さの混じった香気、すとん、と体に染み込んでいくような熱さ。

　淹れた人間が淹れた人間だけにゲテモノだと思っていただけに驚いた。

　それが表情にも出ていたのだろう。

「美う味まいだろ、これだけは僕が周囲に自慢できることなんだ」

　サングラス越しで判別が難むずかしいが満面の笑みを浮かべているのは想像がついた。

「美お味いしいですよ」髪かみをかき上げながら不ふ承しよう不ぶ承しように呟つぶやいた。

　バンダナ男は嬉うれしげに両手をぱちんと鳴らした。

「いやいや、お嬢ちゃんみたいに気き難むずかしそうな美人さんが褒ほめてくれるとおじさんは嬉しくてたまらないね」

「咲さ希きです」割り込んで告げる。

「なるほどこれは失礼、僕は――」

「結構です、興味がありません」

　バンダナ男が大げさに溜ため息いきを吐つき、両手を広げて天を仰ぐ。

「お嬢ちゃんは美人なんだけど性格が悪いねえ」

「よく言われます、後半だけは」

　もう一度、バンダナは溜め息を吐き、気を取り直すように大きく首を振り、ぴっ、と人差し指を立てた。

「ところでさ、ここでアルバイトしてみないかい」

　私はゆっくりと周囲を見渡した。

　私たちとバンダナ男を除いて人っ子一人、猫一匹、鳥一羽、虫すら姿が見えない。

　仕草だけで何が言いたいのか察したのかバンダナ男は肩をすくめた。

「綺き麗れいな看板娘がいたら少しはお客さんも来るかな、と思ってね」

　紅茶のカップを置くと、その振動で小さな波紋が浮かんだ。

「集客目的なら、まず場所を変える方がいいと思いますよ」

「でも、僕はここが好きなんだ」もう一度、バンダナ男は肩をすくめた。

　それなら私の言うことは別にない。紅茶を飲み干し、カップを空けた。

「もう一杯どうだい」

「いただきます」

「美人さんには特別サービスだ、特製のブレンドティーをどうぞ」

　機き嫌げんよく淹いれた次の一杯は緑茶のような色をしていた。

　香りは悪くない。微かすかに林りん檎ごの香りが混ざっている。

　私は飲んで――噴出した。

　酸っぱ苦辛甘い。トムヤムクンを適当に作って青汁を混ぜ込んだらこういう飲み物になるかもしれない。

　とにかく凶悪な味だ。

　思い切りむせている私を見てバンダナ男は心底愉ゆ快かいそうに笑っていた。

　残ったお茶をバンダナ男の不愉快な顔に浴びせ、カップを乱暴に叩たたきつける。

　跳ねる屋台、カップに皹ひびが入る。

　ハンカチを取り出して噴出したお茶を拭ぬぐい吐き捨てる。

「ご馳ち走そう様さま、さようなら」

「あ、ごめん、本気で怒った？」

　そのとき、がさがさと森の方で音がした。

　俄にわかに緊張が満ちる。

　私は反射的にポケットに手をいれナイフを握る。シロはカウンターから降りて私を庇かばうように前に立った。

　が、ひょっこりと顔を出したのは幼い子どもたちだった。

「うおっ、でっかい犬！」

　男の子と女の子の二人組で、いま叫んだのは男の子の方だった。

　小学生だろう、それも一年生か二年生ぐらい。

　男の子はブラウンの膝ひざ下したズボンに群ぐん青じようのトレーナー姿で、短く不ふ揃ぞろいに切った髪かみの下には活発そうな顔があった。女の子の方はイエローのワンピースの上に同じ色の上着をはおり猫のワンポイントがついた長い靴下をはいていた。

　ちらちらと、男の子を、そしてシロを見ていた。寒さのせいか、少し顔が赤く、肩の下まで伸ばした髪にはヘアバンドがある。

　奇くしくも、立ち位置は私たちと同じで、男の子が前に立ち女の子の手を引いている。

　気が抜けて、緊張を解く。目をきらきらさせた男の子の方がシロへと駆け寄った。

　引きずられるようにして女の子が続く、怯おびえた表情をしているが男の子を信頼しているのか嫌がったりはしない。少し、青あお虫むしと小こ鼠ねずみを思い出した。

「ねえ、お姉ちゃん。こいつ噛かんだりしない？」よほど触ってみたいのか、男の子は何度も手を伸ばしかける。

「しません。大人しいですから」

「ガウウッ！」

　言った途端に、シロが吼ほえた。

　わざわざ大口を開いて、牙きばを見せつける。からかっているのだ。

　腰こしを抜かす子どもたち。

　男の子はすぐさま立ち上がり庇うように両手を広げる。トレーナーの肩は恐怖に震えていた。

　私は平手でシロの頭を軽く叩たたく。

「驚かせちゃいけません」

　シロは悪戯いたずらを見つかった子どものようにしょんぼりとして耳を伏せ小さく唸うなった。

「ごめんなさいね」と、二人に告げた。

「ううん、いいよ、気にしてない」男の子が答えた。

　おずおずと、遠えん慮りよがちに、イエローのスカートを掴つかみながら女の子は尋ねる。

「それにしても、大きい犬さん……背せ中なかに乗ったりできるかな？」恐こわ々ごわとしながらも女の子は気になってしょうがないようだ。

「できますよ。乗ってみますか？」

「いいの？」声を揃そろえて二人が問う。

「さっきのお詫わびだそうです」

　シロが小さく溜ため息いきを吐つくのを私は聞いた。髪かみをかき上げ、くすりと私は笑った。

　諦あきらめたようにしゃがみ込むシロの背中に子どもたちがおっかなびっくりまたがる。

「ふかふかしてる」

　感心したように女の子が呟つぶやいた。

　二人を驚かさないようにゆっくりとシロが立ち上がり、そろそろと歩き出した。

　悲鳴とも歓かん声せいともつかない声を上げる子どもたち。

　徐々に速くなっていくシロの歩み。

　なんだかんだ、シロも楽しんでいるようだ。

　私は再びカウンターについた。

「……何ですか」

　にやにやしているバンダナ男に聞いた。

「べーつーにー、かわいいところもあるな、と思っただけだよ」

「黙りなさい」腕うで組ぐみして、私はそっぽ向く。

　バンダナ男がますます笑いを深くした。

　カップを突き出しお茶のおかわりを要求した。それを飲みながらシロと子どもたちが遊び終えるのを待った。

　紅茶を二杯、ゆっくりと飲み干した。さすがにそれ以上飲む気にはなれなかった。

　シロの背中から降りても二人は満足と興奮の混じった表情ではしゃいでいる。特に女の子の方は最初の様子とは全然別人に見えるぐらいのはしゃぎっぷりだった。

　よほど興味深いのかシロの口の中を覗のぞき込んでいる。

　牙きばに触れられ、舌に触れられ、くすぐったそうにしていたが、まさか顎あごを閉じるわけにもいかない、ぴくぴくと顔の筋肉を震わせながらも耐えていた。

「楽しかった？」

　元気よく頷うなずく二人。

　自分で言うのもなんだが私は珍しく穏やかに微笑ほほえんだ。

「そういえば、どうして森の中から出てきたんです」

「探検してたんだ。おれたち」

「そいつは危ないな」バンダナ男が口を挟んだ。「この森には怖い狼おおかみが住んでいるんだ。うっかりしてると食べられちまう」

「でも……」口くち篭ごもる男の子。

「言いたくなければ言わなくていいんですよ」

　私が尋ねると子どもたちは顔を見合わせた。

　女の子の方が男の子に向かって頷うなずく、男の子はそれを受けて一度頷いた。

「お姉さん、いい人みたいだから教えてあげる。でも、誰だれにも言っちゃ駄目だよ」しーっ、と人差し指を唇くちびるにあてながら言った。

　私はしゃがんで耳を近付ける。

「こいつの家さ」女の子を親指で指す。「いつも父ちゃんと母ちゃんが怒鳴りあってて怖いんだよ。おまけに、父ちゃんも母ちゃんもあいつを苛いじめてるんだ。だからいつもおれの家に逃げてくるんだけど連れ戻されちまう」

　何気なく、女の子の方を見た。イエローのワンピースと上着、露出している部分に怪け我がの痕あとは見えない、栄養不良にも見えなかった。

　最悪の事態には至っていないようだった。

「だから、二人で逃げるんだ、もう少し大きくなったら森の中に。そんで二人で暮らす。誰にも邪魔されずに」

「そう……それは素敵ですね」

「素敵じゃないって。逃げずに皆と暮らせたならそっちの方がいいに決まってるじゃん」

　驚いたように男の子は言うが、私は首を振る。

「あなたの言う通りです。でも、それでも、私は素敵だと思います」

　男の子の頭をわしわしと撫なでた。

　照れ臭そうにはにかんでいる。

　女の子の顔を見て告げる。

「素敵な王子さまですね」

　彼女は顔を真っ赤にして俯うつむいて小さく呟つぶやく。

「コウちゃん、っていうの」

「いい名前ですね、私は咲さ希き、塚つか木ぎ咲希です」

「わたしはね、ゆうか」

　はにかんで笑った。

「また会いましょうね」

「うん」ゆうかが頷く。コウも頷く。

　二人は手を繋つなぎ、来たときと同じように、森の中へと入り、去っていった。

　私は手を振り、シロは静かに、見送った。

「嫌な世の中だね」

　盗み聞きしていたのであろうバンダナ男が、大きく溜ため息いきを吐つき、カップを拭ふいていた乾いた布を置く。

「今に始まったことじゃありません」

「だからこそ、嫌な世の中だよ。誰だれも間違いを正さない」

「それこそ今更です。間違いが間違いのままである方が助かる人間というのは案外と多いんですよ。この世界がよきもので創られている、なんて夢を未いまだに見ているわけじゃないんでしょう」

「まあ、ね」皮肉っぽい笑みを浮かべて、こつん、と指先で屋台を叩たたく。「たとえばの話だけどね、もし世界が正しいことだけで構成されていたらどんな具合だと思う？」

　考える必要すらない質問だった。

「誰もいない世界」

「……そうだね、そうかもしれない。悲しい話だ」

　私は返事をせず、財布から千円札を取り出しカウンターの上に置いた。

　バンダナ男は首を振り、千円を差し戻す。

「奢おごりって言っただろ、その代わりまた来てくれると嬉うれしいね、美人は大歓迎だ。特に性格の悪い美人は大歓迎だよ」

　どうやらこの男は女の趣味が悪いようだ。

　目を閉じ、髪かみをかき上げ言い返す。

「帰り道ですから毎日通ります。通るだけですけど」

「それもいいさ。おっと、最後に一つ」

　バンダナ男は、地べたに座り込んでいたシロを見た。

「お茶、飲んでってくれないか狼おおかみくん。本当に美お味いしいんだ」

　と、最初、シロのために淹いれたお茶を指差した。

　すっかり冷めてしまっていたが、シロは気にしたようすもなく、素直に椅い子すの上に戻り、カップを口に咥くわえて一息で飲み干した。

「美う味まいだろ？」

　シロは何も言わなかった。私も何も言わなかった、バンダナ男さえ、それ以上問いはしなかった。

　そのまま、私たちは別れた。

　家路を歩く最中、不意にシロが立ち止まり、宙を見上げた。

「……あの子どもたちだが」

　独り言のような調子で呟つぶやく。私は言葉の続きを待つ。

「上う手まくやっていければいいな」

「大丈夫ですよ」

「そうだろうか」

「そうですよ」

　そうであるように、私は願った。

「ああ、きっとそうだろう」

　シロが祈るように呟つぶやき、大きく息を吐き、視線をおろす。

「それにしても、だ」

「はい」

「あの奇妙な服の男、なにものだろうな」

「変人ですよ」溜ため息いきを吐つき、髪かみをかき上げる。「今日は変な人とばかり会っている気がします」

「星が悪い位置にあるのだろう」

「かもしれませんね」

　相変わらず空気の冷たい日だった。

　時折吹く風は強く乾いていて、なびく髪を押さえ、私は空を見上げた。

　もうすぐ、日が沈み、空は茜あかね色に染まる頃だった。

　他ほかには何もない。空の果てまでも見えてしまいそうな綺き麗れいな空だ。



　そして、また、一日が過ぎる。

　当たり前のように、私は登校する。なんの意味もない行動だった。

　唯一の、人間らしい行動ともいえた。気だるい時間だった。

　青あお虫むしは今日もまた、ぎらぎらと光る右目で私を見ていた。

　小こ鼠ねずみがいなくなってからの彼女は、恐ろしいほどに荒すさんでいた。

　前は手入れしていただろうショートの髪は傷み、左目を覆おおう包帯は適当な巻き方で裾すそが余り、制服は着崩れていて皺しわだらけだった。

　話しかけただけで、殺されてしまいそうだった。

　私は微笑ほほえんで会え釈しやくをしたが、彼女は不快そうに目を逸そらすだけだった。

　そんな動作すら、凶暴な敵意が滲にじみ出ていた。感かん傷しようを覆い隠す敵意だった。

　その横には気がつくと影かげが薄くなってしまった優等生がいた。そこそこ整った顔は悲ひ愴そうの色で埋め尽くされ、右みぎ腕うでをギブスで固定し吊つっていた。

　折ったのか、それとも折られたのか、後者のように思えた。

　結局、今日も私は青虫の名前を聞きそびれ、そのうちホームルームになった。

　入室した担任教師は一人の女子生徒を引き連れていた。

「えー、転校生を紹介する」

　お定まりの一言から始まる一連の流れ作業、開くドア、枯葉色のブレザーにモスグリーンのネクタイとスカート、人好きのする笑顔を浮かべたまん丸の瞳ひとみをした少女。

　担任が黒板に名前を書き、彼女自身が読み上げる。

「椎しい名な司つかさです、今日からよろしくお願いします」

　簡単な自己紹介の末尾に、よりにもよって私の方を見て手を振った。

「昨日ぶりだねーさっちゃん、元気してる？」

　私は何も言わず視線を逸そらして窓ガラス越しに外を見た。

　乾いた風がグラウンドの土を薄く巻き上げ、空を濁にごしていた。

　風の強い日になりそうだった。

「昨日はあんなに情熱的だったのに、今日のさっちゃんはとっても冷たいのね」

　わざとらしい言葉遣い、よよよ、と顔を伏せ泣き真ま似ねをする。

　司の小芝居に騒がしくなる教室、私は軽い眩暈めまいを覚えた。

「お前ら、珍しいのはわかるが静かにしろ」

　絶妙に無礼な台詞せりふを吐きながら担任が教室を静め、ホームルームは続く。

　司の席は私の隣となりだった。

　元々座っていた人を後ろに下げてまで担任がそうした。

　心遣いだとしたら絶望的で、嫌がらせだとしたら意外と高度なやり口だ。

　私は胸中で溜ため息いきを吐ついた。

「さっちゃんよろしくねー」

　窓ガラスに映る司の笑顔。

「……よろしくおねがいします」

　今度は、胸中でなく溜め息を吐いた。



「さっちゃん、教科書見せて」

「嫌です」



「さっちゃん、一緒にお昼ご飯しようよ、机くっつけてお弁当のおかずを交換しよー」

「一人で食べなさい」

　そもそも私は学食だ。



「さっちゃん、さっちゃん、さっちゃん！」

「今度はなんですか」

「呼んでみただけ」

　殺意が湧わいた。



「さっちゃーん――」

「黙りなさい」

「先生が呼んでるよ」

「……」黙って立ち上がる。

「嘘うそぷー」

　反射的に頬ほおを叩たたきそうになったが、司つかさの笑顔を見ているとその気も失うせた。



　司をあしらっているうちに授業は終わった。授業内容など一つも頭に残っていなかった。

　ひどく気疲れしてしまって、放課後になると思わず安あん堵どの溜ため息いきを漏もらす。

　騒がしくなる教室の中、猫もかくやの素早さで司が走り寄ってくる。

「さっちゃん、放課後を満喫するために二人で遊びに行かない？」

「さようなら」

　走って逃げようとする、司が手を伸ばす。

　掴つかまれた長い黒くろ髪かみは緩ゆるいアーチを描く。

「わたしね、今度あの犬を見たら、絶対に餌えさを持って行こうと思ったんだ」

　小声で椎しい名なは言う。

「手」私は呟つぶやく。椎名は髪かみを離さない。

「飢えて死ぬよりも楽しいことが、世界には沢山あるんだって教えてあげたかったの」

「手を離せ」

　それ以上、椎名司の妄言を聞きたいとは思わなかった。

　唇くちびるを噛かむ、目線を合わせる。人懐っこさの裏に悲しみを宿した瞳ひとみに、真冬のように冷たく、尖とがった氷のような私が映る。

「さっちゃんは、犬っていうより狼おおかみだね。とても綺き麗れいで、一人ぼっちの狼」

　司が手を離し、長い髪はさらさらと落ちていく。

「黙れ！」

　叫び、教室の誰だれもが恐れを宿して私を見る。

　揺れた心を、一瞬で凍らせる。

　氷点下の眼まな差ざし、零度の声、冴さえた鋼はがねの響き。

「飢えて死んだ方がましです」

「わたし、そんな悲しいさっちゃんも好きだよ」

　残ざん酷こくなぐらい優しい声だった。彼女が嘘を言っていないと誰にだってわかっただろう。

　それが真実でも、私には理解できなかった。椎名司が何一つ理解できなかった。

　私は逃げるようにその場から走り出した。



　一息に校外まで走りぬけ、何本目かの電柱に手をついて、乱れた息を整えた。

「どうした？　そんなに息を乱して」

　ふっ、と電柱の上からシロが飛び降り、不ふ思し議ぎそうに問う。

　今日も、血の匂においがしていた。

　あとどれぐらい、森の狼おおかみは残っているのかと、考えた。

「変人につきまとわれて疲れただけです」

「それはまた気の毒な」

「さすがにまいりましたよ」

「いや、つきまとっている側がだ」さらりと、白はく銀ぎんの狼が言った。

　無言で腰こしを落とし、シロの頬ほおを引っ張る。

「いはいのだゃが？」痛いのだが、と言っているのだろう。

　私は唇くちびるだけを吊つり上げて笑みの形にして頬を引っ張り続けた。

　なかなか音ねをあげないので両手で引っ張ってみた。

「わひゃひがはぁるはふぁっふぁ」

「『私が悪かった』？」

　こくこく、とシロが頷うなずく。

　もう一段階唇を吊り上げて、手を離した。

「許してあげます。傷つきやすい乙女にそんな台詞せりふを吐くもんじゃありません」

「他た愛あいのない冗談のつもりだったのだが」

「最近、私は機き嫌げんが悪いんです」あなたが傍そばにいないから。

　むう、と困ったようにシロは呻うめいた。

　軽くシロの顎あごを撫なでて、腰を上げ立ち上がった。

　少し後ろからそろそろとシロがついてきた。屋台は出ていたけど、寄らなかった。疲れていたのだ。バンダナ男はおらず、クローズの札がかかっていた。

　浴衣に着替え、狂乱する母の叫びを聞きながら、早くに眠りについた。

　図書館で借りたままの『異邦人』はまだ三分の一が残っていた。主人公は裁判にかけられていた。



　真夜中過ぎに、私は揺さぶり起こされた。

　何？　と問うよりも早くシロが言う。

「複数種類の油が臭におう。この家の周囲から」

「放火？」

「ほぼ間違いなく」

「随分派手な焚たき火になりそうですね」確か、今日は空気が乾燥していた。

「私としてはさっさと脱出することを勧める。君が望むなら、周囲をうろうろしている気け配はいを片っ端から噛かみ殺してもよい、どれかが犯人だ」

「いえ。これは私の敵てきです」

「君の敵は私の敵だ」

「その逆も真まことなら私は喜んでシロに何もかも任せたでしょうね」

　皮肉めいた物言い。私が学校へ行っている間、シロは一人で何をしているのか。

　シロの顔がわずかに歪ゆがむ。

　私は立ち上がり、素早く荷物を纏まとめた。

　真っ先に手に取ったのは武器であるナイフ、浴衣の帯に挟み込む。次に買い換えた黒のセーラー服、替えの下着、現金と預金通帳、読みさしの『異邦人』、その他ほか、生活に必要な品をリュックサックに詰めていく。

「随分落ち着いている」

「慌てた方が可愛かわいらしいですか？」

「そういう意味じゃない」

　荷物を詰める手を休め、シロを見る。

「危険には慣れています。少なくとも、奇き天て烈れつなバンダナ男の相手をしたり、テンションが高めのクラスメイトに追いかけ回されるよりは、ずっと」

　少し考えて、それもそうだ、とシロ。

「おっと、火がついたようだぞ」

「火の回りはどうなってます？」

　目を閉じたシロが耳を澄まし鼻はなをくんくんと鳴らす。それだけでシロは周囲の状況をある程度把握できるようだった。

「割と速い。どうやらしっかりと計算して火をつけたようだ。頭がよろしいんだろう」

「何人ぐらいいます」

「二人、だろう。片方は女だと思う。油の匂においが強すぎて正確さには欠けている」

　薄い笑みが自然と零こぼれた。少し、楽しくなった。

　暗い隻せき眼がん、ぎらつく光、乱れた包帯の彼女を思い出す。

「それは間違いなく私の敵です」

　きゅっ、とリュックの口を閉めた。

　窓を開けて、周囲の様子を見た。まだ人は集まっていない。

　シロにまたがり、窓を飛び出し、塀の傍そばで降りる。

　素早く周囲に視線をはしらせる、電柱の陰にいる人ひと影かげに気付く。

　向こうも同時に気付き、乱雑な足音を残し大慌てで逃げ出した。

「追うか？」

　シロの問いに首を振り、電柱の辺りを探った。

　小さめのポリタンクが落ちていた。中身は空だった。

　間抜けめ。こんな証拠品を残してどうするのか。

　少し迷い、私はポリタンクを家の中に放ほうり込んだ。

　証しよう拠こ隠いん滅めつ、というわけだ。

「今の、電柱の陰にいたのは男女どちらですか？」

「匂においからすれば男だろうが、言った通り、確証はない」

「そうですか」

　答え、私はしばらく待った。徐々に火が大きくなり、野や次じ馬うまがたかりはじめ、その中にまぎれる。誰だれかに見られる前にシロは姿を消した。

　騒ぐ野次馬、あるものは携帯電話で写真を撮り、あるものは電話で実況中継をしていた。まさしくお祭り騒ぎだ。

　やがて、火の音か、外での騒ぎか、多分その両方に気がついて目を覚ましただろう義ぎ父ふが母の手を引いて玄関から姿を現した。

「離してえ！　みさとちゃんが、みさとちゃんがまだ中にいるの！」

　半狂乱の母が叫び続ける。

　困こん惑わくする義父、上う手まい言い訳を思いつけずに必死で手を引っ張っているが、打ち上げられた魚のように暴れる母を押さえきれずにいた。

　義父は助けを求めるようにして周囲を見るが、母の異様さに周囲の人間は引いていた。

「お母さん」私は野次馬の中から姿を見せ声をかけた。

　ぴたりと母の動きが止まる。

「咲さ希きなのね、咲希……あなたが火をつけたのね！　そうなんでしょう、みさとちゃんを殺すために！　なんて恐ろしい子！　この悪魔！」

　悪魔、とは私も出世したものだ。胸中で苦笑する。

　いっそ、この身が悪魔ならばよかった、私はただの十四歳の女の子だ。

　私はゆっくりと、一音一音、刻み込むようにして、言葉を紡ぐ。

　呪のろいのように、言葉を紡ぐ。

「死んだみさとを、どうやってもう一度殺すの？」

　引きつる母の顔、がたがたと震え、力尽きるようにうなだれる。

　義父は安あん堵どの表情で母の肩に手をかけて、説得を重ねる。

「咲希さんの言う通りだよ、みさとちゃんはもう死んだんだ。だからあの家には誰もいない、さあ、危ないから離れて」

　よかれと思って言ったのだろう。力が抜けたのを理解の証あかしと判断したのだろう。

　結果として、義ぎ父ふは最悪の地雷を踏んだ。

「いやあああああああああああああああああああああああああ！」

　ひたすらに甲高く、耳が裂けてしまいそうな悲鳴。

「あなたまで、あなたまで咲さ希きの味方なの！　私を騙だましてたのね、私を置いていくのね、ひどい、ひどい、もう嫌、もう全部嫌、助けて！」

　手負いの獣のごとくに暴れだし、空いていた右手で思い切り義父の頬ほおを殴った。

　途端真っ赤になる義父の顔、左手で殴られた頬を押さえながら、激情に任せて母を殴り飛ばした。

　つまり、手を離した。

　地面に転がる母、素早く立ち上がる。

「待ってて、すぐ助けるからねみさとちゃん。みさとちゃん。私と二人で幸せに暮らしましょう、みさとちゃん、みさとちゃん」

　切せつ羽ぱ詰つまった声、目の焦しよう点てんが合っていない顔、正気を失ったまま、赤々と燃え盛る家へと突っ込んでいった。

　義父は後を追おうとして、火の勢いに怯ひるみ、煙と炎ほのおを吐き出している玄関扉の前で立ちすくんだ。

　その頃になってようやく遠くからサイレンの音が聞こえ始めた。

　私はその場を離れた。もう、見るべきものはなかった。

　一つ、しがらみが消えた。

　目立たない、狭い路地裏に移動し両側を挟む塀に背せ中なかを預け、シロを呼んだ。

　塀の上に、すっ、とシロが現れ、つぶらな黒い瞳ひとみで私を見下ろす。

　私は見上げ、今日は月が出ているのだと、はじめて気がついた。

　柔い月光を浴びた白はく銀ぎんの狼おおかみはひどく神秘的で、人の世の外にあるものなのだと改めて実感させた。

　目を細め、髪かみをかき上げ、手を伸ばしたが、白銀の狼には手が届かなかった。

「君の母親は……助からんだろうな」

「そうでしょうね」

「悲しくはないのか」

「さあ」私は微笑を浮かべた、顔の筋肉を動かしてつくる完かん璧ぺきな笑み。「どうでしょう」

　シロが痛ましげに呟つぶやく。

「無粋なことを聞いてしまったな」

　首を振り、私は話題を変える。

「火をつけたのは私のクラスメイトです」

「いるのだな、形なり振ふり構かまわない者が」

　シロは随分と意外そうな顔をした。

「私の敵てきは命を奪う度胸もない連中ばかりだと思っていたんでしょう？　陰でこそこそして、表では無難で、力も誇ほこりもない脆ぜい弱じやくな人間だと、馬ば鹿かにしていたんでしょう」

　私もまた、その一人だ。

「違いますか」

　図星なのだろう、シロは曖あい昧まいな表情をして何も言わなかった。

「咲さ希き、いったいどうしてそんなに怒っているんだ」

　鈍い。

「学校だって、安全じゃないんですよ」傍そばにいてください。

　素直な言葉は胸中にとどまったままだった。

　私は何をやっているのだろう。

　蚊帳の外に、独り。

　弱い人間のまま、強い狼おおかみの陰に隠れ、寂しがり屋の女の子をしている。

　シロは、私の台詞せりふの意味を、掴つかみあぐねていた。

　私は背伸びをして、シロの頬ほおを撫なでた。

「……馬鹿」

　拗すねた呟つぶやきはひっそりと闇やみの中に消えた。



　警察だの葬式だの病院だの新しい住まいだの、やることはそれこそ頭がおかしくなるぐらいあった。義ぎ父ふはほとんど何の役にも立たなかったので大半を私自身の手で処理した。

　シロはやはり時折姿を消し、血の匂においを漂わせて戻ってきた。

　新しい家はたまたま空きがあったマンションの四階でリビングを除いて部屋が三つ、義父の部屋、私の部屋、空き部屋、となった。

　警察には何もわからない、と話した。放火の方向で捜査をするそうだ。怨うらまれるようなことがあったか、との問いにも首を振った。

　何度か呼び出され、応接室、とでも呼ぶような部屋のソファーで差し向かい、同じ話を繰り返す。

「心当たりはありません」決まりきった答え。

「そうですか」と、対応にあたっている刑事は言った。「最後に聞きたいのですが」

「はい」

「お母さまになにか奇妙な様子はありませんでしたか」

　何もかもがおかしかったです、とは言わなかった。

　彼らは母を疑っていた。正気を失っていた母が放火したのではないのか、と。

　最後まで、母は翻ほん弄ろうされるだけの人生だった。

「何もありません。立派な母でした」

　わずか目を伏せ、長い黒くろ髪かみの陰に表情を隠した。

　ふう、と刑事はソファーの向こうで重苦しい溜ため息いきを吐ついた。

「元気を出してください」

　義理臭く、刑事は言った。

「はい」儀ぎ礼れい的に私は答えた。



　諸もろ々もろ終わった頃には九日が経過していた。

　忙しい日々だった。『異邦人』は残り三分の一からまったく先に進んでいなかった。主人公の裁判は最初の証言者から停止したままだ。

　義ぎ父ふはリビングで林のようなビール瓶に囲まれ、苦しそうに寝ている。その姿に興味はない。ただ、そういう人で、そういう風に悲しみを表現しているのだろう。

　私は何も言わず、放置して学校へと向かった。

　九日の間に、秋はいちだんと深まり、冬の背せ中なかが遠くに見えるようになっていた。

　空は高く、日差しは脆もろく、風は冷たく、冬服の上にもう一枚欲しくなる。

　黒いセーラー服は、丁ちよう度ど、喪も服ふくのようだった。

　喪もに服するつもりなど、私にはなかった。

　久しぶりの学校は相変わらず、退屈で、よそよそしい場所だった。

　青あお虫むしは、いなかった。他ほかはみんないた。

　恐怖の視線も、騒がしい司つかさも無視して、私はギブスで固めた腕うでを吊つっている優等生に声をかけた。

「その腕、誰だれに折られたんですか？」

　挨あい拶さつもなしにそう切り出す。

　優等生は驚きと怯おびえの混ざった顔をして答えた。

「こ、転んだだけ……だ」

「そう、それならいいんです」私は意味深に微笑ほほえみ、続ける。

「ポリタンク」

　優等生の顔が引きつる。

「返した方がいいですか」

「な、なにを」かちかちかちかち、歯の鳴る音がした。目に見えて震えていた。

「家の近くに落ちてたんです。放火された夜に」

「知らない！　俺は何も知らない！」

　悲痛な叫び。体が弱っていると、心のガードも甘くなる。

　状況証拠としては、もう充分だ。

　彼が従犯ならば、主犯は決まったようなものだ。

　確認は終わった、もう用はなかった。

「悪いのは俺じゃない！　全部あいつが悪いんだ！」

　立ち上がり、大きく叫び、すぐに、力尽き、机に突っ伏した。

　遅れて聞こえる、すすり泣き。

　私は肩をすくめて、席に着いた。

　司つかさが少し困ったような――彼女には珍しい――曖あい昧まいな笑顔で告げる。

「さっちゃん、やりすぎだよ」

「あれは」ちらり、すすり泣く優等生に目線を飛ばす。「自業自得でしょう」

「誰だれも彼も、さっちゃんみたいに強く振る舞えるわけじゃない、それぐらいわかるよね」

　説教のような物言いだった。

　視線を逸そらし、窓の外を見た。冷たい空気、風の波紋がグラウンドの上を通り過ぎる。私は髪かみをかき上げ告げる。

「用がないなら、放ほうっておいてくれませんか」

「髪をかき上げるのって、さっちゃんの癖くせなの？」全然関係がない話題だった。

「用がないなら、放っておいてくれませんか、と私は言いましたよ」

「わたしがさっちゃんと話をしたい、それが立派な用事だ、とわたしは思いますよ」

「……たぶん、癖です」

「似合うよ、クールな感じで」何が楽しいのか、満面の笑みを浮かべている。

「わたしも髪を伸ばしたいんだけどね、くせが強いから諦あきらめたの」

　自身のくせ毛に両手を添そえ、ふよふよと揺らす。

「そうですか」

「遺伝だから仕方ないんだけどね、お母さんもひどいくせ毛、梅雨になると母娘そろって実験に失敗した科学者みたいになるんだよ、今度見に来る？　写真あるから」

　添えた両手を開き、爆発した頭のジェスチャー、おどけて笑う。

「私の髪も」自身の髪を撫なでる。長い、長く伸ばした黒い髪。「遺伝です、お母さんの」

　炎ほのお、炎の中へ、お母さんは、死んだ妹の名前を呼びながら――

「お母さんのこと、好きなんだ」

「いいえ」私は答えた。「嫌いです」

「嘘うそだよ」

　断定の強い口調だった。

「そうだとして、何の意味があるんですか。もう死んだ人です」

　もう一度、髪を撫でた。さらさらとした手触りで、ずっとずっと昔に触れた母の髪によく似ていた。

「意味はあるよ。好きな人のことを覚えているのが無意味なわけないじゃない」

「無意味ですよ。死は、ただの死です。記憶は、ただの記憶です。あなたが勝手に意味を見み出いだしているだけです」

「さっちゃん」司つかさの笑顔が曇った。それは、今までの明るさが全て嘘うそだったような、根深い闇やみを思わせた。私自身を映したような暗い顔だった。

　そして、私にはない、深い悲しみと憐あわれみの顔だった。

「わたしはさっちゃんに会えて嬉うれしいと思ってる、それすら意味がないなんて――」

　人の胸を射るような、痛みにも似た、優しさ。

「悲しすぎるよ」

　私は立ち上がった。

「無意味ですよ、あなたにとってどうであれ、私にとっては無意味です、私はあなたに興味はありません」

　突き放すように告げ、教室を出た。

　司は引き止めなかった。髪かみを掴つかみもせず、声をかけもしない。

　学校に来るべきではなかった。そもそも、教科書は家と一緒に燃えてしまっていた。学校に来る意味はすでに失われていた。

　断絶するように、強く、ドアを閉めた。



    

  
    
      



    

  
    
      　小さな棘とげが、胸の中に刺さってしまったようだった。

「シロ」廊下を歩きながら、呼びかける。

　返事はなかった。

　なんだか、ひどく面めん倒どうになってしまい。私は保健室に向かった。保健室には誰だれもいなかった。私は空いているベッドを勝手に占拠し、昼寝……ではなく朝寝をした。

　布団に包まって体を丸めて、子どものように眠るのはいつだって気持ちがいい。

　だが、傍らに白はく銀ぎんの狼おおかみはいなかった。

　暖かく、獣の匂においのする狼はいなかった。欠落、手に入れてしまったからこそ、感じてしまう。何もないならば、何もない方が、ましだったのかもしれない。

　そのうちに私はうつら、うつら、と……



　ぞわりと、全身に悪寒がした。

　全身のバネを使って、ベッドから跳び起き、床に着地する。

　一瞬前まで私の頭があった枕に鋭するどいナイフが突き刺さり、その衝撃でベッドのフレームがくの字に折れ曲がった。

　おおよそ、人間の力ではなかった。

　彼女に、なにがあったのか。カーテンの隙すき間まから差し込む赤光を浴びて一つの炎ほのおのように凛りんと彼女が立っていた。

　随分と眠っていたようだ。保健室の壁掛け時計はすでに放課後の時刻をさしていた。

「寝込みを襲おそうとは、やってくれますね」

　青あお虫むし、未いまだに本当の名前を知らない。

　ぎらぎらと輝く右の目、包帯に覆おおわれた左の目、逆手に構かまえたナイフ、薄手の夏服、短いスカートに白いニーソックス。

　清すが々すがしいまでに尖とがった、敵意。

　敵意が冷れい静せいさを呼び起こす。ずっと持ち歩いたまま使わなかったナイフを取り出し、ブレードを起こす、ぱちん、とロックの音がして刃やいばが固定される。

　青虫が硬直する。

「なんで、あんたがそのナイフを持ってるんだ。それは彩あやのナイフだろ」一目で見抜いた彼女へ短く答える。

「ちょっと借りてます」

　狂ったように青虫が笑い出す。

　どこかいびつで、どこか病んだ、狂気の笑顔。

　悲ひ哀あいにも似たそれは、何かを捨てた、何かが壊れた人間の顔だった。

「狂いましたか？」

「あんたと同じくらいにね」

　空いた左手で包帯に隠れた左目を押さえ、身を反らし、短い髪かみを揺らし、なおも彼女は笑い続ける。

「あたしはさ、魔ま法ほう使つかいに魂たましいを売って、あんたと同じになったんだ」

　彼女の指先が、乱雑に結んだスカーフを解く。

　ふわりと落ちる赤い布、黒い生地の隙すき間まから露あらわになる白いすべらかな胸元。

　刻み込まれた、赤の傷。

　アルファベットのエヌ、その上端と下端を長く伸ばしたような記号。

　ドクン――心しん臓ぞうの音が、急に大きく聞こえた。

　あれは文字だ。あまりに突然、そう悟った。

　否いな、思い出したのだ。

「つまり」ドクン、ドクン、ドクン、鼓こ動どうが、強く、強く。「あなたも人間を捨てようとしているんですね」

「ああ、そうさ、その通りだ」高揚する声。

「なんのために」ドクンドクンドクン――

「欠落を埋めるために。彩あやを失った空白を埋めるために」

　なんて、切ない。

「どうして私を」

　なんて、愉ゆ快かい。

「理由なんてない、おまえだけだ、おまえの顔だけが浮かんだんだ！」

　彼女は狂気し、私は狂喜する。

　彼女は敵てきだ。私のための敵だ。私だけの、私と対等の、私の敵だ！

　全身の細胞が喜き悦えつの声を上げる。

　白はく銀ぎんの狼おおかみが心に差し込んだ光ならば、目の前に立つ彼女こそは闇やみ。

　安あん寧ねいの闇だ。

　加速する崩壊。世界が崩れる。私が、生まれ変わる。

　ナイフが二つ、蛍光灯を反射して光る。互いの目に、互いが映る。

「おまえの命で、彩を失った空白を埋めてくれ、心の空白を埋めてくれ！」

　直線を描く刃やいば、曲線に揺れる包帯、刹せつ那な逆立つ髪と迅雷の踏み込み。

　私の首筋に吸い込まれていくような素早い一いつ閃せん。

　軌跡の端にナイフを置き、ぎりぎりで防ぐ。刃と首筋の間にナイフを挟みこんで死を遠ざける。

　静せい寂じやくの保健室に金属同士が擦こすれる耳みみ障ざわりな音がひどく大きく響く。

　歯を食い縛りながら互いに刃を押しつけ押しのけ力を込める。

　のしかかるような体勢で刃やいばを押しつける青あお虫むしはまだ余裕さえ感じさせるのに、私の手はもう痺しびれが襲おそってきていた。

　唇くちびるを引き締めて青虫の顔を睨にらみつける。ぎらつく右目、油断は一ひと欠片かけらもない、満ちに満ちた殺意。

　ドクン、ドクン、ドクン、ドクンドクンドクン。

　三つの心しん臓ぞうが脈打ち、早鐘の如ごとくに身の内を響き渡り、熱く、熱く昂たかぶらせ、

　力が満ちる。

　強引に体勢を立て直して拮きつ抗こう状態まで持ち込む。

　わずか青虫の瞳ひとみに焦りが宿った。

　私は、微笑ほほえむ。

　瞬間ナイフを右にずらし、力ずくで青虫のバランスを崩す。

　がら空きになった腹部に膝ひざを叩たたき込む。

　潰つぶされる虫のようなくぐもった呻うめき、落ちる上体。

　逃さない。

　左の肘ひじを振り上げ顎あごを打つ。完全に泳ぐ青虫の体、開きつつある距離。

　身を沈める、左足を軸に体を回転、反動をつけての蹴けりで後方へと飛ばす。

　鈍い、骨の砕ける音、青虫の体は割れた窓ガラスへ向けて直進。

　だん、と窓枠が震える音、歪ゆがんだ窓枠が吹き飛び、カーテンレールが落ちる。

　窓ガラスの破片が夕焼けに赤く輝きながら青虫の上に降り注ぐ。

　まだ、終わらせない。

　体が震えた。肌を覆おおう黒い痣あざが震えた。

　使え、と叫んでいた。

　――血の道歩き屍しかばね積み上げる人の世の忌み子に相応ふさわしい業ごうを――

「『弦げん月げつの影かげ』よ！」

　右のナイフを左へ持ち替え、わななく鞭むちの柄を袖そで口ぐちから引き抜く。

　何千年も使い込んだ道具のように、それの使い方を知っていた。体に染み込んでいた。

　全身を使う、腕うでを振り、脚あしを踏み出し、髪かみを乱し、鞭を振る。

　野生の舞踏。

　鋭するどく長い風切り音、黒の鞭がナイフの鋭さと斧おのの重さを持った嵐と化して、狭い保健室の全てを蹂じゆう躙りんする。

　ベッドを貫き、床を砕き、天井を切り裂いて薬品棚をなぎ倒し、破壊を撒まき散らす。

　無軌道の破壊の終点には、膝立ちの青虫がいる。

「これで、終わりです」

「終わらないさ」

　青あお虫むしの左手はごく無造作に、短い髪かみのすぐ横で鞭むちの先端を握り締め、止めていた。

　だが、その掌てのひらは裂け、血が流れている。

　息も荒い。消耗している。闘志は衰えていない。

　薄い夏服を揺らし、ゆっくりと青虫が立ち上がる。右手には未いまだナイフを、左手には未だ『弦げん月げつの影かげ』の先端を握り締めたままだ。

　くくっ、と、彼女の口元から笑いが零こぼれる。

「鞭とはね、あんたにゃ似合いの武器だよ」

「お褒ほめにあずかり光栄です」

　軽口を返しながらも彼女の手から制御を取り返そうと鞭を揺らす。だが逆にじわじわ手繰り寄せられ、上履きの踵かかとが床のタイルと擦こすれ耳みみ障ざわりな音を立てた。

　苛いら立だち。このままでは彼女の間合いに引きずり込まれる。まずい状況だ。

「シロ！」

　募つのる焦りに思わず口走った名前は虚むなしく木霊こだまする。

「いないんだろ、あんたを守る狼おおかみは。さあ、どうする、無防備な赤頭ず巾きん」

「それだと私は食べられてしまいますよ」

　苦味を隠しながら、吐き捨てる。

「似たようなもんだろ、食われるのも結婚するのも、一つになる、という意味ではまったく同じ」

　じり、じり、力は彼女の方が強い。

　何かが起これば、気を逸そらす何かが――

「あんたの狼、死ぬよ」

「何を馬ば鹿かな！」

　隙すきができた、私の側にだ。叫びと同時に青虫は思い切り鞭を引いた。

　つんのめりながら、吊つり上げられるようにして宙を舞った。羽ばたく髪、なびくスカーフに、ふわりと広がるスカート。

「馬鹿だね、あんた。鞭、離せばよかったのに」

　青虫のナイフが私を貫こうと待ち構かまえる、点のような切っ先に吸い込まれていく。

　鋼はがねの光を前に頭が冷えた。繋つながっているのは向こうも同じだ。

　左手で握ったままのナイフを青虫に向けて投とう擲てきする。

　軽い音を立てて、青虫の右肩に突き刺さる。薄い夏服を貫いて揺れるナイフの先端。

　空になった左手を突き出しながら私は落ちる。

　交こう錯さく、激突、そして、揃そろっての転倒。

　自由になった『弦月の影』を引き、柄で床を強く叩たたいてその反動で立ち上がる。

　一泊遅れ、首を振って短い髪を揺らしながら青虫も立ち上がった。

　左手で、ナイフを握っていた。肩口を貫いたナイフの柄を握っていた。

「相打ちですね」

　私は、左手をゆるゆると、痛みをこらえながら持ち上げる。

　青あお虫むしのナイフが掌てのひらを完全に貫通し、その切っ先をぬらりと赤く輝かせていた。

　互いに無造作に引き抜く、夏服の肩が赤に染まる、掌が血で濡ぬれる。

　ごぼり、と一塊になって血が零こぼれ、皮ひ膚ふを伝って床に落ちた。

「忘れませんよ、この屈辱」

　舌先で左の掌を舐なめる。苦い鉄の味、舌が夕焼けよりも赤い朱に染まった。

「あたしは、まあ、許せるけどね」引き抜いたナイフを指先で掴つかんで軽く振る。「彩あやのナイフにつけられた傷なら、許せる」

「いかれてますね」笑いが漏もれる。それでこそ、人間を捨てた私の敵てき。

　青虫は穴の開いた夏服の肩を軽くすくめた。

「言っただろ、あんたと同じぐらいには狂ってる」

「ずいぶんと熱烈じゃないですか」

　儀ぎ礼れいめいた薄い笑み、引き戻した『弦げん月げつの影かげ』を軽く振るう。

「では、仕切りなおしましょうか」

「いや、あたしは帰る」



    

  
    
      



    

  
    
      「逃げるんですか」

「疲れたんだよ。こっちはあんたほど頑丈にできてるわけじゃないし、彩あやのナイフも手に入った」

　言って、彼女はナイフの刃先に口付けた。色の薄い唇くちびるが鋼はがねの中に映りこみ、わずか湿った音を立てる。

「あたしは強くなるよ。彩との最後の絆きずなでもっともっと強くなる。世界をまるごと敵てきに回しても、神さまが立ちふさがっても、あんたが、また私の前に立っても」

　冷ややかな右目の眼まな差ざし。どす黒い輝きと、粘るような炎ほのお。

「もう、あたしにはこれしかないんだ」

　揺らめいて、弧を描くナイフの先端、鮮やかな手つきでブレードを収め、薄い夏服を翻し一息に跳躍する。教室の中ほどから一気に窓枠へ。

「最後に一個だけ、あんたの狼おおかみが危ないってのは本当だ」

　青あお虫むしは包帯をなびかせながら窓枠から足をどけ、軽く後ろへ跳ぶ。

　ほとんど反射的に青虫のナイフを投げつける、掌てのひらの傷がじくりと痛んで狙ねらいが逸それた。

　危なげもなく青虫はそれを手で受け止めて、右目と口元だけの笑みを浮かべた。

　さばさばとした、シンプルな笑顔。傷ついてなお、強く。

　一瞬だけ、見み惚ほれた。

　ふわりと揺れるスカート、波打つショートの髪かみ、グラウンドに着地して、再度、後方へ跳んだ。

　それだけで、彼女はグラウンドの半分を渡った。

　彼女の言葉が気になっていた、追いかけるのはやめ、保健室から出た。

　廊下に一歩出ると、人だかりができていた。

　派手に騒ぎすぎたようだった。

　しかし、誰だれも私に声をかけてはこなかった。椎しい名な司つかさの姿はなかった。

　髪をかき上げ、スカートを翻し、校門を出る。

　シロを呼ぶが、返事はない。

　私は、森へと向かって、歩き出した。

　左手の傷は恐ろしい速さで治っていった。



　バンダナ男の屋台の傍そばにシロはいた。

　カウンターの座席に身を伏せ、じっとしていた。

　怪け我がをしているようで、白い毛はところどころが赤黒く汚れている。

　無事、とはいえないが、生きてはいた。

　私はシロの前に立ち、髪をかき上げる。

　強くなる夕暮れの風が、西へと髪かみをなびかせ、流線を描く。

「……バカ」

　シロが申し訳なさそうに呻うめいた。

　耳を伏せ、尻尾しつぽをまたの間に挟んで、しゅんと縮こまっていた。

「おや、お嬢ちゃんの到着か」相変わらず、屋台の中でカップを磨いていたバンダナ男が口を挟む。

「いやいや、びっくりしたね、ここで客を待ってたら血だらけになった狼おおかみ君が飛び出してくるんだ。ちゃんと手当てはしておいたから感謝してくれていいよ」

「ありがとう」

　素直に答えた。カップの割れる音がした。失礼な反応だった。

　サングラス越しの瞳ひとみが驚きよう愕がくに染まり、わななく指でこちらを指す。

「あのつっけんどんで人間嫌いオーラを発していて凄すごく露ろ骨こつにバリアー張り巡らしているお嬢ちゃんが『ありがとう』だなんて……聞いたか狼君！　これはもう世界が明日滅んでも仕方がないような絶望的かつ、画期的かつ革新的な一歩であり、全人類の大きな一歩といっても過言ではない――」

「うるさい黙れ」

　ぺらぺらと喋しやべっているバンダナ男の顎あごを下から殴った。

「へもあっ！」

　舌を噛かんで悶もん絶ぜつするバンダナ男、仰あお向むけに倒れ、ごろごろと地面の上を転がり、ピンクのエプロンが土つち塗まみれになっていった。

　私はバンダナ男を放置し、倒れているシロの耳を持ち上げて囁ささやく。

「負け犬」

　三割ほど、シロが小さくなったように見えた。

「相手は、『森の王』ですか」

　シロが目を見開く、持ち上げなかった方の耳も跳ね上がる。

「何のことだね」小さく呟つぶやく、顔には、何な故ぜそれを知っているのか、と書いてあった。

「気付かないはずはないでしょう、『音おと無なき歩あゆみ』が死んだとき、私は傍そばにいたんですよ」

　シロの宣戦布告を、『森の王』の決断を、私は聞いていたのだ。

　そして、これは私の贔ひい屓き目めだと自覚した上での思考だが、シロが、他ほかの相手に負けるはずがないと思った。たとえ、一対複数でも、それは変わらないだろう。

　困ったような顔をしているシロの額ひたいを人差し指で突いた。

「ねえ、私を足手まといだと思って黙っていたんでしょう」

　また突いた。

「どうなんですか？」

　答えるまで突く。

　なかなか反応がない。

　頬ほおを引っ張る方に切り替えようかと思った頃、彼は伏目がちに呟つぶやいた。

「すまなかった」

「怒ってません。全然、怒ってません。本当ですよ」

「いや、それは嘘うそだろう」

　頬を引っ張ることにした。

「怒ってません」ただ、少し寂しかっただけです。

「ひゅまん」

「『すまん』じゃありません。死ぬなとは言いません、戦場に行くなとも言いません、それは必然であり必要です。私情は挟みますが、感情は挟みません」

　縦々横々と頬を引っ張り、最後に思い切り手を離す。

「ふおおおお」シロは辛つらそうな声を上げながら、必死で頬をカウンターに擦こすりつける。

「私も行きます」

　宣言と同時に『弦げん月げつの影かげ』をセーラー服の袖から引き抜いた。

　戦士の直感、闘争の経験、ただの反射、振りぬく鞭むちの一撃を避よけようと跳躍する。

　空を裂いた『弦月の影』、掠めた白はく銀ぎんの毛が数本散り、夕焼けの中で赤い銀と輝く。

　手首を返し、鞭の方向を変える。死角からの鞭がシロの前まえ脚あしを縛り上げた。

　時間にして二秒もない一瞬の戦闘――ドクン――充分すぎるほどの会話。

　シロはもがき、『弦月の影』を振りほどこうとするが、びくともしない。

「……それは？」

　諦あきらめたような、不ふ貞て腐くされたような仕草で、自由な後ろ足で耳の後ろを掻かいた。

「形を持った暴力、神の使った武器、『弦月の影』、どれでもお好きな名前でどうぞ」

　シロは奇妙な顔をした。困こん惑わくしているような、恐れているような、喜んでいるような、本能と理性と記憶が別々の判断を下したような――

　白銀の狼おおかみには、似合わない表情だった。

　私は何かを言おうとした。夕暮れが深まり、さらに静けさを増したような気がした。

　緊張感が、互いの間に満ち、

「うわー、おじさん死ぬかと思ったよ」

　空気を読めないバンダナ男が全てを綺き麗れいにぶち壊した。

「帰ります」

『弦月の影』を素早く収め、髪かみをかき上げて、シロが立ち上がるのを待つ。

「え、何それ？　ひどくない？」バンダナ男の困惑、汚れたエプロンから平手で土を懸命にはたくが、なかなか落ちず、サングラスの顔が情けなく歪ゆがむ。

「ひどいかもしれません。私の知ったことではありません」

　冷たく言い捨てた。この瞬間だけ真冬になってしまったぐらいに冷たい声だった。

　私は、この男が好きになれなかった。

「あ、待った。伝言が一つ。あの子どもたちから」

「何です？」

「また遊ぼう、だってさ」

「相変わらず、仲がよさそうでしたか？」

「ああ。特製ブレンドティーの名誉にかけて保証するね」

「頼りない保証ですがわかりました」横目でシロを見る。シロは頷うなずいている。「また遊びましょう、と伝えてください」

　バンダナ男は肩をすくめ、落ちたままだったティーカップを拾い上げた。

「ねえ、お嬢ちゃん。個人的な意見だけど、そういうのは直接言ってあげなよ。お姉さんなんだから、子どもたちには気を使わなくちゃ」

「そうですね」

　と、背を向け、ふと思い出し、首だけ振り向いて問う。

「どうでもいい話ですが、私と同じ年頃で、隻せき眼がんの人を知っていますか」

「いや、僕は知らないね。その前衛的な女の子がどうかしたのかな？」

「いいえ、ただの確認です」

　シロを促し、その場を去った。

　左手を強く、握る。傷はほとんどふさがっていた。

　少し、引きつるような痛みがあるだけだった。

　――全てのしがらみを捨て、本当の意味で人をやめたとき、また会いましょう――

　あの子どもたちも、捨てなければならないしがらみなのだろうか。

　そうだとしたら、どうするのだろうか。

　ドクン、心しん臓ぞうの音が、また、聞こえた。



　夜半、私たちは短い仮眠を終えた。

　満月が輝き、夜風はさわやかで、実によい日だった。

『森の王』に、挑むつもりだった。

　傷が治るまで隠れておこう、とは考えなかった。

　深い理由はない。浅い理由すらない。

　アルコール臭いリビングを通り抜け、シロにまたがり、森へと駆けた。

　真夜中の森は、深しん淵えんと暗く、微かすかな星明かりすら届かなかった。

　死の匂においに満ちた深き森、聞こえるはずのない数多の遠とお吠ぼえ、狼おおかみたちの声、むせび泣くようで、物悲しく響く。

　シロの首筋に耳をあて、目を閉じ、血流の音を聞いた。

　同じリズムで、私の心しん臓ぞうが脈を打った。

「街を出ないか、咲さ希き」走りながら、シロが告げる。

「どこへ？」

「遠くへ、誰だれも私たちのことを知らない場所へ」

　悪くない話だった。

　それはとても穏やかで、とても静かで、とても安らかで、

「きっと、幸せでしょうね」

　己の言葉が、恐ろしく寒かった。

　過去に愛されず、今に敵対し、未来に戦う。

　修羅の幸せなど、どこにあるのか。静せい寂じやくを願ってどれほど騒乱を繰り返すのか。

　あって欲しいと願うだけならば、許されていた。

　それだけだ。それだけでしかなく。

　それでもよいと、思っていた。

　終着点は暗い闇やみの中にしかないだろう。

　血の道を歩いて、屍しかばねを積み上げて、何を得ようというのか。

　戦を望む森の声がする、戦を望む街の声がする、戦を望む心臓の声がする。

　森の切れ目、ぽっかりと開いた空洞、微かすかな月光に照らされた広場、戦場の入り口。

　強く、大きな、灰色の老狼がすでに私たちを待っていた。

　月光を浴び、瞑めい目もくし、孤独な静せい謐ひつの中、『森の王』がいた。

「来たか。同どう胞ほう殺しと、その伴はん侶りよよ」

　活目、蝋燭ろうそくの最後のような、強い輝き。

　シロの背から飛び降りる、互いの存在を、その瞳ひとみに映す。

　多くの言葉は必要なかった。

「あなたを殺します」呟つぶやき『弦げん月げつの影かげ』を右手で引き抜いた。

　円を描いて周囲を巡り、鋭するどく高い音を立てて空を切る。

　一瞬の間を置いて、なぎ払った草が千切れ飛び、ひらひらと宙を舞い、落ちる。

　それが、合図になった。

　乱れる空気、森のさざめき、その間かん隙げきを縫いシロが『森の王』へと駆ける。

　瞬またたきの間に詰まる間合い、蠢うごめく影、槍やりと爪つめの二重奏。

　重音と軽音、爪と爪、影と風の激突。

　押し負けたのはシロ、白い影を貫いた風が身を浅く抉えぐり、銀の毛を散らした。

　攻撃と攻撃の空白を『弦月の影』が埋める。

　斜めに駆け、左方から鞭むちを振り下ろす。

　シロへの追撃に動いていた『森の王』は後退し回避。地面にぶち当たった鞭が土を巻き上げた。

　一瞬の目め晦くらまし、だが、それは風によりすぐに吹き散らかされた。

　シロの姿が視界から消える。

　跳躍、『森の王』の上、地に落とすための体当たり。

「『森の王』が精せい霊れいに命ずる。森で吹くあまた風、讃たたえよと叫ぶ風の声、渦うずを巻いて我が座となれ！」

　ごう、と風の音がした。

　小規模な竜巻が『森の王』を中心として巻き起こり、私たちは暴風をまともに受ける。

　白はく銀ぎんの狼おおかみは高く空を舞い弧を描いて地に落ちる、私は黒い花びらのように吹き飛ばされ背後の木に激突した。

　衝撃が全身を貫く、口の中に血の味が広がる、心しん臓ぞうの音が大きくなる。

　左手で口元を拭ぬぐう、消えない血の味、口の端から零こぼれて、赤いスカーフが濡ぬれる、木にもたれたままずり落ちる。

「森の中で、私に勝てるとは思わない方がいい」

　静かだが、傲ごう慢まんな宣言。

　目線を上げると文字通りの意味で『森の王』は君臨していた。何もない宙に浮き、地を這はう私たちを見下ろしている。

「なんで狼のくせに空を飛んでいるんですか」

　血の混じった唾つばが後から後から湧わいて出て、声すら血の匂においがした。

「知らんよ、まあ、父上ならばそれぐらいはやる」

　飄ひよう々ひようと私の数歩前にいるシロが答えた。

「事態、わかってますか？」

「私にわかるのは、『王手詰み』と呼ばれる状況に限りなく近いことぐらいだろうか」

　舌打ちを一つ、私は立ち上がり、スカートの土を平手で払って、乱れた髪かみを手て櫛ぐしで直し、『弦げん月げつの影かげ』を振り上げて駆ける。

　余裕たっぷりにこちらを見下ろす『森の王』を睨にらみつけ、真正面からなぐ。

　すい、と『森の王』は一歩分だけ上昇する。鞭は鋭するどい音だけ残して空を切る。

「大雑把な攻撃だ。そんなもの、何度繰り返しても私には届かんぞ」

　言葉と同時に視界に小さな歪ゆがみが見える、ナイフの切っ先のような歪みは徐々に大きくなり迫る。

　ひやりと嫌な汗が流れ、身を伏せた。

　頭の上をキン、と耳が痛くなる風音が通り過ぎ、さっき私がぶつかった木を横真っ二つに切断する。

　ずるずると木は中心からずれ、上半分が地面に落ち、土煙と緑の葉が舞い上がる。

　風の刃やいばを『森の王』は上空に陣取ったまま、次々と繰り出す。

　微かすかな予よ兆ちよう、神経を集中させ、それを一つ一つ『弦げん月げつの影かげ』で叩たたき落としていく。

　一つ二つ、三つに四つ、五つを超えて、八を過ぎ、十に届く。

　徐々に、捌さばききれなくなる。

　鋭するどい痛み、右みぎ頬ほおを掠めた風の刃が浅い切り傷をつくり、じわりと血が滲にじむ。

　風の刃は止やまず、傷を拭ぬぐう暇もない。

　だが、止まれない。私は舞踏か作業のように体を動かし鞭むちを振るう。

「温ぬるい、温いにもほどがありますよ、その程度ですか『森の王』！」

　叫びに、『森の王』は目を吊つり上げ強く吼ほえた。

　ほぼ同時にスカーフの端が風の刃に切れる。降り注ぐ不可視の刃の群れ、私は笑む。

「あなたの敵てきは、私だけではないのでしょう」

　小さな独り言。

『森の王』の背後、宙を舞う白はく銀ぎん、周囲の木々を利用しての跳躍と奇き襲しゆう。

　背後から襲おそわれながら『森の王』は笑んだ。

『森の王』は平然と私に背を向けシロに向き直る。

　シロと風の盾が激突する。空気の震えが音となり響き、強い風が下へと吹いて草木を揺らし、私を揺らす。

　舞い上がった砂から目を隠して手で覆おおう、なびく髪かみを押さえて首を振る。

　舌打ちを一つ、失敗した奇襲を忘れ再び迫る空間の歪ゆがみを『弦月の影』で切り落とし、

　音が、消えた。

　視界が黒く染まり、体の感覚が消え、気付けば、私は地に倒れていた。

　体が動かない。息が苦しい、肺が痛い。呼吸は、できる。

　なにが、起きた。

「どうかな、真空の味は」

　上空から、シロを弾き飛ばした『森の王』が私を見て告げる。

　頭に血が上って一瞬で冷める。

「やって、くれますね」

　苦しく、途切れ途切れの声は多分、届いてない。

　戦いは既に『森の王』のものになってしまっていた。

　趨すう勢せいは既に決し、シロは圧倒的不利の状況の中で懸命に挑んでいた。

　木々からの跳躍は風の盾に防がれ、影の槍やりは避よけられる。

　完かん璧ぺきな防御のもと、『森の王』は風の刃で小刻みな攻撃を繰り返す。

　流れ弾のようにこちらへ飛んでくる風の刃やいばを、シロはいちいち足を止めては防ぎ、また攻撃へと転ずる。

「……シロ」

　ドクン、ドクン、と心しん臓ぞうの音が聞こえる。胸の奥が燃えるようだった。

「くっ、はは」

　口の端から笑いが零こぼれる。

「足手まといじゃないですか、これじゃあ」

　力が足りない。強さが足りない。暴力が足りない。

　足りない、足りない、全然足りない。

「私は、」

　――ドクン――

「戦う」立ち上がった。

　じくじくじくじく、青あお虫むしに刺された掌てのひらが熱く、それ以上に心臓が熱く、笑いがこみ上げてくる。

　哄こう笑しようが、暗い空を焼く。

　二つの視線、四つの瞳ひとみ、灰の狼おおかみは驚きを、白はく銀ぎんの狼が皮肉な笑みを私へ向ける。

「話に聞く戦乙女のようだな」

　シロの世辞に、私は答える。

「そんなものと一緒にしないでください」

『弦げん月げつの影かげ』が応こたえるように一つ震えた。

　たんっ、と踏み切りの音、一挙動で走り、木を駆け上って頂点を蹴けって跳ぶ。

　高く、『森の王』を越えて、月光を浴び、鞭むちを振るう。

「生なま意い気きな小娘だ」

　愉ゆ快かい気げに告げる『森の王』、私は不敵に笑う。

　激突する『弦月の影』と風の盾。

　空気の軋きしむ音が中心で響く。

「落ちなさい、『森の王』！」

　ドクンドクンドクンドクンドクンドクンドクンドクンドクンドクンドクン――

　こもる力、敵意、怒り、負の感情、『弦月の影』が風の盾に食い込んでいく。

『森の王』は焦りの表情を浮かべる。

　風の盾を乗り越え、『弦月の影』が届き、『森の王』を打つ、散る灰色の毛、抉えぐれる肉と血、衝撃に揺らぐ。

　高低入り混じった不可思議な叫びが『森の王』の口から零れる。

　唐とう突とつに吹いた上からの風、フリーフォールのように私を叩たたき落とす。

　柔らかい土の上へ叩たたきつけられる、反射的に顔と心しん臓ぞうを庇かばう、鈍い痛みが全身を這はう、口の中を血の味が覆おおう、呼吸と同時に脇わき腹ばらが痛んだ。

　歪ゆがむ視界。未いまだ空に君臨する『森の王』が風の刃やいばを放つ。

　動けない私を庇うように、シロが割り込んで影かげの槍やりを壁のように伸ばす。

「助かり、ました」

　立ち上がり、弱く呟つぶやく。シロが振り向き、

「……誰だれ？」思わず聞いた。シロだ、目の前にいるのはシロだ、だが、何かが、違う。

　目だ、黒い瞳ひとみが、よりいっそう暗く……深い。

　見通すことのできない遥はるかな暗黒。

「ありがとう、君のおかげだ」

　その呟きの意味を私は理解できない。

「少し、思い出した」

　ドクン、ドクン、心臓が急に痛み始める。しめつけられるような、息苦しい痛み。

　顔をしかめる、シロが私を覗のぞき込む、絡んだ視線、異変に気付いた。

　瞳の奥だ。私の鼓こ動どうに合わせるように、奥底で、何かが、蠢うごめく。

　背を向けるシロ、『森の王』に向き直る。

　戦いの最中でありながら、あまりに静せい謐ひつだった。

　全ての音が消えてしまったかのようだった。

「果たして、私は、誰だ？」

　独り言のような呟きに、呼応して、影が広がっていく、地を這う影はドームのようにこの場所を包み込んだ。

　平面から、立体、半球を描き、空間を支配する。

　愕がく然ぜんとする『森の王』。周囲を包み込み、月光さえも遮さえぎる黒い領域の中でわななく。

「これが、きさまの本性か、『月つき喰くい』」

「多分、な」

　シロが答えると同時に、四方八方から影の槍が『森の王』へと迫る。

『森の王』は風の盾と刃とで、槍を片端から防ぎ叩き落とす。

「『森の王』、あなたの悪い癖くせだ」からかうようにシロが呟く。「目の前のことに集中しすぎる」

　死角から、蛇へびのように伸び上がった『弦げん月げつの影かげ』が『森の王』の足に絡み、地に落とす。

　間髪いれず、無防備な王を影の槍が貫いた。

　シロは影のドームを崩し、死にかけの父親の前に立つ。

　微かすかな息、消えそうな声、『森の王』は、焦しよう点てんのぼやけた目でシロを見る。

「おまえは、何者だ……覚えている、月げつ蝕しよくの夜だ。母の腹を食い破り生まれた、おまえは誰だれの種でもなく、生まれてきた、おまえは」

　ひゅーひゅー、と空気の漏もれる音がする。生暖かい、死の吐息だった。

「あ、あ、顔を、見せて、くれ、私の……息子、よ」

『月つき喰くい』は静かに見下ろしていた。言葉に答えず、行動もせず、ただ、見下ろしていた。やがて『森の王』は、その両目を閉じる。

　白はく銀ぎんの狼おおかみは、彫像になってしまったかのように立ち尽くす。

「シロ」

　名前を呼んだ。私がつけた、私だけの名前、私の狼の名前。

「笑えるとは思わないか」

　私は首を振ろうとして、止やめた。

　虚うつろにシロが笑う。

「お笑い種ぐさだ、何と茶番だ、私は異い端たんですらなかった。最初から何一つ縁なき異邦人だった。私は何のために殺してきたのだ」

　真実が彼を打ちのめす。

　哀れなシロ。その憎悪にすら意味がなかった。

　跪ひざまずき、シロを抱きしめた。鼓こ動どうの音を聞かせるように、シロの顔を胸で受け止める。

「私がいます」

「そうだ、君がいる……だが、だが、だが」

　抱きしめる手に、力を込めた。

「帰りましょう、ここにいても、何もありません」

　シロは首を振る、私は抱く手を緩ゆるめる。

「少し、一人にしてくれないか」

「わかりました」

　彼を解放し、立ち上がり、きびすを返した。一度も振り返らなかった。

「……私は、誰だ？」

　小さな呟つぶやきが微かすかな風に乗って耳に触れた。

　もう、後には引けない。

　何もかもが、既に遅い。

　私たちは、どこにも行けない。このまま進み続けるしかない。

　センチメンタリズムを打ち砕き優しい思い出を振り払う。

　全ては私たちが望んだことだった。



　来たときと同じようにそっと玄関を開ける。暗い部屋の中から血走った目の義ぎ父ふが私を見ていた。

　不快な目線だった。

　離れていても漂ってくるアルコール臭と甘ったるい何かの匂におい、加えてきつい体臭。鼻はな息いきは荒く、中年らしく少々弛たるんだ体は不健康な桃色に染まって、瞳どう孔こうは猫のように開いていた。

　まるで、発情期の獣だ。

「またお酒を飲んでいるんですね、義父おとうさん」

　何気なく口にすると義ぎ父ふは突然、血走った目で部屋中を何度も小心そうに見回し、てらてらと顔を光らせた。

　ゆっくりと、それこそゾンビのような歩調で私の方へと向かってやってくる。

　蹴けり倒そうと思えば倒せたし、逃げようと思えば逃げられたが、特に何もしない。

　目の前に立つとアルコールと妙みように甘い匂いがますます強くなる。

　ぴくり、と義父の眉が吊つり上がる。

「咲さ希きさんは、平気そうだね。お母さんが死んだのに」

「何年もまともに会話をしたことがありませんから」

「冷たいね。ところでさ、僕はずっと不ふ思し議ぎだったんだ。あの火事の日だけどさ。どうして咲希さんはあんなに早く外にいて、しかも荷物を持っていた。変じゃないか、どうしようもなく変じゃないか、まるで予知でもしてたみたいだ」

　義父は力なく笑う。

「君が、君が……殺したのか」

　客観的に見れば、あれは自殺だ。では、主観的に見たならば？

「さあ、どうなんでしょうかね」

　ははは、ははは、ははは、と、乾いた声で笑い、突然壊れた。

「その冷たい目で俺を見るな！　俺を馬ば鹿かにするな！　俺を俺を、俺を、俺を、お前みたいな小娘が、馬鹿に、馬鹿にしやがって！」

　叫びながら私の肩を押して突き飛ばす。

　勢いに逆らわず転がり、義父を見上げる。

　それが、義父の何かに火をつけたようだった。

　ますます呼吸を荒らげ、吐き気がするような臭においを漂わせながらのしかかり、腕うでを掴つかむ。

「どうしたんだよ、もがいたり叫んだりしてみろ！　ガキらしく泣いてみせろ！　俺を馬鹿にするな、謝れ、心の底から謝れ！」

　私は微笑ほほえんだ。目を細め、薄く唇くちびるを開いて舌を覗のぞかせる。

　誘う媚び態たい。

「意気地なし」

　銅像のように義父が硬直する。

「どうせ、何もできないくせに」

　言うと同時に強い力で頬ほおを打たれ、口の中が切れた。

　満ちる鉄の味、唇くちびるの端から、微かすかに零こぼれる。

「俺は意気地なしじゃない！」

　何一つ頭を使っていないだろう下卑た顔つき、荒い息を吐きながら、私の顔を掴つかむ。

「お前が悪いんだぞ、そんな顔で俺を誘うから、悪いのは俺じゃない、俺じゃないんだ。悪いのは全部お前だ！　俺は何も悪くない！」

　まったく、人間もまだまだ捨てたもので、こいつはつまらない男だ。

　私は全ての表情を消す。

「死にますよ、あなた」

　義ぎ父ふが一瞬、言葉を失った。

　見開かれ情欲と興奮に満ちた血走った目に困こん惑わくが加算される。

　掴まれた腕うでを振り解きながら、義父の体を床に叩たたきつけ、その反動で立ち上がる。

　逆転する立ち位置、私は見下ろし、義父は見上げる。

　何が起きたのか、泥酔した脳が理解するまでに数秒、全ての感情に変わり恐怖が義父を支配する。

「……魔女」

　義父の口から零れた単語は無意識的なものだったのだろう。

　なかなか、いいセンスをしていた。

「なるほど、それもいいでしょう」

　髪かみをかき上げ、氷湖のように静せい謐ひつで怜れい悧りな笑みを浮かべる。

　がたがたと震える義父、立ち上がろうともせず後ろへ下がり逃げ道を探す。

「私を魔女と呼びたいなら呼べばいい、あなたにとってそうである、ただそれだけの意味以外は持たないし、興味はない」

　セーラー服の袖そで口ぐちから『弦げん月げつの影かげ』を引き抜く、軽く左へ振る、アーチを描く黒い鞭むち。

「ひぃ、あ、あ、ああああ」

「さよなら」

　高く、『弦月の影』を掲げる、窓から差し込んだ月光が、闇やみの中に影を作り出す。

　一歩、影の中から、外へ。

　ふわりと揺れる髪、スカートの裾すそは流麗に、音のない、魔女の歩み。

『弦月の影』に、殺意をこめた。

　恐怖が限界に達した義父が強く叫ぶ。

　生き残る、それだけを考えて、叫び、がむしゃらに、前へ、駆け出した。

　床に転がるビールの缶を潰つぶし、瓶に脚あしをとられながら、転げているか走っているのかすらわからない無様な動作で走る。

　目すら、閉じていた。

　私は半身をずらし、義ぎ父ふの突進をかわす。

　ドアにぶつかりながら、何度もノブをがちゃがちゃといわせ、本当に転がりながら義父は家の外へ出た。

　悲鳴と足音、遅れて、ドアの戻る音。

「せいぜい、魔女の影かげに怯おびえて生きなさい」

　氷湖の声で呟つぶやき、『弦げん月げつの影かげ』をおさめ、自室からそろそろ返却期限が訪れる『異邦人』を持ってきて、窓を背に座る。

　淡い月光の光で続きを読み始めた。誰だれにも理解されなかった男の話を読み続けた。



　最後の一行を読み終え、本を閉じる。

　夜明けは間近に迫っていた。

　眠る気にはなれなかったが、目を閉じた。

　喪失をまた一つ。私の家族は失われた。

　ただ、家族という関係性以外何もなかったが、それでも家族だった。

　順繰りに思い出す。

　名前しか覚えていない妹、みさと。

　名前すら思い出せない実の父。

　名前も顔も思い出したくない義理の父。

　喪失に耐えきれなかった、私の母。

　ずっと昔、生まれたばかりのみさとに乳を飲ませながら、幸せそうに笑っている母を不意に思い出した。

「哀れな人」

　泣いてあげてもよかった。

　私は泣けなかったし、泣かなかった。

　それが、私だった。

「咲さ希き」

　窓の外で、シロの呼ぶ声がした。後ろ手に窓を開けた。

　何を言わずとも、彼は私の横に座った。

　身を横たえ、シロの腹に頭を預ける。

「父上をあの広場に埋めた、私は心しん臓ぞうを食えなかった」

「そうですか」

「終わった。私が憎んだ森は消えた」

「ええ、あなたの望みは叶かなった」そして、孤独を知った。

「私は誰だれだ」

　その言葉に答えることはできなかった。思い浮かんだのは一人の女の姿だった。

　緩ゆるいウェーブがかかった金の髪かみ、呑のみ込むような青い目の美しい女神。

「神さまにでも、聞いてみましょうか」

　冗談だと思ったのだろう、シロは笑った。無理をして笑った。

　無性にアルコールが欲しくなり、私は傍そばに転がっていた缶を手に取った。

　中身は空だった。

　スチール缶を握りつぶし、放ほうり捨てる、軽い音がフローリングの部屋に鳴る。

　丁ちよう度ど、夜が明けて、急に、部屋の中が眩まぶしく照らされた。

　空き瓶と空き缶が散乱するだけの、荒れ果てたひどい部屋だった。

　人間の住む部屋とは思えなかった。

　私たちにはお似合いだった。

　全部終わらせてしまおう、

　そう、思った。



    

  
    
      


三章　さよなら、向ける相手のいない言葉





　向かい風が強く寒い朝のなか、髪をなびかせ街を歩いていた。

　駅に向かう広い道で、野犬云うん々ぬんで街が騒がしいためシロは自身を影かげでカモフラージュして身を隠していた。

　シロはふさぎ込み語りかけても生返事をするばかり、家にいても気が詰まるだけだ。

　制服に着替えてはいたが、学校に行く気にはなれなかった。

　そもそも、私に行く場所はなかった。

「あ……」

　小さな呟つぶやきに、私は足を止めた。視線をやると、そちらには一組の親子連れがいた。

　肩の下までの髪をヘアバンドでまとめ、イエローのワンピースに同じ色の上着をはおり、ランドセルを背負った憂ゆう鬱うつに俯うつむく女の子。

　その手を引くのはクリーム色のカーディガンを着た品のよさそうな中年女性。楚そ々そとした外見に似合わず、歩く足は速く、急に足を止めた女の子を促すように、手を二、三度引いた。

「お姉ちゃん」

　女の子が顔を上げる。助けを求めるような視線が向けられる。

「ゆうか？」

　少し考え、私はどこにでもいる中学生のような顔をしてそちらへと近付く。

　微かすかに甘い香水の匂においがする。

「こんにちは」

　作り笑いを浮かべて二人に頭を下げた。

「あら？」中年女性――恐らくは、ゆうかの母親が疑問の笑みを浮かべて小首をかしげる。完かん璧ぺきな笑顔だ、完璧な作り笑いだった。

「はじめまして、ゆうかちゃんのお母さんですか」私は儀ぎ礼れいの匂いを悟られないように告げる。「私、何度かゆうかちゃんと遊んだことがあるんです」

「まあ、そうでしたの、この子と」

　ちら、とゆうかを見下ろす。びくりと、ゆうかが強こわ張ばった体を震わせた。

「ごめんなさいね、この子ってば何にも話してくれないものだから。ご迷惑でしょう」

「いえ、そんなことは」

　首を振り、ゆうかと目線の高さを合わせるように身を屈かがめた。

　作り物ではない笑顔、どうしようもなく冷たさが滲にじむ笑顔だったけど、ゆうかはどこか安あん堵どしたように表情を緩ゆるめた。

「また、遊びましょうね」

　ようやっと、ゆうかは微笑ほほえんだ。

「約束ですよ」と、小指を差し出し、指切りをして、立ち上がる。

　皹ひびが入った笑顔でゆうかの母親が口を開く。

「そろそろ学校に行かないと遅れてしまいますから」

「そうですね、引き止めてすいませんでした」

　作り笑顔が二つ、互いに軽く頭を下げる。

　母親はゆうかの手を引いて、有無を言わせず歩き出す。

「ばいばい、お姉ちゃん」

　力なく手を振るゆうかに手を振り返す。

　すれ違いざまに、もう一度、香水が鼻はなをくすぐる。

　その奥に不快な臭みを感じた。

　錯覚であり、真実だった。

　指切りをしたとき見えた。ゆうかの手首には火傷やけどの痕あとがあった。

　煙草たばこの火を押しつけたような火傷だった。

　立ち止まったままの私を、道行く人々が邪魔そうに避よけて歩いていった。

　足元で、コンクリートの地面が砕ける音がした。私が踏み砕いた音だった。

「あれ、ゆうかの母ちゃん」

　いつのまにか傍そばにいたコウが告げた。

　ブラウンの膝ひざ下したズボンに群ぐん青じようのトレーナー、黒いランドセルを背負っていて、短く不ふ揃ぞろいに切った髪かみの下には怒りとも悲しみともつかない表情が浮かんでいた。

「で、しょうね」少し、面おも影かげがあった。

「……なあ、お姉さん、結婚ってさ、好きな人同士がするんだよな」

「そうですよ」

「なんで毎晩喧けん嘩かしてんだろ、仲良くすればいいのにさ」

「仲良くできないから喧嘩するんです」私は一瞬だけ目を閉じて、息を吐いた。白い吐息が朝の人ごみの中に消えていく。

「仲良くするより、喧嘩する方が簡単ですからね」

「そう？　おれは喧嘩するより仲良くする方が簡単だと思うんだけどな」

「ええ――」心にもないことを、告げる。「そうかもしれません」

　コウは不ふ思し議ぎそうに首をかしげ私を見つめる。私は優しくコウの頭を撫なでた。

　赤く染まるコウの頬ほお、顔を逸そらし、照れくさそうに頬を掻かく。

「子ども扱いしないでくれよ」

「子どもでしょう」

「ちぇっ」拗すねたような声で、唇くちびるを尖とがらせる。「なんかずるいよお姉さん」

　私は唇を緩ゆるめて、柔らかく告げた。

「女の子はみんなずるいんですよ」

　頭を撫でた手を後頭部へ移し、道の先へと軽く押す。

「遅刻しますよ、学校」

　押されたコウは素直に歩き出し、一度振り返る。

「……おれ、さ、どうやったらゆうかを守れるかな？」

「そのまま、あの子の傍にいてあげてください」

　私は学校とは逆方向へ向けて歩き出した。

「おれ、はやく大人になりたいよ、お姉さん」

　聞こえなかったふりをした。

　私は何も言えなかったし、何もできなかった。

　そして、ゆうかは助けを求めなかった。ただ、怯おびえていただけだ。



　まだ早朝といってもよかったが、屋台は開いていた。

　注文の紅茶が漂わせる湯気は相変わらず暖かく、香りは優しい。

　指先の熱は心を溶かすには足りない。

「悩み事？」紅茶の缶を取り出し、しげしげと眺めながらバンダナ男は問うた。

「考え事です」

「あの子どもたちのこと？」

　私は爪つめの先でカップの腹をはじき、紅茶を飲み干した。

「さあ、どうでしょうか」

　バンダナ男が無言で肩をすくめ、空のカップに紅茶を注ぐ。

「たとえばさあ、僕が世界で一番強いナイスガイだったとする」

　眉み間けんにしわを寄せ、視線を尖とがらせ、再び満ちたカップに口をつけた。

「うん、まあ異論はあるんだろうけどたとえ話だから置いといてよ」

　苦笑を浮かべ、屋台の内側から数枚がパックになった市販のチョコレートクッキーを取り出し、小皿に並べる。

「だからって、目の前で泣いてる子どもを泣き止やませることができるとは限らない、それが現実」

　差し出されたチョコレートクッキーを一枚、口の中へと入れた。

　多少甘すぎるが紅茶との相性は悪くなかった。

「できないことはやるな、そういう話さ」

「夢がありませんね」

「そりゃ現実だからね。人に人は救えないよ、神さまにだって救えないものをどうやって人が救うのさ」

　皮肉っぽくサングラスの下にある口を歪ゆがめて、肩をすくめた。

　私はカップから口を離し、一度カウンターの上に置いた。

「空を飛ぶ鷹たかは地を這はう虫を理解できない。鷹を理解するのは鷹、虫を理解するのは虫です。神さまを持ち出す段階で間違えてますよ」

　バンダナ男は一瞬その意味を考え、すぐに手を叩たたいて笑い出した。よほどに愉ゆ快かいだったのか、片手で腹を押さえ、何度かカウンターを平手で叩き、笑い声混じりに告げる。

「じゃあ、お嬢ちゃんには誰だれも救えないじゃないか」

「今の皮肉には八十点をあげます」

　サングラスに反射する私の顔は冷たい。

　虫でも花でもなく、氷に似ている。

「その冷たい目、やめてくれないかな。僕はその目で見られるたびに踏んでくださいって頼みたくなるんだ」

　冗談とも本気ともつかない口調だった。サングラスに隠れた目は真意を読ませない。

「ところで、お嬢ちゃんの狼おおかみくん、どうしたんだい」

　シロはずっと、傍そばにいた。

　生きているのか死んでいるのかすらわからないほど静かに、屋台の近く、でも、私たちから離れて、座り込んでいた。

　目を閉じたまま眠っているようにも見えたが、眠ってはいないのだ。

「考え事でもしてるのかな？」

「悩み事ですよ」

「ふぅん」興味があるのかないのか、そんな相あい槌づちだった。

　狼の死、群れの滅び、異い端たん者しやにすらなれなかった異邦人。

　帰る場所はなく、行く場所もない、永遠の孤児。

「紅茶、ご馳ち走そう様さまです」

　財布からお金を取り出し、カウンターに置いた。

「ねえ、お嬢ちゃん。君はどこから来て、どこへ行くんだろうね」

　私は何も答えなかった。

　歩く私の後を、影かげのようにシロが続いた。

　沈黙が私たちの間に横たわっていた。

　汚泥の海に沈み、自らも腐っていく骸むくろのイメージが脳裏を過よぎった。



　時間は無駄に過ぎた。

　いくつか児童虐待関連の場所を巡ってみたが、まともに取り合ってくれるところは皆無だった。

　私は十四歳の中学生で、子どもだったし、実際のところ、ゆうかのことは名前ぐらいしかわからないのだ。

　人に人は救えない――私に人は救えない。

　できるのは、壊すことだけだ。

　たとえば、私がゆうかの両親を脅したとして、殺したとして、それは何の解決にもならない、ただことごとくをなぎ倒すだけだ。

　気付けば、夜になっていた。星と月の光をかき消すように人工の光が街を照らしている。それはここが人の領域だと示しているようだった。

　人間は人間の光の中、無防備な姿を晒さらし、群れ、無ぶ遠えん慮りよに騒ぐ。

　酔っ払ったサラリーマン、男女連れの学生に大声で喋しやべり散らす高校生、塾帰りの小中学生。

　駅から流れてくる人波と駅へと流れていく人波、その中で見知った顔を見つけた。

　青あお虫むしと仲がよかった――文字通りの過去形だ――優等生、未いまだに右みぎ腕うでのギブスが外れていなかった。塾帰りだろう、肩にトートバッグをかけている。

　ひどく顔色が悪く、頬ほおがこけるほどにやつれていた。

　明らかに、何かに怯おびえていた。

　私は悪戯いたずら心で後ろに回りこみ、そっと忍び寄る。

「こんばんは」

　肩を叩たたき告げる。

「ヒアアッ――！」

　優等生は声にならない悲鳴を上げ、足をもつれさせて転倒した。

「丁ちよう度どよかった、あなたにも聞いておきたいことがあったんです」

　隻せき眼がんの少女を脳裏に思い浮かべ、薄く微笑ほほえむ。

　転んだ拍子にトートバッグから落ちたノートを拾いながら告げる。優等生は自分のノートだというのに何もせず転んだままだった。

　腰こしが抜けたのだろうか。

　ノートを全て拾い集め差し出すが、怯えた目で見るだけで受け取ろうともしなかった。

　無理矢理押しつけると、ようやっと、壊れたロボットみたいにぎくしゃくした動きでノートを受け取り、立ち上がった。

「な、何の、用でしょう、か」

　ライオンに出会った小動物のような恐怖に満ちた顔、震えているのを隠す余裕すらない。どこか、義ぎ父ふを思い出させた。

「そのままです、聞きたいことがあると言ったでしょう」

「わかりました、答えます、答えますから、助けてください」

　いったい私はどんな悪あつ鬼き羅ら刹せつだと思われているのだろうか。

「別にとって食うつもりはありません」

　溜ため息いきを吐ついて、髪かみをかき上げる。会話を成立させることすら面めん倒どうくさい。

「彼女」青あお虫むしのことだと優等生はすぐに察したようだった。「いったい、何があれば、いえ、誰だれに出会って、あそこまで狂ったんですか」

　優等生は自分が直接の狙ねらいではないと知り、無意識的に微かすかな安あん堵どを見せた。

「詳しいことは知らないけど」それでも、恐怖は圧倒的に精神を縛り、口を軽くさせる。

「夏なつ目めさんがい、いなくなってから、しばらくは、は、凄すごく静かだった。魔ま法ほう使つかいに出会った、って言って、た、多分、そ、そのときからだと思う」

　途切れ途切れの言葉を辛抱強く聞き、一つ頷うなずく。

「魔法使いについて、何か知っていますか」

　震えながら、優等生は首を振った。

「なら結構……」自身の顎あごに手をあて、少し考え、告げる。「明日、学校で会いましょうと彼女に伝えなさい」

　もう用はなかった、返事を聞かず、背を向け、すっ、と半歩、横にずれた。

　私の背せ中なかがあった場所を、安っぽい鉄の光が貫いた。大型のカッターナイフだった。

　振り返りざまに優等生の顔面を平手で叩たたいた。またも、転倒した優等生は唯一使える左手でカッターを拾い、恐怖を支えに立ち上がる。

　そこそこに整った顔は焦燥と相まって別人のように歪ゆがんでいた。

「殺される、どうせ殺されるんだ！　それなら、それならあああ！」

　完全に自ヤ棄ケになっていた。物騒な叫びはさすがに周囲の注目を集めた。

　私は腕うで組ぐみし、眉根を寄せる。

　ざわざわ、と駅前特有の喧けん騒そうに、異質なものが混ざる。

「なにしてんだあれ、喧けん嘩か？」

「警察とか呼んだ方がいいのか」

「すげーな、写メ撮っとくか？」

「カッター振り回してるし、こわーい」

「男の方すげえ顔してるぞ、ジャンキーってやつか」

「おい、行こうぜ、巻き込まれたら怖いし」

　くだらない会話の群れをよそに、優等生はひたすらにカッターを振り回す。

　動きは遅く、狙ねらいもひどい、腕組みをしたままでもかわすのはたやすいが、

　飽きた。

　向かってくる刃やいばを、無造作に掴つかむ。

　掌てのひらに小さな切り傷、がっちりと掴んで刃を固定すればそれ以上の傷はできない。

「あ、ああ、ああああああ！」

　ヒステリックに腕を振り回すが、カッターは一ミリたりとも動かない。

「伝言を頼んだだけで、この仕打ちはどうかと思いますよ」

　ぱきん、と手の中でカッターの刃を捻ひねり折り、優等生の足を払う。

　三度目、今度は立ち上がらせなかった。

　踵かかとを左の肩にあて、そのまま踏み砕く。

　優等生の絶叫、周囲の悲鳴、小波のように広がる動揺、全てを無視し、人ごみをかきわけ、その場を立ち去った。

　シロは私を助けようとしなかった。

　深く自分の内に沈みこんでいた。

　何を言っても届きはしないのだと、誰だれにでもわかった。



　夜は明けた。耳の奥が痛くなりそうな静せい寂じやくの夜だった。読み終えた『異邦人』を再び開く気にもなれず、シロの首筋を撫なでて長い時間を潰つぶした。

　差し込む朝日はどうにも遠く、何かを照らしてもくれなかった。このままずっと家にいても仕方がない。伝言が伝わっているか不明だったが学校へ向かうことにした。

　私は制服に着替え、鞄かばんを手に取る。

　追い駆けるようにシロがのっそりと立ち上がった。

「シロ」呼びかける声は、自分でも理解できるほどに残ざん酷こくで突き放すようだった。

「惰だ性せいでつきまとわないでください、迷惑です」

　返事は聞かず部屋を出た。

　白はく銀ぎんの狼おおかみは沈黙の中に沈んだまま、浮かび上がってこなかった。

　部屋の外、マンションの廊下では鋭するどい風が吹き、髪かみを撫でて、過ぎ去っては次の風がやってくる。

　黒のセーラー服だけではそろそろ辛つらくなってきた。コートか、セーター、マフラーやストールなんかも悪くない、新しい防寒具を手に入れた方がよさそうだ。

　そろそろ、本格的な冬がやってくる。

　犬の事件で騒がしいせいだろう、早朝だというのに歩く道には多くの警察官がいた。制服姿の警官だけではなく、刑事だろうと思われるスーツ姿の人もちらほらと見えた。

　目が合ってしまったので軽く会え釈しやくをして通り過ぎる。

　学校はさすがにまだ人ひと気けがなく、朝練の運動部の姿すら見えなかった。乾いた風がグラウンドの砂を巻き上げ日差しの中できらきらと輝く。

　グラウンドの端、壁沿いに桜の木が植えてある。全部で十本、卒業式や入学式の際には人でにぎわうがそれ以外では忘れられていた。

　校舎裏にも一本、小振りな桜があるがそちらは式典があってさえ近寄る人間は少ない。真実の意味で忘れられた場所だった。

　私は、そこにいた。

　私と青あお虫むしは入学式の日、初めてここで会った。

　言葉を交わしたわけでもない、ただ、互いを見ただけだ。

　それだけで充分だった。

　私は彼女が気に入らなかったし、彼女は私を嫌悪したのだろう。

　そのときと同じように、私は桜の幹に手をあて見上げる。

　花はなく、葉はなく、枝だけがある。

　人の気け配はいと、声と、刃やいばの切っ先を、背せ中なかに感じた。

「待ってましたよ」

　笑みすら浮かべ、私は告げた。

「あたしは待ってない」

　取りつく島もない態度、セーラー服の背せ中なかを浅く刺し、わずかに切っ先が肌に触れる。

「背中から狙ねらうなら脇わき腹ばらを突くべきです、その位置だと骨が邪魔になります」

「もし、あたしが脇腹を狙ってたら、あんたは大人しくしてなかっただろ」

「どうでしょう、案外気付かずに殺されたかもしれませんよ」

「……いかれてるよ、あんた」

　私は首をかしげた。

　実に不ふ思し議ぎなことを言うものだ。果たして、私のどこが狂っているというのか。

「振り向いてもいいですか、その方が話もしやすいですし」

「好きにしろよ」

　遠えん慮りよなく私は振り返り、彼女がナイフを引く。

　なにも変わらない、青あお虫むしの姿、乱れたショートの髪かみ、憎悪に満ちた隻せき眼がん、乱雑に結んだ包帯の端が風になびき、スカーフのなくなった制服の胸元は下着が見えそうなぐらいに深く開いていた。

「こんにちは、お元気そうですね」

　青虫は答えず、左手を伸ばし、私の頬ほおを撫なでる。

「あんた、顔だけは綺き麗れいだよね」

　頬からずれて、さらさらと長い髪に指を絡め、櫛くしのようにすく。



    

  
    
      



    

  
    
      「あなたもですよ、女の子にもてそうですね」

　軽いジョークのつもりだった。青あお虫むしは微笑ほほえんだ。面白かったわけではないだろう。

　ぞっ、とするような、いびつで、綺き麗れいな笑顔だった。

「でも、一番欲しかったものは手に入らなかった」

「夏なつ目め彩あやでしたか」

　深まる笑み、ますますいびつに、ますます美しく。

「幼馴染みなんだ、ずっと、一緒でさ、同い年だけど妹みたいに思っててさ……」

　右手のナイフを持ち上げ、左手でしたように薄く、私の頬ほおを撫なでる。

　一筋の傷、朝の淡い光に輝くナイフと、赤い、血。

　顔を近付け、舌を伸ばし、彼女はそれを舐なめ、自じ嘲ちようの声でくぐもった笑いを漏もらす。

　その刹せつ那な、狂気の全てが、憎悪の全てが消え去り、悲しみだけが隻せき眼がんに宿っていた。

　許しを請うように唇くちびるが震える。

「会ってくれない、連絡も取れない、病院にも、家にもいない、消えちゃったよ。最初からいなかったみたいだ」

　泣いてしまうのかと思った。だが、彼女は泣かない。

　悲しみを憎悪で覆おおい隻眼に込めて、狂気でその心を支える。

　私が指先でナイフの刃やいばを掴つかみ、彼女は顔を離す。

　一歩の距離、弦げん月げつの影かげが肌の上で震える。

「私に言われても困ります」

「そりゃあ、そうだ」目を伏せ、青虫は首を振る。「呼びだした理由、言えよ」

「デートの誘いです。明日の夜、待ち合わせは……学校の屋上にしましょうか」

　短い沈黙、青虫が靴の先で校舎裏の土を叩たたく。

「あんた、あたしに惚ほれたとか言うなよ？」

「言いません」

「なら、いいさ」

　――また、明日――

　友達のように、挨あい拶さつを交わし、私たちは別れた。

　互いに逆の方向へと歩く、青虫は門のある方へ、私は校舎に続く方へ。

　私たちは孤独なのか、それとも、孤独ではないのか。



　成り行きで教室までやってきたが、誰だれもいなかった。

　自分の席に座り周囲を見渡す。朝の空気に満ちた閑散とした教室は爽さわやかさより寒々しさが勝っていた。まさしく、廃はい墟きよと呼ぶにふさわしかった。

　学校に来るのは今日が最後だろう。

　机の中にあるわずかばかりの私物を取り出し、机の上に並べる。

　数冊のノートと持ち帰り損ねていたプリント、それだけだった。

　あまりにわずかすぎて、少し笑えた。

　几き帳ちよう面めんに黒板を写したノートをめくりながら、しばらくぼんやりとしていた。

　グラウンドから人の声がして、私はノートを閉じた。

　恐らく、どこぞのクラブが早朝練習でも開始したのだろう。

　結局、ノートの中には見るべきものはない、と確認できただけだった。全部まとめて、ゴミ箱に放ほうり込み、教室を出ようとした。

　ドアに手をかけようとして、廊下の足音に手を止める。

　目の前で開くドア、顔を出す少女、真新しい黒のセーラー服。

　彼女は、寒くなる日々に似合わない向日葵ひまわりの笑顔を私に向ける。

「おはよ、さっちゃん。今日は早いんだね」

「おはようございます、司つかささん」

　司はまん丸の目を少し歪ゆがめ、顎あごに手をあて、じっと私の顔を覗のぞき込んだ。

「なんですか」

「んー、なんかちょっとね」さらによく見ようと、私の頬ほおに両手を添そえて顔を近付ける。

「気のせいかな、さっちゃんが寂しそうだったから」

「気のせいですよ」

「うん、気のせいならいいよ」

　すっ、と彼女が手を下ろし、身を引き、何か思い出したように鞄かばんをごそごそと探り、紙束を取り出した。

　厚さ二センチに及ぼうかという紙束の表紙には『さっちゃん改造計画（仮題）』と、極太のマジックで書いてあった。

　その下に相合傘があり、司と……恐らく私のものだろうと思われるデフォルメされた似顔絵が描かれていた。

　目に星が浮かんでいるような古い少女漫画のような絵柄で、あまり似てなかった。

　そこはかとない疲労が己の両肩にのしかかるのを実感する。

「聞きたくありませんし、聞かなくてもわかるような気もしますが、一応確認の意味で問います」

　私は眩暈めまいをおさえるように額ひたいに手をあて、溜ため息いきを吐ついた。

「なんですか、それ」

「ふっふっふっ、よくぞ聞いてくれました」まん丸の目を――さっきの似顔絵のように――きらきらと光らせる。

「ずばり、さっちゃんに学生生活をエンジョイしてもらうために一〇〇七通りの計画を記した計画書です！」

　司つかさは腰こしに手をあて胸を張り紙束を掲げた。

　ああ、馬ば鹿かがいる。

　私はもう一度溜ため息いきを吐ついた。

「お疲れさまです」

「労ねぎらってくれてありがとう、そこはかとなく呆あきれられているような気もするけど私は気にしないよ、本当に気にしてないからね」

「素敵な欺ぎ瞞まんですね」

「あーあー、聞こえない聞こえない、都合の悪いことは何にも聞こえません」皮肉をさらりと受け流し、彼女は『さっちゃん改造計画（仮題）』を開いた。

「じゃあ、計画一『基本中の基本、まずは二人で街へお出かけ』編、を実行に移すから放課後空けといてね」

　まったくもって無邪気な顔でそんな台詞せりふを吐いた。

　私が疑問の眼まな差ざしを向けるが彼女は平然としてにこにこ笑っている。

「断ったら、どうなります」

「泣く」表情をそのままに司は答える。「金こん色じき夜や叉しやばりにすがりついて泣く」

　それは嫌だ。

　多分、顔に出ていた。

　司はますますにこやかに笑う。

「わかりました」渋々、私は頷うなずいた。

「やった！　さすがさっちゃん、愛してるよー」

「はいはい、では行きましょうか」

　司の顔に疑問符が浮かんだ。

「今からにしましょう」私は言った。「放課後まで待つのも面めん倒どうです」

　くすくすと楽しげに司は笑う。

「悪い子がいる」

「どっちがですか」

　呆れたように呟つぶやき、机から鞄かばんを取り、彼女を促して教室を出た。なんだかんだと言いながら、司はためらいもせずに私についてきた。



　そして、私は司を連れて図書館に行った。

　読み終えた『異邦人』を返さなければいけなかった。

　図書館に行く道は学校へ行く道の途中から枝分かれしていた。

　三階建ての図書館は平日の早朝ということもあって三分程度の混雑だった。

　四人がけのテーブルを占領し、向かい合って座る。

「さっちゃん……わたし、図書館はなにか違うと思うんだけどな」

「私は思いません」と、席につく前に持ってきた本のうち一冊を開く。

　ソフトカバーの古い詩歌だ。

「ぶーぶー」拗すねたような司つかさの声。わざとらしく頬ほおを膨らませている。

　無視して、私は本を読み始めた。

　一冊を読み終わり、二冊目に手を伸ばしかけてふと気付く、いつのまにかすぐ隣となりに司が座っていた。私の横顔を眺めていた。

「私の顔に何かついてますか」

「ううん」彼女は首を振り否定する。くせのついた毛がふよふよとタンポポの綿毛を思わせて揺れた。「綺き麗れいだなって思って見てただけ」

　羨うらやましげに、私の長い黒くろ髪かみを指先で触った。

「溶けない氷みたい」

「以前、私を魔女と呼んだ人もいました」

「その人の気持ち、少しわかるよ」

　しゃら、しゃら、司の指の中で黒い髪かみが奏でる。

「何を考えてるのかわからなくて、星一つない夜みたいな瞳ひとみをしてて、影かげの糸みたいな髪をしてる」

　離れる指、名残惜しげに掠め、行き場を失って宙を迷う。

「怖いくらい綺麗で、本当に怖い」

　私は二冊目の本を手に取る。

「たとえばわたしが死んでも、さっちゃんは少しも悲しんではくれないと思う」

　表紙を開こうとした手を止め、彼女を見た。

　もう見慣れた、向日葵ひまわりを思わせるような笑顔のままだった。

「ねえ、何を調べてるの？」

「狼おおかみの名前について」

　司は小首をかしげたが、私は説明はせず二冊目を開いて目を落とした。

　まだ、司の視線は私から離れていなかった。

「邪魔はしないから、さっちゃんの顔を見てていいかな」

「どうぞ」私は視線を本の上に置いたまま答えた。

「ありがと」

　司は本当に邪魔をしなかった。一度も口を挟まず、一度も触れず、すぐ横で頬ほお杖づえをついて私を見ていた。



　昼食の時間を随分すぎて、私は四冊目の本を閉じた。

「終わりましたよ」

「じゃあ、ご飯にしようよ」

　空腹で弱った様子の司つかさが言って、私が頷うなずき、互いに立ち上がる。

　持ってきていた本を棚に返し、図書館を出た。

　それから、図書館近くのファミリーレストランに入り、食事をした。

　私はカルボナーラを、司はアラビアータを、注文して食べた。私は実に淡々と、彼女は美お味いしそうにそれぞれ食事を進め、食後にコーヒーを飲んだ。

「さてと、今からはわたしに付き合ってね」

「いいですよ」

　軽く返事をしたのは、間違いだったのかもしれない。

　何が楽しいのか司は終始ご機き嫌げん、異常なまでのハイテンションで私を連れまわした。

　駅ビルに入ったブティックを端から回り、雑貨屋に並ぶ安物のアクセサリーを真剣に選び、ペットショップで犬と戯たわむれ、と、いちいち列挙するのが面めん倒どうになるぐらい、街中を歩き回り店をひやかした。

　本当に、異常なぐらいのテンションで、

　はしゃいで、はしゃいで、はしゃぎまわって、幼い子どものようで、

　壊れてしまった玩がん具ぐのようだった。

　夕方まで付き合わされたが、それでも彼女は疲れた様子を見せなかった。逆に私の方が疲れ果ててしまいそうだった。

「ちょっと休憩しようか」

　司がそう呟つぶやいたのは、同じ制服を着た二人組とすれ違ったときだった。

　私たちは図書館の前に戻ってきていた。図書館の周囲にいくつか置かれたベンチに座り、足元に鞄かばんを置いて、近くの自動販売機で缶入りの紅茶を買った。

　ホットのそれを、一口含み、ふっ、と息を吐く。

　甘さの強い紅茶は歩き疲れた体には悪くなかった。隣となりの司は缶を手に持ったまま、飲もうとはしなかった。

「楽しかった？」司が問う。

「楽しかったですよ」私が答える。

「ならよかった」

　夕暮れの赤いベンチの上で向日葵ひまわりが笑う、無む垢くに、無邪気に、無意味に。

「なんだか、今日のさっちゃん妙みように優しいね」

　私は笑わない。氷は夕焼けに溶けない。ずっと、冷たいままだ。

「これで最後だから、優しくしてくれたんでしょう」

　セーラー服の肩に寄りかかり彼女が体を預け、目を閉じる。

　柔い声には隠しきれない悲しみが混ざっていた。

　私は何も言わない。

「ねえ、わたしはさっちゃんにとって取るに足らない存在かもしれないけど」

　彼女がわずかに語気を強める。

「だからって、憐れん憫びんで一緒にいてもらいたいと思うほど安くないよ」

　また一口、缶から紅茶を飲み、瞳ひとみを閉じた司つかさを見下ろす。

　眠っているようだった。寝顔だとしたら安らかすぎて、起こすのが可哀かわい想そうだった。

「べつにそんなことは思ってませんよ」

「なんだ、わたしの気のせいか」

　夕暮れと同じく寂しい声、目を開ける司、赤い星のようにきらきらと輝き、怜れい悧りな私を映す。魔女――溶けない氷。どちらも正しく、どちらも間違えていた。

　肩に回される手、近寄る唇くちびる。

　掠めるように紅い唇が私に触れる、どうしようもなく傷ついた司の顔。

「冷たいね」

　それは、触れた私の唇か、それとも心か。

　司は立ち上がり、鞄かばんから分厚い紙束――『さっちゃん改造計画（仮題）』――を取り出して、近くのゴミ箱に放ほうり込んだ。

「さっちゃんの嘘うそ吐つき」

　歩き出す司、振り返らず、長い影かげを引きずり夕焼けの中へと消えていく。

「さよなら、司さん」

　背せ中なかにかけた声が届いたのか、届かなかったのか、返事はなかった。

　ドクン――心しん臓ぞうが、痛く鳴った。

　司の座っていた場所には手つかずのままの缶入り紅茶が残されていた。

　私はそれを残したまま、姿を消した。



　部屋に戻った。消えかけの夕日と昇り始めた月以外、何もなかった。

　私は浴衣に着替え、眠りに落ちた。

　ひどく静かな夜で白はく銀ぎんの狼おおかみは朝になっても戻ってこなかった。

　昇る光に照らされた荒すさんだ部屋で私はもう一度眠った。



　二度目の目覚めは日の落ちる寸前で眩まぶしい最後の光が私の瞳を目ま蓋ぶた越しに焼いたときだった。

　ハンガーにかけた制服を手に取り、それに着替える。

　漆黒のセーラー服はさながら喪も服ふくか、紅のスカーフをきゅっ、と結ぶ。

　姿見の中で、魔女が、溶けない氷が、私が、薄く微笑ほほえんだ。

　秋には冷たすぎる、真冬の微笑だった。

　一度目を閉じて、司つかさを思い出した。司の言葉を思い出した。

　――これで最後だから、優しくしてくれたんでしょう――

「ええ、そうですよ」

　記憶の中の司は応こたえない。応えるはずがない。

　きっともう二度と会うこともない。会いたいとも思わない。

　私たちには時間が足りず、想いが足りず、全てが足りなかった。

　目を開ける、何も変わらない。

　そのまま、マンションの部屋を出た。

　鍵かぎを投げ捨て、歩く。もう戻ってくる気はなかった。

　静かな風が別れを惜しむようにゆっくりと髪かみを撫なでていった。

　この街に関かかわる私の全てを、終わらせるつもりだった。



　夕焼けと夜の狭間はざまの時間、街と森の狭間で、客の来ない屋台は今日も開店していた。

　私は一人、カウンターについた。

　カウンターの中ではアロハシャツにサングラスのバンダナ男が当たり前のようにカップを拭ふいていた。

「いらっしゃい」バンダナ男は周囲を見渡す。「おや、狼おおかみ君はいないのかい」

　私は返事をせず切り出す。

「ずっと、私を見ていましたね」カウンターの上で肘ひじをつく。「なにかわかりましたか」

　沈黙は、肯定か否定か。バンダナ男は手を止めて私を見つめる。

　私は微笑を浮かべた。

「注文をお願いします」

「ああ、なにがいい」

「魔ま法ほう使つかいを、一人」

「そんなお茶の銘柄は聞いたことがないね」

　苦笑混じりのとぼけた態度、指先でこめかみの辺りをバンダナの上から掻かく。

「そんなに、難むずかしいことではありませんでした」

　と、看板を指差す。メガホンを倒したような形、古い文字。

　それはルーンと呼ばれていた。

「二十六の古いルーン、たとえばそれは、『運命』のぺオーク」

　指先をカウンターの上に戻し、アルファベットのエヌを上下に伸ばしたような文字を描く。青あお虫むしの胸に刻まれていた文字を描く。

「たとえば、これは『太陽』のシーゲル」

「何のことを言ってるのかわからないな」

　カウンターの上で、指をもう一本立て、掲げる。

「あなたはシロを狼おおかみだと見破りました。誰だれもが犬と呼んでいたのにあなただけは正体を見抜いたんです」

「それはただの状況証拠じゃないか」

　指をさらにもう一本。

「以前、私は隻せき眼がんの人間を知っているかと問いました。あなたはそんな前衛的な女の子は知らない、と答えました。私は女の子だとは言ってませんよ」

　呆あきれたようにバンダナ男は肩をすくめる。

「それだって状況証拠じゃないか。僕はお嬢ちゃんの友達だと思ったから、女の子なんだろうと勝手に思い込んだ」

　四本目の指を立てた。

「あなたの弟子に直接聞きました。夏なつ目め彩あやのナイフと引き換えの取引です」

　短い空白、はじけるような哄こう笑しよう、バンダナ男は左手で顔を押さえて笑みを隠す。

「趣味が悪いねえ、そんな決め球持ってるなら最初から使ってくれよ。僕が言い訳するのを楽しんでたのかい」

「嘘うそですよ」

　事もなく言い放った。

　粘つく水の中に閉じ込められているような遅さでバンダナ男は手を下ろし、ひどくゆっくり、口を開く。

「……はい？」

「彼女は私が大嫌いなんですよ。協力なんてするわけありません。もし力ずくで聞き出そうとしたら、確実に逆効果になるぐらい私が嫌いなんです。どこまでも頑固で本当に性格が悪くて致命的に頭のいかれた人なんですから」

　口をあんぐりとして馬ば鹿かのような顔をしているのを眺めながら続ける。

「最初の三つがそれなりに筋が通っていたら四つ目もまともな意見だと勘違いでもしたんですか？　こんな他た愛あいのない嘘に騙だまされて」

　バンダナ男は大きく肩をすくめ、両手を挙げた。降参のポーズだった。

「やられた。今時、人間やめるような女の子は違うね。惜しいな、お嬢ちゃんならさぞ優秀な魔ま法ほう使つかいになれただろう」

「あなたが無能なんですよ」

　そもそも、不自然な点が多すぎた。

　出会って早々、ちらとした紅い狼おおかみの話。

　いくら悶もん絶ぜつしていたといえ、いくら私たちが小声だったといえ、シロと長く話していて気付かなかったこと。

　だが一番は、私に声をかけてきたことだ。

「彼女に力を与えたのはあなた、私にぶつけたのもあなた、さて、ここで私は考えます」

　ドクン、心しん臓ぞうの音を聞く。

「魔ま法ほう使つかいの目的はなんだろう、私を排除して、何のメリットがあるのだろう」

「もういい」バンダナ男が遮さえぎる、私は続ける。

「白はく銀ぎんの狼、魔法使いはそれを狙ねらっているのだ」

「もういい！」バンダナ男の手の中でカップが砕けた。「まったく、綺き麗れいなバラには棘とげじゃないけど、お嬢ちゃんは性格が悪いよ」

「何を今更」

　小さく鼻はなの先で笑い、髪かみをかき上げる。

「さて――」

　私は呟つぶやく、皮ひ膚ふの表面で黒い鞭むちが蠢うごめき心臓が燃える。

「こちらにシロを渡す気はなく、ここにあなたの弟子はおらず、私が目の前にいる」

　魔法使いは掌てのひらに食い込んだカップの破片をとりながら言葉の続きを奪う。

「僕に与えられた選択肢はおおむね二つ、君が死ぬか、僕が殺されるかだ」

「どうします」

「番外で、和解ってのはどうかな」

　人懐っこい笑顔、サングラスの奥では剣けん呑のんな光。

　私はカウンターを掌で叩たたき、逆立ちの要領で上下逆さに跳ぶ。

　見下ろす屋台、内側からの爆発音、屋台を炎ほのおが包み周囲に火を飛ばす。

　上へ跳んだ私と、後方へ避よけた魔法使い。

　絡む視線、口元に笑み、高まる緊張と心臓の鼓こ動どう、セーラー服の袖そで口ぐちから鞭を抜く。

「『弦げん月げつの影かげ』！」

「『ケーン』！　枝先に宿る火よ、人の手による灯火よ」

　魔法使いが空中にケーン――不等号に似た文字――を描く。

　黒の鞭が風を切って地を払い、ケーンの文字が人の頭ほどの火球となって空を焼く。

　中間点での激突、またも爆発、炎を撒まき散らし、視界が消える。

　返す手で鞭を振るい、逆方向にある森の木に絡め姿勢を制御、距離をとり着地。

　未いまだ燃える屋台を挟み、森を横手に、彼我の距離は五メートル程度。

　揺らめく炎の向こうで魔法使いのサングラスが光る。

　身を低く、鞭を握る右手を後方に構かまえての疾駆。

　魔ま法ほう使つかいは動かない。

　勝機を掴つかみ――

　私はそれを手放した。

　なぜ、こんなところにいるのか、なぜ、今ここに来たのか。

　森の闇やみの中から、ひょっこりと子どもたちが顔を出した。

「逃げなさい！」

　体をねじって横を向き、両足でブレーキ、靴跡が地面を抉えぐる。

　止まった体、再始動、子どもたちへと方向を変える。

　明らかに事態を理解していない顔で硬直するゆうかとコウ。

　魔法使いの方が子どもたちに近く、体勢を崩した私よりも速い。

　だが、攻撃だけならば、

　後方に構かまえていた鞭むちを、振るう。

　屋台を薪まきに燃え広がる炎ほのおを切り裂き、子どもたちを掴もうと伸ばした魔法使いの手を打ち据え、切り落とす。

　周囲では炎が燃えているというのに、

　どうして、こんなに、悪寒がするのか。

　魔法使いは笑っているのか。

　たとえば、全て魔法使いの策略どおりだとしたら。

　片かた腕うでを犠牲にして、私を殺そうとしたならば。

　魔法使いの残った腕に石のカードがあった。

「人の手なる炎『ケーン』、神の手なる炎『シーゲル』、人と神を介かい添ぞえ罰のごとく天より降り注げ！」

　赤く輝くカード、ケーンとシーゲルを混ぜた文字が石より浮かび虚空に刻まれる。

　空より降るかのような無数の火球。

　腕を振りきり体勢を崩した私へと、迫り――



　周囲を闇が包んだ。



　局地的に訪れた夜は操られた影かげの盾、太陽にして炎なる魔法を遮さえぎり食らい尽くす。

　崩れた姿勢のまま強引に前へ、体を捻ひねり、振りきった腕を逆方向へ。

　魔法使いの首筋を切り裂いた。

　噴水のように噴き上がる血、子どもたちに降り注ぎ、ようやく硬直から我を取り戻す。

　ゆうかの悲鳴、コウの恐怖。

　それは、瀕死の魔法使いではなく。

　鞭むちを振るう私に向けられていた。

　私はゆっくりと身を起こし、魔ま法ほう使つかいへ、子どもたちの方へと歩く。

「お姉ちゃ、お姉ちゃん、お姉ちゃん……」

　かたかたと歯の根を鳴らし呟つぶやくゆうか、その手をコウが掴つかむ。

「うわああああああああああああああああああああああああ！」

　無意味な叫び、恐怖の眼まな差ざし、手を引いて、森の中へと逃げ込んでいく。

　私は一瞬だけ目を閉じ、スカートについた土を払い、魔法使いの隣となりに立った。

　見下ろす、抉えぐれた首、蒼そう白はくの顔を屋台から森へと広がりつつある炎ほのおが照らす。

　明確な死相、焦げたバンダナに、割れたサングラス。

　初めて見た魔法使いの目は、案外と澄んだ、青い目をしていた。

「お嬢ちゃんは……冷たいんだか優しいんだか、さっぱりわからないな。殺すことより守ることを優先しておきながら、あの子どもたちに恐れられても眉一つ動かさない」

「それが遺言ですか」

　針のような己の声、熱い心しん臓ぞうとは裏腹に心中は凍りついた湖のよう。

　死の影かげのこびりついた魔法使いの笑顔。

「呪のろいのようだ。お嬢ちゃんを前にすると何かがずれる。僕は逃げるべきだった。なのに戦ってしまった。無意味なことをしてしまった」



    

  
    
      



    

  
    
      　言葉を発するたび、抉えぐれた喉のどから血が溢あふれるのに魔ま法ほう使つかいの言葉ははっきりしていた。

「君は形ある呪のろいだ。焼き尽くされてしまえ、同じ呪いの炎ほのおに、僕の弟子に」

　びくん、と魔法使いの体が大きく痙けい攣れんした。

「雨に濡ぬれる死者の館やかたで待っているよ」

　ふらりと腕うでを挙げ、己の目ま蓋ぶたを下ろし、魔法使いはそれきり動かなくなった。

『弦げん月げつの影かげ』を皮ひ膚ふの上へと戻し、燃え広がりつつある炎に背を向けた。

　炎に気付いたのか、森に背を向けるように建っている家のいくつかが、騒がしくなり、そのうち消防車が出張ってくるだろう。

　私はしばらく歩き、人ひと気けのない四よ辻つじで足を止めた。

「いるんでしょう、シロ」

　音もなく、白はく銀ぎんの狼おおかみが私の前に立つ。

「あの子たちといたんですか」

「……ああ、一緒に森を歩いていた」

「何か、見つかりましたか」

「何も見つからなかった。何も見つからないということがわかった。当たり前だ、私はこの森に縁なき狼だったのだからな……当たり前のことだ」

「あるのは、未練だけ、と」

　狼の苦笑、疲れたように首肯する。

　私は身を屈かがめ、狼の目を覗のぞき込む。

　白銀の毛皮に黒い瞳ひとみ、冬の冷たさをした黒い女。

「おかえりなさい、シロ」

「ただいま、咲さ希き」

　遠く、人の喧けん騒そうと消防車の嘶いななきを聞き、私は狼に口付けをした。



　学校の屋上は、日が沈んでしまったせいか恐ろしく肌寒かった。

　風があるわけでもないのに冷たい手に撫なでられ続けているようだった。

　月の浮かぶ夜空を見上げ、白銀の狼が疑問を呈する。

「ここに、何があるのかね」

「待ち合わせです」

　デートの場所を屋上にした理由はあるようでない。

　強いて言えば、やりやすいから、それだけだった。

　二メートル程度のフェンスに給水塔、出入り口の鉄扉といくつかの備えつけられたベンチ。暖かい時期の昼休みならば生徒たちで賑にぎわうこの場所も、夜、それも寒い夜となっては、誰だれもいるわけがない。

　しん、と静まり返っていて、空気がゆっくりと動く音ですら大きく感じた。

「もうすぐです、もうすぐ終わります」

　そして、終わりは始まりに続く。

　シロを入り口の近くに残し、反対のフェンスへと歩く。

　眼下には死んだ砂のグラウンド。掴つかんだフェンスは、針金のように曲がり、糸のようにちぎれ、掌てのひら一つ分の穴が開く。

　手の中にある切り取られたフェンスを足元に放ほうり投げ、髪かみをかき上げた。

　乾いた夜風は首筋を撫なで、髪をなびかせ、わずかな音とともに消える。

　正門の辺りに小さな人ひと影かげが見えた。人影はグラウンドを渡り、おおよそ人間離れした跳躍力で二階の窓に脚あしをひっかけ、三階、四階と繰り返し、屋上のフェンスを越える。

　薄い夏服をなびかせ、私の頭上を過ぎ、軽い靴の音とともに危なげなく着地する。

　振り返り、告げる。

「こんばんは、素敵な夜だと思いませんか」

　彼女と相対する。とうに傷の治った掌に痛みが走る。

「思わないよ」

　夜風に短い髪を揺らし、包帯の端をなびかせ、青あお虫むしは立つ。

　夏服のセーラー服にニーソックスという季節感を無視した軽装、スカーフを失いはだけた胸元、青白い光を浴びた脚が艶なかめかしく、だがどこか殺伐と月光に照る。

　ぎらぎらと光る右の目は、遠えん慮りよのない憎悪をこめて、私を射る。

「魔ま法ほう使つかいは殺しました」私が告げる。

「どうでもいい、そんなことはどうでもいい、あたしにとって大事なことはほとんど残っていないんだ」

　青虫は私の手首を掴み、伸ばした指を、己の心しん臓ぞうの上に置く。

「ここが、あんたでいっぱいだ」しゃがれたような声、揺れる右目の輝き。「ずっと、あんたのことを考えていて、気付けばあんたがどんどん大きくなる」

「私に惚ほれたとか言わないでくださいよ」

　いつぞやとは逆の立場、同じ台詞せりふで茶ちや化かすと、彼女はわずかに口元を歪ゆがめた。

　形だけの笑みを浮かべて、包帯の端を掴み、解いていく。

　ひらひらと揺れる白い包帯、露あらわになる、黒い傷きず痕あと。

「愛と憎悪が似ているんなら、それも正しいのかもしれない」

　抉えぐれて、ぽっかりと開いた、形ある虚無。

「あんたを殺す理由なんて、どこにもないのに」

　だけど、と苦しみの声は続く。両の手で、顔を隠す。

「あたしはもう、あんたを殺さないと、どこにも行けそうにない」

　それはきっと、地獄のような日々だろう。

　惨めだ。

　私を殺しても、何も変わりはしない。その事実が一層彼女を惨めにさせる。

「哀れな人」

　私の喉のどを狂ったような哄こう笑しようが昇る。体をのけぞらせ、宙へと声を響かせる。

「どれだけ壊れてしまったら気が済むんですか。何の意味もない、何の理由もない、行動のための行動で身を焼くほどに苦しんでいる」

　ぎりり、と青あお虫むしの口から歯を食いしばる音がした。

　私の顔は笑みに歪ゆがむ、凄せい絶ぜつに、冷たさを覆おおうほどに、

　こみ上げる喜き悦えつ。

　――ドクン、心しん臓ぞうが一つ、鳴った。

「シロ」私は呼びかける。「手を出さないでくださいね」

「ああ、いいよ」こちらの胸中を察したかのようにシロが言う。

　それはまるで、

「たっぷり、遊んでおいで」

　兄が妹にするような、父が子にするような優しさ。

　青虫は乱雑に包帯を巻きなおし、両手にナイフを握った。

　彼女自身のものと、夏なつ目め彩あやのものと、合計二本、寸分違わぬ鋭するどいナイフ。

　夜の風が一陣、黒い髪かみと白い包帯をなびかせる。

「さあ、はじめましょう」スカートの裾すそを掴つかんで典雅に礼を、袖そで口ぐちから闇やみよりも闇の色をした『弦げん月げつの影かげ』を引き抜く。

「あたしのために……死ね！」

　宣言、青虫は手の中で右のナイフを回し逆手に持ち替え、素早く胸元を切り裂いた。

　二つに切れて落ちるスカーフ、裂けた夏服、ふわりと広がる黒い生地、隙すき間まから露あらわになる肌に、

　――刻み込まれた、赤い傷きず痕あと――

　アルファベットのエヌ、その上端と下端を長く伸ばしたような文字。

　太陽を意味する『シーゲル』。

　命の象徴にして抗あらがえぬ力の形、人の手には負えぬ焔ほのおの文字。

　体に刻み込まれた、炎ほのお。

　逆手のナイフが傷痕をなぞる。浅く裂けて血が滲にじむ。

「『シーゲル』よ、灼やけ」熱情に満ちた声が唱える。

　目を灼く刹せつ那なの閃せん光こう。反射的に瞳ひとみを閉じ、ナイフを振る音を避よけるように横へ跳ぶ。

　目の前に下りてきた太陽の輝きは目ま蓋ぶたを通してなお強く私の視覚を殺す。

　光の終わりに、微かすかな痛みとともに目を開けた。

　首筋に一筋、浅く、赤い傷、滲にじむ血。

　楽しげな青あお虫むしの笑み。右のナイフにわずか赤の血、爛らん々らんと輝く目に愉悦の色が浮かぶ。

「ああ」艶つやめいた吐息。「楽しいよ、ぞくぞくする」

　指先がナイフの背を撫なで、ゆらりゆらり、順手と逆手の切っ先がゆらめきながらこちらを狙ねらう。

　この夜を燃やすように、私の体が昂たかぶっていく。

　心しん臓ぞうの高鳴りで力が満ち、戦えと、心の奥底からの声がする。

　空気が張り詰めて、音が消える、互いの存在だけが心を満たす。

　青虫の右目に宿る狂気が、透明な殺意へと昇華されていく。

　純粋に、純粋に、ただ、殺したくてたまらない。

　そんな、美しい眼まな差ざし。

　砂漠を渡る風のごとく、包帯をなびかせながら彼女が駆ける。

　私は『弦げん月げつの影かげ』を振るい、備えつけのベンチを吊つり上げ、彼女へと投げつけた。

　飛来するベンチをかわすため青虫は足を止め、身を屈かがめる。ベンチは後方のフェンスに激突し、大穴を開けて落ちていく。

　幾百の鈴を同時に鳴らしたような、フェンスの震える音が屋上に響き渡った。

「そんなくだらない攻撃で、あたしをどうにかできると思うなよ」

　いつぞやとは逆のやり取り、傲ごう然ぜんたる言葉、再びの疾駆。

「『シーゲル』！　火の国の魔剣を擬し、咆ほう哮こうする灼しやく熱ねつとなれ」

　叫び、胸元の傷が輝く、両のナイフに炎ほのおが宿り、剣のように伸びる。

　下から斬り上げる炎、横に凪なぐ炎、十字の炎が彼我の距離を埋めた。

　十字の脇わきを潜り抜け、こちらも駆ける。

　強く蹴けった後ろ足が床を浅く砕く、射出される弾丸の勢い、接近戦の間合いまで詰め、青虫の軸足を狙って払う。

　転倒する青虫を狙い、胴体へ拳こぶしを叩たたき込む――拳から鈍い音がした。

　青虫の肘ひじが狙いすましたように私の拳を防いでいた。

　指から手首、腕うでへと広がっていく振動と熱、遅れて痛み。

　青虫は側転の要領で受身を取り、反動を利用して立ち上がると同時に脚あしを跳ね上げる。

　蹴り足が空を薙なぐ轟ごう音おん、拳けん撃げきの踏み込みで砕けた床の破片が宙に浮かぶ。

　私は舞い上がった破片を避よけるように飛び退すさり、また少し距離が離れる。

　ドクンドクン、と心臓の鼓こ動どうが痛いほどに加速していく。

　私は、笑っていた。椎しい名な司つかさの情愛ではなく、青虫の敵意に笑っていた。

　対たい峙じする彼女の口元にも自然、笑みが浮かんでいた。

　短い攻防は遊戯のようで、痛みすらも、心地よい。

「私ね、あなたのことが結構好きですよ」

　唯一人、私を真っ向から見た。

「あたしはお前なんか大嫌いだ！」

　あなたがいてくれてよかった。

「だけど！」

　迷いのない眼まな差ざしが私を貫く。

「敵てきとしては、最高だ」

　青あお虫むしの口元にも笑みが浮かぶ。

　皮肉なことだ。

　私には彼女の気持ちが理解できて、彼女にも私の気持ちが理解できた。

「あなたの名前、教えてもらえますか」

「忘れたよ」彼女が吐き捨てる。「あたしの名前を呼んでくれる人はいなくなったし――あんたなんかに名前を呼ばれたくない」

　よい答えだ。私は自分の唇くちびるを指でなぞった。

「では、蝶々と呼ばせてもらいます」

　青虫は――蝶々は、鼻はなを鳴らし、抉えぐれた左目の辺りを指先でなぞった。

「綺き麗れいに羽化しましたって？　あんたらしい皮肉だよ」

「雌犬呼ばわりされたお礼ですよ」

「しっかり根に持ってるのか、嫌な奴」

「おかげさまで」

　私はつんと澄ました顔で告げ、『弦げん月げつの影かげ』を構かまえた。

　蝶々がはだけた胸元の赤い傷きず痕あとを改めてなぞり、左右のナイフに宿る炎ほのおを強める。

　揺れる炎は包帯の白に反射して、赤く、輝く。

「『シーゲル』！」

　再び、ナイフは炎の剣に転じ、エックスを描いて伸び迫る。

　私は身を低く、ほとんど倒れるようにしてその下を潜り『弦月の影』を振るう。

　くねる蛇へびのような『弦月の影』、蝶々は正確に見切り左のナイフで弾き、攻撃の隙すきをぬうように右の炎を振り下ろす。

　左手と両足で床を叩たたいて斜めに跳び、炎の剣をいなす。

　たん、と着地の軽い音。油断なく両の手に燃えるナイフを構えた蝶々へ、誘うように左手を伸ばす。

　彼女は左手を一いち瞥べつし、構えを解いた。

　月光を浴び、ただ立っているだけのその姿は胸を打つほどに凛り々りしく、痛ましい。

　狂気の奥に隠れたそれは、真実か虚偽か。

　高揚、髪かみをかき上げて、唇くちびるをなぞる、血の味の錯誤、紅べに色の唇。

「……素敵」

　熱い溜ため息いき、うっとりと、己の頬ほおを撫なでる。

　高鳴る鼓こ動どう、血流の中に注がれる力、人にあらざる力。

　私は神の破片であり、狼おおかみの血族であり、やはり人間でもあった。

「ケリ、つけようか」

　短い髪の下から澄んだ憎悪を向け、腰こしを落とす。

　溜めたバネを解放するように、短いスカートに包まれた両りよう脚あしが動く。

　真まっ直すぐに、真っ直ぐに、両の手に炎ほのおを宿し、鋼はがねを握り、私を求めて一羽の蝶が飛ぶ。

　黒の鞭むちを構かまえ、黒の服を纏まとい、黒の髪を揺らし、私が応ずる。

　ダンスのように舞う四つの腕うでと二対の脚。

　地を蹴ける音、武器を振る音、鋼がぶつかる音、閃ひらめく黒に揺れる赤。

　炎のナイフと『弦げん月げつの影かげ』とが無数の曲線を描き続ける。

　加速する鼓動に身を任せて、私たちは踊る。

　それも――ドクン。

　炎剣の連撃を避よけると同時に宙を舞う。着地点は屋上の隅にある給水塔。

『弦月の影』を振り下ろし給水塔を切り裂く、スコールのように水が降り、蝶々の炎が焼く。

　膨大な水を尽きぬ炎が焼き尽くし、周囲は水蒸気で覆おおわれ、視界を隠す。

　給水塔の破片を蹴り、前へと跳ぶ。

　水の蒸発する音を頼りに蝶々へと接近、同時にあさっての方向に『弦月の影』を放ほうり投げた。

　床に物音、蝶々は即座にそちらへと炎の剣を振り下ろす。

　その隙すきに、私は彼女の背後へ回り込んだ。

　ポン、と軽く右手で左肩を叩たたく。

「――！」

　声にならぬ悲鳴。

「捕まえた」

　耳元で囁ささやく――ドクン。

　左から振り返る蝶々、肩の手はそのままに右へと体を捌さばき、正面に回ってがら空きの腹へ拳こぶしを叩き込む。

　苦く悶もんの声、骨の折れる音、血の飛沫しぶき、前のめりに倒れようとする。

　浮いた顎あごへと足を伸ばす。高く高く、足を掲げて蹴り上げる。

　肩を押さえられた彼女は倒れることさえできず、悲鳴の一つも上げられず、ただ全身が弓のように反り返る。

　振り上げた足を下ろして強く屋上を叩たたく。砕ける床の反動を利用して逆の足を跳ね上げ、脇わき腹ばらに膝ひざを打ち込んだ。

　左方へと飛ぶ彼女の体、肩を掴つかむ手をずらし、遠ざかる左手を掴む。

　私は彼女と手を繋つないで独こ楽まのように回って遠心力を乗せる。

　勢いをそのまま、地面に叩き落とし、蝶々の脇腹を蹴けり上げる。

　再度宙に浮く体、引っ張り上げて勢いを増し、さらに叩きつけようと――

「『シーゲル』！」

　蝶々の叫び、呼応して胸に刻まれた文字が輝く。

　私は彼女の手を離し、大きく後方へ跳んだ。

　両手を交差し顔を庇かばったと同時に、蝶々が、爆発した。

　ほんの一瞬、腕うで越しにすら視界を焼いた猛烈な火勢。

　上がる火柱、水蒸気を散らす爆風、蒸発の音と焦げる臭におい。

　風に逆らわずさらに後方へ、揺れるフェンスの傍そばで着地する。

　晴れた視界、おとなしくなった給水塔、爆発の中心に蝶々は立っていた。

　立っているのが奇跡のようだった。

　肌には無数の裂傷、荒い息を吐き、髪かみから襟元までをじっとりと赤と透明の水に濡ぬらし、制服のところどころが焼け落ちていた。

「ちく、しょう、が」

　吐き捨てると同時に、彼女は血を吐き、両手のナイフを取り落とした。

　それを拾おうともしなかった。

　私は浅く笑んで虚空へ右手を伸ばす。

「『弦げん月げつの影かげ』よ」

　名を呼ぶ、従順なる武器は打ち捨てられたことに不服を覚えた様子もなく手中へと飛び込んできた。

『弦月の影』は私の武器になりつつあった。喜ぶように鞭むちの柄が震える。

　暴れ馬を押さえ込むように私はそれを強く握り締めた。

「満まん身しん創そう痍い、ですね」

　水を吸い濡れて体に張りつくセーラー服の不快感を抑えて重たい髪をかき上げる。

　強く、蝶々の右目が私を貫く。

「それが、どうした」

　声は掠れていた。闘志は消えていなかった。

　敵意の輝きが私の体の芯を燃やし心しん臓ぞうを高鳴らせる。

「まだ、始まったばかりだろ」

　不敵に笑んで、地面に落ちた二本のナイフを蹴けり上げ両手に握る。

　水に濡ぬれた刃やいばの切っ先をこちらに向け、叫んだ。

「こんなところで満足できるわけないだろ、あんたも、あたしも！　痛みが足りない、全然足りない、もっとだ、もっと、もっと！」

　その顔はもはや死人の蒼あおさだった。

　無茶と無理をおして強引に体を動かしているのが簡単に見えた。

　だが、それ以上に『だからどうした』と彼女の全てが告げている。

　己が身を燃やすように、蝶々は身に薄い焔ほのおを纏まとう。

　ショートの髪かみが、薄い夏服が、短いスカートが、なびく包帯が、

　なによりも、ナイフが――焔を。

　一羽の蝶のように、紅ぐ蓮れんの蝶のように、彼女は炎ほのおを纏い己を燃やす。

　強く、儚はかなく、蝶々が燃える。

「付き合ってもらうよ塚つか木ぎ咲さ希き」

　全身の炎がぱちぱちと爆はぜ、陽炎かげろうのように揺らぐ。

　凄せい絶ぜつな飢えに彩られた笑顔と、強すぎる右目の輝き。

「地獄の底まであんたはあたしの道連れだ！」

　全てを吐き出すような叫び、溢あふれ出る感情の渦うず。

　喜き悦えつも悲ひ嘆たんも憤ふん怒ぬも憎悪も疲ひ弊へいも絶望も焦燥も苦く悶もんも、愛さえも。

　炎のように燃やして、彼女は……

　そこで、終わった。

　スローモーションのように、ゆっくり、ゆっくり、彼女が崩れ落ちる。

　ナイフを握ったまま、私を見み据すえたまま、口元を強く噛かんで、床の上に、落ちた。

　湿った床に、重たい音がして、彼女はナイフを落とした。

「まだ、だ」

　消える炎、纏わりつく自身の血液に塗まみれて蝶々はもがく。

「動け！　動け動け動け！　まだだ、まだだ、足りない、痛みも苦しみも足りやしない！　あんたに、あたしは、あんたと、あんたを」

　口の端から血を流しながら、彼女は叫び続ける。罠わなに囚とらわれてしまった獣のようにひたすらに足あ掻がき続ける。

　敵意の視線を感じながら、私はゆっくりと彼女に近寄る。

「明日、街を出ます」

　見上げる彼女の右目に映ったのは驚きよう愕がくと、わずかな懇願。

「その前に、一度あなたと思い切り遊んでみたかったんですよ」

「なんだ、って、ふざける、な」

　全てを覆おおい隠し、怒り。

　私は貴婦人めいた微笑を作り上げ、手を伸ばし彼女の襟首を掴つかんで持ち上げた。

　目線の高さが合う。互いを見つめる。

「そういうことなので地獄はまたの機会に誘ってください」

　蝶々はほんの一瞬、呆あきれたような顔をした。重く赤黒い夏服の肩を震わせながら右の拳こぶしを持ち上げた。

「おまえは、馬ば鹿かだよ。自分がどこにいるかもわかってない、うっかり、高みにいるなんて勘違いするなよ、あんたのいる、ここが、この場所が――」

　笑おうとしたのだろう、血ち濡ぬれの包帯がべっとりと張りついた顔が歪ゆがむ。

「ここが地獄なんだ」

　握った拳の親指を下に向け吐き捨てた。

　がくりと蝶々の肩が落ちる、否いな、全身の力が抜けた。意識を失ったのだ。

　私は何十秒か、じっと彼女の顔を見つめていた。

　寝顔と呼ぶには煩はん悶もんが多すぎる顔だった。満足と渇望の入り混じった顔だった。

　悪夢にうなされているくせに、その悪夢に安あん堵どしているようだった。

「また、会いましょうね」

　小声で呟つぶやき、手を離す。落ちる蝶々の体。追い駆けるように私も座り込む。

　ぺたりと、両りよう膝ひざをついて蝶々の頬ほおを撫なでた。

　ぴったりと肌に張りついたセーラー服は重く冷たいくせに、身の内は熱く、疲労がゆっくりと全身に広がっていく。

　約束どおり手を出さなかったシロが愉ゆ快かいそうな顔で私の隣となりに立つ。

「楽しかったかい」

「ええ、とても」

　そのとき、私は多分、無意識に微笑ほほえんだ。

「ほう」見み惚ほれたようなシロの顔。「君はそんな顔でも笑うのか」

「さあ、どうでしょうね」

　疲れた体を白はく銀ぎんの狼おおかみに預け、どちらからともなくささやかに笑う。

　とても、楽しかった。

　こんな風に誰だれかと遊んだのは生まれて初めてだった。

　子どものような、感動だった。



    

  
    
      


終章





　夜明けの直前、もっとも闇やみの深い時間、私の前にゆうかが立ち塞ふさがっていた。

　つい何分か前までゆうかの家はどこにでもあるような普通の住宅だった。

　今は、嵐でも通り過ぎたように荒れ果てている。

　玄関は砕け、廊下は切り刻まれ、私のいるダイニングキッチンの家具という家具は破壊されつくしている。

　大型の冷蔵庫は煙を上げ、四人がけの木製テーブルは七つに砕け、他ほかのありとあらゆる家具は原形を留めていない。

「そこをどきなさい」

　部屋を破壊しつくした『弦げん月げつの影かげ』を無造作にぶら下げて、私は告げた。

　恐怖で顔を引きつらせたゆうかの後ろには、ゆうかの両親がへたり込んでいた。既に恐怖は限界を超えたようで、悲鳴を上げることすらできず失禁して震えている。

「どきなさい」

　私は言った。ゆうかは、何度も首を振った。

「どうして？」私は問う。「別に殺してしまっても平気でしょう。いてもいなくても同じ、その程度の人間です」

「ダメ、そんなの、ダメ」

　怯おびえ、震え、崩れそうになりながらも、ゆうかははっきりと告げる。

「おとうさんとおかあさんを、殺しちゃ、ダメ」

　目に涙を浮かべながら、哀願する。

「おねがい、殺さないで」

　私は顔から感情を奪う。

　溶けない氷と、魔女と、呪のろいと呼ばれた、冷たすぎる顔。

　小さなゆうかの悲鳴、それでも、彼女は逃げない。

「いいでしょう」

　私はゆうかを越えて、その背後に向けて告げた。

「ゆうかの勇気に免じて、今日のところは見逃してあげましょう」

　言い終えると同時に背を向け、荒れ果てた家から去る。

　リビングを出て、数歩、背後で泣き声が聞こえた。ゆうかの名前を叫ぶ声が聞こえた。

　私は振り返らなかった。

　砕かれた門を出ると、その先にパジャマ姿のまま慌てて駆けつけたらしきコウの姿があった。私を見て、ぎくりと体を固まらせるが、それも一瞬、幼くも凛り々りしい顔に義務感の炎ほのおを灯ともし、ゆっくりと、逆にこちらへと向かってくる。

「お姉さん……ゆうかは」

「奥にいますよ」

　体を傾け道を譲る。まるで肉食獣とすれ違うかのように、慎重に慎重を重ねてコウが私の前を通り過ぎた。

「頑張りなさい、王子さま」

　呟つぶやきは、誰だれにも届かなかった。



　ゆうかの家を出て、街の外れへと歩みを進める。

　誰かが通報したのか、途中、消防車とすれ違った。

　街の外れには、白はく銀ぎんの狼おおかみが私を待っていた。

「終わりました」私が言う。

　狼が頷うなずき、口を開く。

「君は、ある種の災害としてあの子たちの記憶に刻まれるだろう」

「それで？」

「それで、よかったのかね」

「私にはどうでもいいことです、二度と会うこともないでしょうし、あとはあの子たちの問題です。そもそも、最初から私にはどうだっていいことなんですよ」

　人に人は救えない。神さまにだって救えやしないだろう。

「結局、自分の問題は自分でどうにかするしかないんです」

　白銀の狼は何も言わない、私の口は勝手に言葉を紡ぐ。

「私がやったのは使い古された手品みたいなものです。効果があるのはほんの数瞬、何年かすればまた元に戻ってしまう程度の付け焼刃です。ただ都合がよかったからそれをやっただけに過ぎません、それだけです」

　白銀の狼は溜ため息いきを吐ついた。

「つまるところ、君は照れ臭いわけだ」

「黙りなさい、バカ」

　そっぽを向いた私の顔は、微かすかに赤いけれど深い闇やみがそれを隠してくれる。

「私はそんな君が好きだがね」

　白銀の狼は至極当然のように、そんなことを言った。

　ふと、思う。

　私は魔女と呼ばれた、溶けない氷と呼ばれた、呪のろいと呼ばれた。

　では……この狼おおかみはなんと呼ぶのか。

　口を開きかけて、止やめた。無意味な問いだった。

　代わりに、別の言葉を吐き出す。

「行きましょうか」

「あてのない旅の始まり、か」

「あてはありませんが、目的はありますよ」

　子犬のように白はく銀ぎんの狼が私を見上げる。

「あなたが誰だれなのかを、知るために」

　たとえば、そこで答えを告げることもできた。

　それが無意味だと理解していた。

　結果ではなく、過程に意味がある旅だった。

　シロが自分で見つけなければならない、受け入れなければならない、答えを出さなければならない。

　果たして、どんな答えか。

　何が変わるのか。

　白銀の狼はどこから来て、どこへ消えていくのか。

「世話をかける」

「構かまいません、私が望んだことです」

　そして私は、

　人になれず、狼になれず、神ですらない私は、果たして、どこへ――

　白銀の狼は黙したまま私を見上げていた。

　互いの瞳ひとみの中に互いが映っていた。

　本当の意味で私が手に入れたものは、そこにあった。



　街を一歩出て、昇りはじめた日の光に気付いて、どちらからともなく振り返る。

　東からの光を浴びた街は、ほんの一歩の距離をひどく遠いものに思わせた。

　街も、森も、あまりに遠く、

　その遠さに心を揺さぶられる。



　人も狼もいない世界は、

　残ざん酷こくなぐらいに孤独で、完全な世界だった。



「……綺き麗れい」

「ああ、とても悲しい美しさだ」

　悲しいから、美しいのか。

　美しいから、悲しいのか。

　その二つはよく似ている。



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　このたび新人賞佳作を頂きました、葉は村むら哲てつと申します。

　まず最初に、読者の皆さま、編集部の皆さま、イラストの七なな草くささま、選考委員の先生方にお礼を申し上げます。

　皆さま、未み熟じゆくな本作を『本』の形にしていただき、ありがとうございました。



　言うべきことは言ってしまったのでこれで終わってしまいたいのが本音ですが、それがまずいことぐらいは理解できますので頑がん張ばって続けます。

（なぜ私は、本ほん編ぺん以上に困りながらあとがきを書いているのでしょう？）



　本作は狼おおかみと少女を中心とした物語です。

　少女は精神に、狼は肉体に、それぞれ孤独である理由を抱え、どうにもならない孤独の中にいます。

　彼らは出会い、孤独な者同士で寄り添そって幸せに暮らしました。めでたしめでたし――

　とは、なりません。異質な存在に対して冷たいのは人間だろうが狼だろうが同じです。

　ふたりが何もしなくても、ふたりを取り囲む世界は、彼らを排はい除じよするために動き出します。

　そこで泣なき寝ね入いりしないのがこのふたり（黙って排はい除じよされるような性格はしていませんけど）。

　服従するぐらいなら死んでやる、死ぬぐらいなら戦ってやる、と、無駄なぐらいの誇りを胸むねに宿し、多数派相手に真っ向から立ち向かいます。

　戦うふたりの姿を、是ぜ非ひ一度ご覧下さい。



　余談ですが、本作の下地にはとある神話があります。ヴァイキングとかルーン文字とか北きた風かぜで有名なアレです。下手すると神話そのものより登場する武器のほうが有名かもしれません、グングニルとか。

　なお、ちょっとでもそちら方面に詳しい人なら何の神話だか簡単に分かると思いますので、正解しても景品はありません（私の愛でよければ差し上げます）。

　重ねての余談ですが、私は巨人殺しの神さまが女装する話が好きです、笑えて。

　とりあえず、私はヒロイン書いてて楽しかったので満足です。



　そう、忘れるところでしたがヒロインです！　絵がつきます！　やったねブラザー！（と、私は架か空くうの読者に語りかけた）

　まさにビューチホー、流行の言葉で言うなら萌もえ。

　挿さし絵えを拡大コピーして壁紙にしてみたり、神かみ棚だなに飾って拝おがんだり、と、用途はさまざまですが、やはり私のおすすめはヒーリング。

　本文を読んでたら目がちょっと疲れたよ、と不満をこぼす、そこの架か空くう読者二号君。

　早急に表紙へと戻り、七なな草くささまのイラストを視し神しん経けいが焼き切れるほど凝ぎよう視しするのです。

　おお、なんということでしょう。

　華か麗れいなイラストで心が和なごみ、筋肉の緊張がほぐれ、眼がん精せい疲ひ労ろうも肩かたこりも消し飛んでしまいます。

　ワーオ、なんて凄すごい効能なんだ。おまけに小説までついてきてなんてお買い得なんだろう。今すぐレジに走らなきゃ――

　……自や棄けっぱちでテンションをあげてみた結果、大変後こう悔かいしております（このあとがきの締め切りがかなり切羽詰っていたりする故ゆえの暴走でしょう）。

　まあ、要するに、

『細かいことは気にしないで萌えて！』

　と、いうことです。

　私もちょっと全力で萌えてきます。自分のキャラを娘むすめとか呼びます。キャラクターの誕生日にバースデーケーキを買ってパーティーです。七草さんへの感謝の踊おどりも忘れるな！



　……一体、何の修行でしょうか？　そのうち悟さとりとか開けそうです。



　それそろ本気で書くことがなくなってまいりました。本書を手にとって下さった皆さまの心にわずかでも残ることを願いつつ、筆ふでを置かせていただきます。



　　二○○八年夏『求む、あとがきの神さま』

葉は村むら哲てつ



    

  
    
      

　著者

　葉村哲（はむら・てつ）

　　広島県在住。

　　本作で第４回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞「佳作」を受賞し、デビュー。



　イラスト

　七草（ななくさ）

　　１９７９年生まれの関西人。代表作に『しにがみのバラッド。』（電撃文庫）、『神様ゲーム』（角川スニーカー文庫）など多数。大人気イラストレーター。
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